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不死鳥とは･･････ 

 エジプトの伝説上の霊鳥フェニックスのことで、形はワシに似て赤や金の翼を持っており、死期が
来ると、みずから燃える火中に入って焼かれ、その灰の中から再生すると言われている。 
 たび重なる災禍にもめげず、再び三たび立ち上がった福井市民の努力は、まさに不死鳥（フェニッ
クス）の姿にも似ていることから、福井市民及び福井市のシンボルになっている。 



 

福福 井井 市市 ここ どど もも 憲憲 章章  

私私 たた ちち のの ちち かか いい  

わわたたししたたちち福福井井市市ののここどどももはは、、   

一一人人ひひととりりががここののちちかかいいををままももりり、、   

友友達達やや家家族族とと元元気気いいっっぱぱいい   

笑笑顔顔でで生生活活ししまますす。。  

１１   わわたたししたたちちはは   思思いいややりりのの心心ををももちち   

                      友友情情のの輪輪をを広広げげまますす   

２２   わわたたししたたちちはは   失失敗敗ををおおそそれれずず   

                      目目標標にに向向かかっっててチチャャレレンンジジししまますす     

３３   わわたたししたたちちはは   ととももにに学学びびああいい   

                      知知識識をを深深めめるるよようう努努力力ししまますす   

４４   わわたたししたたちちはは   礼礼儀儀正正ししくく   規規則則をを守守りり   

                      責責任任ををももっってて行行動動ししまますす   

５５   わわたたししたたちちはは   自自然然をを大大切切ににしし   

美美ししいい福福井井ををつつくくりりまますす  

２２００００００年年（（平平成成１１２２年年））１１月月１１日日制制定定   

  「「私私たたちちののちちかかいい」」のの制制定定ににああたたっっててはは、、毎毎日日のの生生活活目目標標をを、、ここどどももたたちちにに自自らら考考ええ、、

自自ららのの言言葉葉でで表表ししててももららううたためめ、、市市内内のの幼幼稚稚園園児児、、保保育育園園児児、、小小学学生生、、中中学学生生、、高高校校生生

かからら広広くく募募集集しし、、応応募募さされれたた 77,,003399点点をを審審査査しし、、55つつのの言言葉葉ににままととめめままししたた。。  

  ここのの憲憲章章がが、、ここどどももたたちちみみんんななのの目目標標ととななるるここととをを心心かからら願願っってていいまますす。。  
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    ５５  社社会会体体育育施施設設一一覧覧  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  8800  
    ６６  関関係係団団体体  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  8855  
  

ⅤⅤ  文文化化財財・・文文化化芸芸術術  
    １１  文文化化財財保保護護事事業業  ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  8899  
    ２２  文文化化財財保保護護セセンンタターー  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  9911  
    ３３  おおささごごええ民民家家園園  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  9922  
    ４４  郷郷土土歴歴史史博博物物館館  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  9944  
    ５５  自自然然史史博博物物館館  ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････9977  
    ６６  美美術術館館  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････110022  
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市市 勢勢 概概 況況  
福井市のプロフィール 

面  積 ･･････ 536.41 km2 （平成 27年 10月１日現在） 

人  口 ･･････ 261,986人 （令和２年４月１日現在） 

世  帯 ･･････ 104,511世帯   (      〃      ） 

市制施行 ･･････ 明治 22年４月１日 

産  業 ･･････ 繊維工業ほか 

観  光 ･･････ 一乗谷朝倉氏遺跡、養浩館庭園など 

史  跡 ･･････ 国の特別史跡「一乗谷朝倉氏遺跡」 

 国の史跡「燈明寺畷新田義貞戦没伝説地」、「免鳥長山古墳」 

名  勝 ･･････ 国の特別名勝「一乗谷朝倉氏庭園」、国の名勝「養浩館庭園」 

姉妹都市 ･･････ アメリカ合衆国ニューブランズウィック市、フラトン市、熊本市 

友好都市 ･･････ 中華人民共和国杭州市、大韓民国水原市、茨城県結城市 

 

沿革 

福井市は、九頭竜、足羽、日野の三大河川の扇状地として福井平野に発達してきた。 

 福井平野は、今から 3000年ほど前の縄文時代後期から晩期にかけて、河川活動によって形成されたとい

われる沖積平野で、弥生時代には、既に、農耕可能な平野になっていたといわれる。 

 また、1500年ほど前、この地にゆかりの深い男大迹皇子（おおとのおうじ）、後の継体（けいたい）天皇

の治山治水事業によって、一面の沼地が豊かな沃野に生まれかわったともいわれている。奈良時代には、

この広大な平野が、穀倉地として注目され、東大寺荘園、道守荘や糞置荘などが開かれている。その後、

文化の発達にともなって地勢的関係から、北陸道の要衝として栄えるようになった。 

 中世には、市街地の南東にある一乗谷に居を構えた朝倉氏が５代 103 年間にわたり、越前の国守として

広大な地域を支配した。当時の一乗谷は小京都と呼ばれるほどの栄華をきわめたといわれるが、その居城

は、天正元年(1573)に焼失したままの姿を今日までも残し、日本中世史上きわめて貴重な遣跡として、昭

和 46年７月、国の特別史跡として指定され、また平成３年にはその庭園が国の特別名勝に指定された。 

 市の中心部は、室町時代の頃には北ノ庄と呼ばれ、街づくりの始まりは柴田勝家の城づくりが始まりと

いわれている。その後は、丹羽長秀、堀秀政らがこの地に城主として任ぜられた。 

 徳川家康の天下平定後は、その二男、結城秀康が 68 万石の藩主として慶長５年（1600）に任ぜられた。

福井の地名については、北ノ庄から福居となり、３代藩主忠昌のとき、福井と改められた。幕末当時の藩

主は、名君の誉れ高い松平慶永（春嶽）公で、その治下から、橋本左内、由利公正、橘曙覧、笠原白翁な

ど幾多の人材を輩出した。また、慶永は産業振興事業として織物をとりいれ、これが織物王国福井の礎と

なった。 

 明治 22年市制が敷かれ福井市となった。当時の人口は 39,863人、面積は 4.43平方キロメートルであっ

た。 

 以来、福井県において政治、経済、文化の中心都市として発展を続けてきている。その間、昭和 20年７

月の空襲、昭和 23 年６月の福井大震災と再度にわたって全市が壊滅し致命的な打撃を受け、さらに水害、

風害と幾多の災害に見舞われたが、市民の不屈の復興への意欲により、これを乗り越え、今日の『不死鳥

のまち福井』を築き上げた。また、平成 18年２月には、日常生活圏を同じくする美山町、越廼村、清水町

の３町村と合併し、同 31年４月には中核市に移行するとともに、市制施行から 130年を迎えた。 

現在、地域の特色を生かしながら日本海側の主要都市としてまちづくりを進めている。 

 

  

市 章 

市の花・木 
（昭和 54年６月１日） 

マ ツ アジサイ 
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位位 置置 とと 地地 勢勢  
  

  福井市は、日本の中央部、中部地方の日本海に面した福井県の県都で、県の北部、福井平野の真ん

中に位置している。福井市役所の位置は、（東経 136度 13.1分、北緯 36度 3.51分）である。 

 西方は山岳地帯（国見岳）をへだてて、海水浴場と岩石美で有名な越前加賀海岸国定公園にのぞん

でいるが、その他はおおむね平坦地で、この間を九頭竜、足羽、日野の三大河川が市内で合流し、北

方三国港に注いでいる。北方は坂井平野が開け坂井市、あわら市方面と相対し、東方は吉野岳をこえ

て永平寺町、勝山市、大野市方面を望み、南方は鯖江市、越前町などに隣接している。 

 市街地の中央部をＪＲ北陸本線が縦貫し、また福井駅を起点としてＪＲ越美北線とえちぜん鉄道、

越前市を起点とする福井鉄道が市内を走っている。また、国道８号（京都市～新潟市）、158号（福井

市～松本市）、305 号（金沢市～南越前町）、365 号（加賀市～四日市市）、416 号（福井市～小松市）

をはじめ、主要地方道等が発達し、政治、経済、文化の中心地となっている。 

 

 

  福 井    東 京    約３時間 00分（しらさぎ・かがやき） 

  福 井    名古屋    約２時間 00分（しらさぎ） 

  福 井    大 阪    約２時間 00分（サンダーバード） 

  福 井    名古屋    約２時間 00分（北陸・名神自動車道） 

  福 井    大 阪    約２時間 30分（北陸・名神自動車道） 
  

  

ささいいたたまま  
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教教 育育 委委 員員 会会 教教 育育 長長 ・・ 委委 員員  
  

    

  

教教 育育 長長        吉吉    川川    雄雄    二二  
  
  

  

  

教教育育長長職職務務代代理理者者        春春    木木    伸伸    一一  

  

  

  

  

委委 員員        木木    村村    敦敦    子子  
    

  

  

  

委委 員員        多多    田田    和和    博博  

  
    

  

  

  

  委委 員員        宮宮    郷郷    美美  千千  代代  
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福福 井井 市市 教教 育育 委委 員員 会会 のの ああ ゆゆ みみ  

  
 
昭21.12. 1 福井市公民館発足  
昭22. 4. 1 学校給食開始  
昭23. 4. 1 円山小学校開校  
昭23. 7.15 教育委員会法公布  
昭23.10.16 福井市営野球場（グラウンド）完成  
昭23.11. 1 教育委員会法施行  
昭23. 1.15 第１回成年式（後成人式）開催  
昭24. 7. 2 福井市営三秀プール完成  
昭24.10. 2 福井市営お泉水庭球場完成  
昭25. 3. 1 福井市体育協会設立  
昭25.11. 3 第１回市民体育大会開催  
昭26. 3.30 西藤島村編入により、西藤島小、灯明寺中が市立に  
昭26. 4. 1 福井市文化協会設立  
昭27. 7.20 福井市立郷土博物館開館  
昭27.11. 1 第１回教育委員会初代委員長  島田博道氏  
昭28. 5. 1 福井市補導会連合会発足  
昭28.11. 3 福井市立郷土歴史館開館  
昭29. 4. 1 社村編入により、社北小、社南小、至民中が市立に  
昭29. 8. 1 西安居村編入により、安居小・中が市立に  
昭30. 3.19 中藤島村編入により、中藤小・幼が市立に  
昭31. 4.10 六条村編入により、足羽中が麻生津村、足羽村及び福井市組合立に  
昭31.10. 1 教育委員一般公選廃止、任命制となる  
昭32. 4. 1 大安寺村編入により、大安寺小・中・幼が市立に  
昭32. 5. 1 河合村編入により、河合小及び中角分校、河合幼が市立に  
昭32.10. 1 麻生津村編入により、麻生津小及び三花分校、麻生津幼及び麻生津分  
 園が市立に、足羽中学校が足羽村及び福井市組合立に  
昭34. 2. 1 国見村編入により、国見小・中が市立に  
昭34. 2. 6 福井市体育館開館  
昭35. 4. 1 福井市青年の家開館  
昭35. 7. 1 福井市少年愛護センター設置  
昭35.11. 6 第１回福井市公民館大会開催  
昭36. 4. 1 福井市視聴覚ライブラリー設置  
昭36.10. 1 藤岡村編入により、岡保小・幼、東藤島小・幼、藤岡中が市立に  
昭38. 4. 1 殿下村編入により、殿下小・中・幼が市立に  
昭41. 4. 1 福井市スポーツ少年団設立  
昭42. 4. 1 福井市レクリエーション協会設立  
昭42. 5.17 川西町編入により、鶉小・幼、下郷小・幼、上郷小・幼、棗小・中・  
 幼、鷹巣小・中・幼、長橋小・幼、高須城小・幼、川西中が市立に  
昭42. 7.30 森田町編入により、森田小・中・幼が市立に  
昭43. 4. 1 福井市文芸協会設立  
昭43. 4. 1 福井市文化会館開館  
昭43. 9. 4～7 第23回国民体育大会夏季大会開催  
昭43.10. 1～6 第23回国民体育大会秋季大会開催  
昭44. 5.22 福井市補導会連合会が福井市青少年育成会連合会に名称変更  
昭45. 4. 1 福井市中央公民館開館  
昭45.12.26 福井市立郷土博物館を福井市立郷土自然科学博物館に、福井市立郷土  
 歴史館を福井市立郷土歴史博物館に改める  
昭46. 4. 1 福井市明新小学校開校  
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昭46. 7. 1 一乗谷朝倉氏遺跡が国の特別史跡に指定される  
昭46. 9. 1 足羽町編入により、酒生小・幼、一乗小・幼、上文殊小・幼、  
 六条小・幼、文殊小・幼、東郷小・幼、足羽一中、足羽中が市立に  
昭49.10. 1 社会教育課から文化課独立  
昭50.10. 1 福井市文化奨励賞を制定  
昭51. 4. 1 学校体育施設開放開始  
昭51. 4. 1 福井市日新小学校開校  
昭51. 8. 2 福井市立図書館開館  
昭53. 4. 1 福井市大東中学校開校（藤岡中改め）  
昭54. 4. 1 福井市補導員連絡協議会発足  
昭56. 4. 1 福井市北部学校給食センター稼働  
昭56. 5.25     福井市立郷土自然科学博物館増改修工事竣工  
昭56. 7.20 福井市少年自然の家開設  
昭57. 4. 1 福井市清明小学校開校  
昭57. 7.26 養浩館庭園が国の名勝に指定される  
昭58. 4. 1 福井市社西小学校開校  
昭58. 5. 1 福井市一乗谷史跡公園センター完成  
昭59. 3. 4 青少年育成福井市民会議結成大会（設立総会）  
昭59. 3.31 復原武家屋敷完成  
昭59. 4. 1 福井市南部学校給食センター完成。完全給食100％実施  
昭59. 4. 1 公民館職員体制の確立  
昭60. 4. 1 福井市藤島中学校開校  
昭60.11. 1 福井市視聴覚センター開設（視聴覚ライブラリー改め）  
昭60.11. 2 第１回ふくい国際ビデオビエンナーレ開催  
昭61. 5. 1 第１回市美展ふくい開催  
昭62. 1.14 福井市営アーチェリー練習場完成  
昭62. 4. 1 福井市社中学校開校  
昭62. 5.21～22 第39回全国都市教育長協議会定期総会及び研究会  
昭62.12.25 市民スキー場完成  
昭63. 3.18 ジュニアグラウンド完成  
平元 . 3.31 小・中学校校舎鉄筋化100％達成  
平元 . 4. 9 福井市おさごえ民家園開園  
平元 . 4. 1 福井市少年愛護センター・図書館独立  
平  2. 4. 1 福井市視聴覚センター・少年自然の家独立  
平  3. 4. 1 青少年課新設（少年愛護センターを含む）  
平  3. 4. 1 福井市視聴覚センターを映像文化センターに改める  
平  3. 5.28 一乗谷朝倉氏庭園が国の特別名勝に指定される  
平  4. 4. 1 教育委員会を学校教育部と社会教育部の２部制とし、庶務課を総務課  
 に、保健体育課を保健給食課に改め、スポーツ課を新設する  
平  4. 4. 1 福井市立郷土自然科学博物館を福井市自然史博物館に名称変更  
平  4. 7.21 福井市自然史博物館増改修工事竣工  
平  4. 8. 1 福井市立みどり図書館開館  
平  4. 8. 1 福井市東体育館竣工  
平  5. 6.17 名勝養浩館（旧御泉水屋敷）庭園開園  
平  5. 6.23 福井市西体育館・わかばテニスコート竣工  
平  8.11.14 福井市北体育館竣工  
平  9.10. 1 福井市美術館「アートラボふくい」開館  
平11. 9. 1 福井市青少年育成会連合会が福井市子ども会育成連合会に名称変更  
平12. 1. 1 福井市こども憲章制定  
平12. 5. 1 スポーツ公園多目的グラウンド（サッカー兼ラグビー場）完成     
平13. 4. 1 郷土歴史博物館建設室及び文化財保護センター新設  
平13. 5. 1 スポーツ公園ソフトボール兼少年野球場完成  
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平14. 5.13 福井市南体育館竣工  
平16. 3.21 福井市立郷土歴史博物館移転開館  
平16.10.2～5 第17回全国スポーツレクリエーション祭「スポレク福井２００４」開催  
平17. 3.31 福井市下郷幼小学校・上郷幼小学校閉校  
平17. 4. 1 福井市本郷幼小学校開校  
平17.10.22～11.3 第20回国民文化祭・ふくい2005 開催  
平18. 2. 1 美山町、越廼村、清水町編入により、下宇坂小・幼、羽生小・幼、美山啓明  
 小・幼、越廼小、清水西小、清水東小、清水南小・幼、清水北小、美山中、  
 越廼中、清水中、美山図書館、清水図書館が市立に  
平19. 4.19 福井市立桜木図書館開館  
平19. 4.19 福井市中央公民館移転開館  
平20. 4. 1 福井市至民中学校移転開校  
平20. 4.30 青年の家閉館  
平20. 6.20 福井市スポーツ公園野球場「福井フェニックススタジアム」、「サブグラウ  

ンド」オープン   
平22. 4. 1 一般社団法人福井市体育協会設立  
平22. 4. 1 文化財保護センター移転開所  
平23. 3.31 福井市立清水南幼稚園廃園  
平24. 4. 1 福井市安居中学校新築分離移転開校  
平24. 4. 1 福井市ちもり体育館開館  
平24.11. 3 文化財保護センター常設展示場オープン  
平25. 4. 1 福井市中藤小学校新築移転開校  
平25.10. 5 独立行政法人宇宙航空研究開発機構と「宇宙教育及び普及啓発活動に関する  
 協定」を締結  
平26.10. 1 福井市藤岡サッカー場オープン  
平26.12. 1 福井市中藤屋内運動場オープン  
平28. 1. 5 福井市体育館サブアリーナ・福井市弓道場オープン  
平28. 4. 1 文化課の文化財保護部門を文化財保護課に改め、文化振興部門を観光文化局

文化振興課に移管  
平28. 4. 1 自然史博物館、美術館、郷土歴史博物館を観光文化局長に事務委任  
平28. 4. 1 国体・障害者スポーツ大会推進室を国体推進部に移管  
平28. 4.28 福井市自然史博物館分館「セーレンプラネット」開館  
平29. 4. 1 福井市伊自良の里資料館閉館  
平29.10.27 自然史博物館旧館が登録有形文化財に登録（登録番号第18-0183号）  
平29.12.19 福井市営三秀プール廃止  
平30. 9.15 自然史博物館内に「足羽山ビジターセンター」がオープン  
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 教 育 行 財 政 
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１１   教教 育育 行行 政政 施施 策策  

※※第第七七次次総総合合計計画画  ＨＨ２２９９～～ＲＲ３３  

  住住 みみ よよ いい まま ちち     

      ◎◎   すす べべ てて のの 市市 民民 がが 健健 康康 でで 生生 きき がが いい をを もも ちち 安安 心心 しし てて 暮暮 らら せせ るる まま ちち をを つつ くく るる   

 
     １１   子子 どど もも がが 穏穏 やや かか にに 生生 まま れれ 育育 つつ 環環 境境 をを つつ くく るる   
     

（ １ ） 教 育 ・ 保 育 環 境 の 充 実  

・ 児 童 ク ラ ブ 設 置  
・ 児 童 館 運 営 管 理  
・ 放 課 後 児 童 健 全 育 成  
 

  学学 びび 成成 長長 すす るる まま ちち     

  ◎◎   健健 やや かか でで 自自 立立 心心 をを もも っっ たた 感感 性性 豊豊 かか なな 子子 どど もも をを 育育 むむ まま ちち をを つつ くく るる   

 
     １１   子子 どど もも のの 生生 きき るる 力力 をを 伸伸 ばば すす 学学 校校 教教 育育 をを 充充 実実 すす るる   
     

（ １ ） 学 校 教 育 の 充 実  
・ 課 題 別 研 修  
・ 英 語 活 動 推 進  
・ 教 育 用 コ ン ピ ュ ー タ 整 備  
・ 学 校 生 活 ボ ラ ン テ ィ ア 推 進  
・ 心 の 健 康 チ ェ ッ ク 事 業  
・ 通 学 区 域 審 議 会 運 営  
・ 義 務 教 育 教 材 整 備  
・ 学 校 放 送 設 備 整 備  
・ 遊 具 整 備  

       ・ 学 校 図 書 整 備  
       ・ 学 校 運 営 支 援 員 配 置  
       ・ 部 活 動 指 導 員 配 置  
 

（ ２ ） 自 立 心 や 豊 か な 感 性 の 育 成  
       ・ 学 校 教 育 調 査 研 究 費 補 助  
       ・ 私 立 幼 稚 園 就 園 奨 励 費 ・ 教 育 振 興 費 補 助  
       ・ 演 劇 ・ 能 楽 鑑 賞 教 室  
       ・ キ ャ リ ア 教 育 推 進  
       ・ 学 校 図 書 館 支 援 員 配 置  
       ・ 日 本 語 指 導 ボ ラ ン テ ィ ア 、 通 訳 ・ 翻 訳 ボ ラ ン テ ィ ア 配 置  
            ・ 遠 距 離 通 学 支 援  
       ・ ス ク ー ル バ ス 運 行  
       ・ 特 別 支 援 教 育 専 門 委 員 会 ・ 教 育 支 援 委 員 会 設 置  
       ・ 学 校 行 事 費 補 助  
       ・ 就 学 援 助 ・ 奨 励 事 業  
       ・ 市 立 幼 稚 園 運 営 管 理  
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    （ ３ ） 学 内 問 題 の 解 消  
       ・ チ ャ レ ン ジ 教 室 運 営  
       ・ 学 校 不 適 応 対 策 推 進  

・ カ ウ ン セ ラ ー 配 置  
       ・ ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー 配 置  
       ・ い き い き 学 校 生 活 支 援  
 
     ２２   子子 どど もも のの 健健 全全 なな 育育 成成 をを 図図 るる   
  
    （ １ ） 青 少 年 の 安 全 確 保 ・ 健 全 育 成  
       ・ 地 域 に 生 き る 学 校 づ く り 推 進  
 

（ ２ ） 体 験 学 習 に よ る 郷 土 愛 の 醸 成  
・ 地 域 と 進 め る 体 験 推 進  
 

（ ３ ） 家 庭 や 地 域 で 進 め る 青 少 年 の 健 全 育 成  
       ・ 青 少 年 育 成 団 体 支 援  
       ・ 姉 妹 友 好 都 市 青 少 年 交 流  
       ・ 補 導 相 談 活 動  
       ・ 家 族 ふ れ あ い タ イ ム 推 進  
 

（ ４ ） 自 然 を 活 か し た 体 験 学 習  
・ 少 年 自 然 の 家 管 理 運 営  
・ 少 年 自 然 の 家 施 設 整 備  

 
    ３３   子子 どど もも のの 健健 康康 増増 進進 をを 図図 るる   
  
    （ １ ） 学 校 保 健 及 び 安 全 管 理  

・ 定 期 健 康 診 断  
・ 結 核 予 防  

       ・ 就 学 時 健 康 診 断  
 

（ ２ ） 学 校 給 食 の 提 供  
       ・ 学 校 給 食 運 営  

・ 食 育 推 進  
       ・ 学 校 給 食 衛 生 管 理  
       ・ 給 食 調 理 ・ 洗 浄 ・ 配 送 業 務 委 託  
 
    （ ３ ） 学 校 体 育 の 推 進  

・ 各 種 大 会 選 手 派 遣  
・  小 ・ 中 学 校 体 育 大 会 等 開 催  
・  各 種 大 会 選 手 強 化  
・  運 動 部 活 性 化  

 
    ４４   学学 びび のの 場場 とと しし てて のの 学学 校校 環環 境境 をを 整整 備備 すす るる   
  

（ １ ）  学 校 環 境 の 整 備 ・ 維 持 管 理  
  ・ 窓 ガ ラ ス 飛 散 防 止 対 策  
     ・ 体 育 館 大 規 模 改 修  
    ・ 小 学 校 プ ー ル 改 築  
    ・ 学 校 校 庭 整 備  
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    （ ３ ） 学 内 問 題 の 解 消  
       ・ チ ャ レ ン ジ 教 室 運 営  
       ・ 学 校 不 適 応 対 策 推 進  

・ カ ウ ン セ ラ ー 配 置  
       ・ ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー 配 置  
       ・ い き い き 学 校 生 活 支 援  
 
     ２２   子子 どど もも のの 健健 全全 なな 育育 成成 をを 図図 るる   
  
    （ １ ） 青 少 年 の 安 全 確 保 ・ 健 全 育 成  
       ・ 地 域 に 生 き る 学 校 づ く り 推 進  
 

（ ２ ） 体 験 学 習 に よ る 郷 土 愛 の 醸 成  
・ 地 域 と 進 め る 体 験 推 進  
 

（ ３ ） 家 庭 や 地 域 で 進 め る 青 少 年 の 健 全 育 成  
       ・ 青 少 年 育 成 団 体 支 援  
       ・ 姉 妹 友 好 都 市 青 少 年 交 流  
       ・ 補 導 相 談 活 動  
       ・ 家 族 ふ れ あ い タ イ ム 推 進  
 

（ ４ ） 自 然 を 活 か し た 体 験 学 習  
・ 少 年 自 然 の 家 管 理 運 営  
・ 少 年 自 然 の 家 施 設 整 備  

 
    ３３   子子 どど もも のの 健健 康康 増増 進進 をを 図図 るる   
  
    （ １ ） 学 校 保 健 及 び 安 全 管 理  

・ 定 期 健 康 診 断  
・ 結 核 予 防  

       ・ 就 学 時 健 康 診 断  
 

（ ２ ） 学 校 給 食 の 提 供  
       ・ 学 校 給 食 運 営  

・ 食 育 推 進  
       ・ 学 校 給 食 衛 生 管 理  
       ・ 給 食 調 理 ・ 洗 浄 ・ 配 送 業 務 委 託  
 
    （ ３ ） 学 校 体 育 の 推 進  

・ 各 種 大 会 選 手 派 遣  
・  小 ・ 中 学 校 体 育 大 会 等 開 催  
・  各 種 大 会 選 手 強 化  
・  運 動 部 活 性 化  

 
    ４４   学学 びび のの 場場 とと しし てて のの 学学 校校 環環 境境 をを 整整 備備 すす るる   
  

（ １ ）  学 校 環 境 の 整 備 ・ 維 持 管 理  
  ・ 窓 ガ ラ ス 飛 散 防 止 対 策  
     ・ 体 育 館 大 規 模 改 修  
    ・ 小 学 校 プ ー ル 改 築  
    ・ 学 校 校 庭 整 備  

 

    ・ 音 楽 室 エ ア コ ン 設 置  
    ・ ト イ レ 洋 式 化 改 修  
    ・ 学 校 体 育 館 バ リ ア フ リ ー 化  
 

 

◎  市市 民民 がが 自自 主主 的的 にに 生生 涯涯 学学 習習 やや 生生 涯涯 スス ポポ ーー ツツ をを 楽楽 しし むむ まま ちち をを つつ くく るる   

    １１   市市 民民 のの 生生 涯涯 学学 習習 をを 支支 援援 すす るる     
    

（ １ ）  生 涯 学 習 の 推 進  
・ 社 会 教 育 功 労 者 表 彰  
・ 社 会 教 育 指 導 員 等 設 置  

       ・ 社 会 教 育 委 員 活 動  
       ・ 公 民 館 運 営  

・ 公 民 館 運 営 審 議 会 委 員 の 配 置  
       ・ 公 民 館 運 営 審 議 会 活 動  
       ・ 指 導 者 養 成  
       ・ 普 及 啓 発 ・ 調 査 研 究  
       ・ 視 聴 覚 教 育 推 進  
       ・ 景 観 記 録  
 

 （ ２ ） 住 民 主 体 の 地 域 づ く り  
・ 市 民 憲 章 推 進  
・ 社 会 教 育 団 体 育 成  

       ・ 青 年 グ ル ー プ 活 性 化  
 

（ ３ ） 学 習 機 会 の 提 供  
・ 成 人 式 開 催  

       ・ 高 齢 者 人 材 活 用  
       ・ 公 民 館 職 員 等 研 修  
       ・ 地 域 教 育 力 活 性 化  
       ・ 「 福 井 学 」 の 推 進  
       ・ 放 課 後 子 ど も 教 室 推 進  
       ・ 親 学 講 座 開 催  
       ・ 「 は つ ら つ 伝 承 塾 」 促 進  

・ 図 書 等 資 料 収 集 提 供  
・ ブ ッ ク ス タ ー ト  
 

    （ ４ ） 生 涯 学 習 施 設 の 建 設 ・ 維 持 管 理  
       ・ 公 民 館 維 持 管 理  
       ・ 生 涯 教 育 施 設 管 理 運 営  
       ・ 公 民 館 建 設  
       ・ 公 民 館 設 備 整 備  
       ・ 公 民 館 Ｉ Ｔ 環 境 整 備  
       ・ 木 ご こ ろ 文 化 の 郷 管 理 運 営  
       ・ 図 書 館 施 設 管 理 運 営  
       ・ 市 立 図 書 館 リ ニ ュ ー ア ル  
        
    ２２   市市 民民 のの 生生 涯涯 スス ポポ ーー ツツ をを 支支 援援 すす るる   
  

（ １ ） 社 会 体 育 の 振 興  
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・ 生 涯 ス ポ ー ツ 推 進  
・ ス ポ ー ツ ク ラ ブ 育 成  

       ・ ス ポ ー ツ 推 進 委 員 設 置  
       ・ 学 校 施 設 開 放  
       ・ 体 育 団 体 等 育 成  
       ・ 各 種 ス ポ ー ツ 大 会 支 援  

・ 優 秀 選 手 等 育 成  
・ 国 民 体 育 大 会 開 催 準 備  
 

    （ ２ ） 体 育 施 設 の 整 備 ・ 維 持 管 理  
    ・ 体 育 施 設 管 理 運 営  
       ・ 国 体 競 技 施 設 等 整 備  
     ・ 体 育 施 設 維 持 補 修  
 

◎◎   郷郷 土土 のの 文文 化化 やや 歴歴 史史 、、 自自 然然 をを 活活 かか しし たた 個個 性性 的的 でで 魅魅 力力 ああ るる まま ちち をを つつ くく るる   

  
    １１   市市 民民 のの 誇誇 りり とと なな るる 文文 化化 芸芸 術術 をを 振振 興興 すす るる   
     

（ １ ） 文 化 芸 術 活 動 の 支 援  
       ・ 市 美 展 ふ く い 開 催  
       ・ 福 井 芸 術 ・ 文 化 フ ォ ー ラ ム 補 助  
 
    （ ２ ） 文 化 芸 術 の 振 興  
       ・ 文 化 会 館 管 理 運 営  
       ・ 文 化 会 館 整 備  

・ 美 術 館 企 画 展 開 催  
       ・ 美 術 館 ア ト リ エ 開 催  
 
  ２２   歴歴 史史 やや 文文 化化 遺遺 産産 をを 保保 存存 ・・ 継継 承承 しし 活活 用用 すす るる   
 

（ １ ）  歴 史 ・ 文 化 資 源 の 活 用 推 進  
・ 歴 史 博 物 館 管 理 運 営  
・ 歴 史 博 物 館 資 料 収 集 保 存  
・ 歴 史 博 物 館 調 査 研 究  
・ 歴 史 博 物 館 教 育 普 及  
・ 歴 史 博 物 館 企 画 展  
・ 清 水 資 料 館 管 理 運 営  
・ 一 乗 谷 朝 倉 氏 遺 跡 管 理 運 営  
・ 一 乗 谷 朝 倉 氏 遺 跡 整 備  
・ 養 浩 館 庭 園 魅 力 向 上  
・ 養 浩 館 庭 園 保 存 管 理  
 

（ ２ ） 文 化 財 の 保 護 と 活 用  
       ・ 文 化 財 保 護 委 員 会 運 営  

・ 指 定 史 跡 等 管 理 運 営  
・ 埋 蔵 文 化 財 発 掘 調 査  
・ 文 化 財 保 護 セ ン タ ー 管 理  
・ お さ ご え 民 家 園 管 理  
・ 埋 蔵 文 化 財 公 開 活 用  
・ お さ ご え 民 家 園 運 営  
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・ 生 涯 ス ポ ー ツ 推 進  
・ ス ポ ー ツ ク ラ ブ 育 成  

       ・ ス ポ ー ツ 推 進 委 員 設 置  
       ・ 学 校 施 設 開 放  
       ・ 体 育 団 体 等 育 成  
       ・ 各 種 ス ポ ー ツ 大 会 支 援  

・ 優 秀 選 手 等 育 成  
・ 国 民 体 育 大 会 開 催 準 備  
 

    （ ２ ） 体 育 施 設 の 整 備 ・ 維 持 管 理  
    ・ 体 育 施 設 管 理 運 営  
       ・ 国 体 競 技 施 設 等 整 備  
     ・ 体 育 施 設 維 持 補 修  
 

◎◎   郷郷 土土 のの 文文 化化 やや 歴歴 史史 、、 自自 然然 をを 活活 かか しし たた 個個 性性 的的 でで 魅魅 力力 ああ るる まま ちち をを つつ くく るる   

  
    １１   市市 民民 のの 誇誇 りり とと なな るる 文文 化化 芸芸 術術 をを 振振 興興 すす るる   
     

（ １ ） 文 化 芸 術 活 動 の 支 援  
       ・ 市 美 展 ふ く い 開 催  
       ・ 福 井 芸 術 ・ 文 化 フ ォ ー ラ ム 補 助  
 
    （ ２ ） 文 化 芸 術 の 振 興  
       ・ 文 化 会 館 管 理 運 営  
       ・ 文 化 会 館 整 備  

・ 美 術 館 企 画 展 開 催  
       ・ 美 術 館 ア ト リ エ 開 催  
 
  ２２   歴歴 史史 やや 文文 化化 遺遺 産産 をを 保保 存存 ・・ 継継 承承 しし 活活 用用 すす るる   
 

（ １ ）  歴 史 ・ 文 化 資 源 の 活 用 推 進  
・ 歴 史 博 物 館 管 理 運 営  
・ 歴 史 博 物 館 資 料 収 集 保 存  
・ 歴 史 博 物 館 調 査 研 究  
・ 歴 史 博 物 館 教 育 普 及  
・ 歴 史 博 物 館 企 画 展  
・ 清 水 資 料 館 管 理 運 営  
・ 一 乗 谷 朝 倉 氏 遺 跡 管 理 運 営  
・ 一 乗 谷 朝 倉 氏 遺 跡 整 備  
・ 養 浩 館 庭 園 魅 力 向 上  
・ 養 浩 館 庭 園 保 存 管 理  
 

（ ２ ） 文 化 財 の 保 護 と 活 用  
       ・ 文 化 財 保 護 委 員 会 運 営  

・ 指 定 史 跡 等 管 理 運 営  
・ 埋 蔵 文 化 財 発 掘 調 査  
・ 文 化 財 保 護 セ ン タ ー 管 理  
・ お さ ご え 民 家 園 管 理  
・ 埋 蔵 文 化 財 公 開 活 用  
・ お さ ご え 民 家 園 運 営  

 

 
    ３３   自自 然然 科科 学学 教教 育育 でで 子子 どど もも のの 夢夢 をを 育育 てて るる   
          

（ １ ） 自 然 科 学 教 育 の 推 進  
   ・ 自 然 史 博 物 館 誘 客 向 上  
   ・ 自 然 史 博 物 館 管 理 運 営  
   ・ 自 然 史 博 物 館 資 料 収 集 保 存  
   ・ 自 然 史 博 物 館 調 査 研 究  
   ・ 自 然 史 博 物 館 教 育 普 及  
   ・ 自 然 史 博 物 館 企 画 展  
   ・ 自 然 史 博 物 館 分 館 管 理 運 営  
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２２  教教 育育 委委 員員 会会  
    

（（１１）） 教教育育委委員員会会教教育育長長・・委委員員((令令和和２２年年７７月月１１日日現現在在))  

役役  職職  名名  氏氏    名名  任任    期期  

教育長 

教育長職務代理者 

委 員 

委 員 

委 員 

吉川 雄二 

春木 伸一 

木村 敦子 

多田 和博 

宮郷 美千代 

平29. 6.27～令 5. 6.26 

平28.12.22～令 2.12.21 

平30.10. 1～令 4. 9.30 

平29.12.24～令 3.12.23 

令元.12.18～令 5.12.17 

  

（（２２）） 歴歴代代教教育育長長・・教教育育委委員員  

委委  員員  名名  
任任              期期  

◎◎教教育育委委員員長長  ○○教教育育長長  委委    員員  
島田 博道 
堀江 喜熊 
谷内 嘉造 
山本五右ェ門 
潮田  豊 
北川 正一 
酒井  薫 
山口 福司 
筧  外夫 
増永伊太夫 
青園謙三郎 
室田 外吉 
芳谷 ひで 
田原安兵衛 
吉田 久士 
野坂  格 
山口 秀雄 
巨橋 義信 
斎木 太郎 
野路 清一 
八木 熊吉 
柳  武夫 
西島 銀蔵 
山本  壽 
原  閘雄 
原  多文 
宇野澤利勝 
久津見 専 
市橋  保 
五十嵐直雄 
池田 健吾 
小野光太郎 
壬生佐久子 

◎昭27.11. 1～昭31. 9.30 
 
 
 
 

○昭27.11. 1～昭32. 3.31 
 
 
 

◎昭31.10. 1～昭33. 4.30 
 

◎昭33. 9.30～昭46.10. 1 
 

○昭32. 6.10～昭34. 9.15 
  
 

○昭34. 9.16～昭40. 6.25 
 
 

○昭40. 6.26～昭44. 6.25 
 
 

○昭44. 6.26～昭52. 3.31 
◎昭46.10. 2～昭58.10. 1 

 
 

○昭52. 4.30～昭60. 6.25 
◎平元.10.13～平 4.10.22 

 
◎昭58.10. 2～昭62.10. 1 
○昭60. 6.26～平 8. 6.20 

 
 

昭27.11. 1～昭31. 9.30 
〃  ～  〃 
〃  ～   〃 
〃  ～   〃 

    〃   ～昭29. 1.22 
 

昭29. 2. 4～昭30. 4.29 
昭30. 5.24～昭31. 5.29 
昭31. 6. 1～昭31. 9.30 
昭31.10. 1～昭33. 4.30 
  〃  ～昭33. 8.31 
  〃  ～昭46.10. 1 
  〃  ～昭37. 9.30 
昭32. 6.10～昭34. 9.15 
昭33. 9.29～昭43. 9.30 
  〃  ～昭38. 4.13 
昭34. 9.15～昭40. 6.25 
昭37.10. 1～昭48. 1. 7 
昭38. 7. 4～昭40. 5.25 
昭40. 6.26～昭44. 6.25 
昭40.12.17～昭51. 1.17 
昭43.12.19～昭55. 1.24 
昭44. 6.26～昭52. 3.31 
昭46.10. 2～昭58.10. 1 
昭48. 3. 9～昭57. 9.30 
昭51. 3.24～昭60.12.23 
昭52. 4.30～昭60. 6.25 
昭55. 3. 7～平 4.12.18 
昭57.10. 1～昭60.12.20 
昭58.10. 2～昭62.10. 1 
昭60. 6.26～平 8. 6.20 
昭60.12.24～平 7.12.19 
昭61. 3. 7～平10. 9.30 
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吉田  勇 
 

吉田 順一 
岡田  章 
梶川 恭博 
小長谷芳枝 
吉田 耿介 
渡辺 本爾 
中井 玲子 
舟澤 茂樹 
大月 啓子 
石原 義紀 
玉木  誠 
内田 高義 
佐藤 藤枝 
木村 敦子 
春木 伸一 
吉川 雄二 
多田 和博 
宮郷美千代 

◎昭62.10. 2～平元.10.12 
◎平 4.10.23～平 7.10. 3 
◎平 7.10. 4～平20.12.21 

  
○平 8. 6.21～平13. 3.31 

 
 

○平13. 4. 1～平21．3.31 
 

◎平20.12.25～平23.12.17 
 
 

◎平23.12.20～平29. 6.26 
○平21. 4. 1～平29. 6.26 

 
 
 

○平29. 6.27～      
 

昭62.10. 2～平11.10. 1 
 

平 4.12.22～平20.12.21 
平 7.12.20～平17.11.25 
平 8. 6.21～平13. 3.31 
平10.10. 1～平18. 9.30 
平11.10. 2～平15. 9.25 
平13. 4. 1～平21．3.31 
平18.10. 1～平22. 9.30 
平15.12.18～平23.12.17 
平22.10. 1～平26. 9.30 
平20.12.22～平28. 2.19 
平17.12.24～平29.12.23 
平21. 4. 1～平29. 6.26 
平23.12.18～令元.12.17 
平26.10. 1～      
平28. 3.23～      

 
平29.12.24～      

  令元.12.18～ 
 



14

 

（（３３））教教育育委委員員会会事事務務局局・・教教育育機機関関等等  機機構構図図  
  
  
 
 
 
 

※ 

※ 

※ 

教教育育委委員員 会会  

学学 校校 教教 育育 課課  

保保 健健 給給 食食 課課  

生生 涯涯 学学 習習 課課  

青青 少少 年年 課課  

((少少年年愛愛護護セセンンタターー))  

郷郷土土歴歴史史博博物物館館  

小小・・中中学学校校、、幼幼稚稚園園  

北北部部・・南南部部・・美美山山学学校校給給食食セセンンタターー  

公公      民民      館館  

少少 年年 自自 然然 のの 家家  

教教育育委委員員会会事事務務局局  

美美 山山 図図 書書 館館  

生生 涯涯 教教 育育 施施 設設  

おお ささ ごご ええ 民民 家家 園園  

清清 水水 郷郷 土土 資資 料料 館館  

清清 水水 図図 書書 館館  

教教 育育 総総 務務 課課  
  

スス ポポ ーー ツツ 課課  

文文 化化 財財 保保 護護 課課  

((文文化化財財保保護護セセンンタターー))  

桜桜 木木 図図 書書 館館  

みみ どど りり 図図 書書 館館  

図図 書書 館館  

美美 術術 館館  

木木ごごこころろ文文化化ホホーールル  

中中  央央  公公  民民  館館  

体体育育館館・・体体育育施施設設  
  

放放 課課 後後 児児 童童 育育 成成 室室  

※観光文化局長に事務委任している 

自自 然然 史史 博博 物物 館館  

学学校校適適応応指指導導教教室室

放放課課後後児児童童育育成成室室  
放放課課後後児児童童育育成成室室  
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（（３３））教教育育委委員員会会事事務務局局・・教教育育機機関関等等  機機構構図図  
  
  
 
 
 
 

※ 

※ 

※ 

教教育育委委員員 会会  

学学 校校 教教 育育 課課  

保保 健健 給給 食食 課課  

生生 涯涯 学学 習習 課課  

青青 少少 年年 課課  

((少少年年愛愛護護セセンンタターー))  

郷郷土土歴歴史史博博物物館館  

小小・・中中学学校校、、幼幼稚稚園園  

北北部部・・南南部部・・美美山山学学校校給給食食セセンンタターー  

公公      民民      館館  

少少 年年 自自 然然 のの 家家  

教教育育委委員員会会事事務務局局  

美美 山山 図図 書書 館館  

生生 涯涯 教教 育育 施施 設設  

おお ささ ごご ええ 民民 家家 園園  

清清 水水 郷郷 土土 資資 料料 館館  

清清 水水 図図 書書 館館  

教教 育育 総総 務務 課課  
  

スス ポポ ーー ツツ 課課  

文文 化化 財財 保保 護護 課課  

((文文化化財財保保護護セセンンタターー))  

桜桜 木木 図図 書書 館館  

みみ どど りり 図図 書書 館館  

図図 書書 館館  

美美 術術 館館  

木木ごごこころろ文文化化ホホーールル  

中中  央央  公公  民民  館館  

体体育育館館・・体体育育施施設設  
  

放放 課課 後後 児児 童童 育育 成成 室室  

※観光文化局長に事務委任している 

自自 然然 史史 博博 物物 館館  

学学校校適適応応指指導導教教室室

放放課課後後児児童童育育成成室室  
放放課課後後児児童童育育成成室室  
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３３   教教 育育 財財 政政  
  
  
（（１１））令令和和２２年年度度福福井井市市一一般般会会計計予予算算（（ 111144,,880088,,000000千千円円））   
  

民民   生生   費費   公公   債債   費費   土土木木費費   総総務務費費  教教育育費費  
衛衛
生生
費費  

消消
防防
費費  

農農
水水
費費  

商商
工工
費費  

そそ
のの
他他  

3377..88％％  1144..22％％  1133..88％％  1111..00％％  
  

88..33％％  55..33％％  33..22  
％％  

22..99  
％％  

22..44  
％％  

11..11  
%%  

 
 

  

項項別別内内訳訳     性性質質別別内内訳訳     財財源源内内訳訳   

教教育育総総務務費費  
11,,112255,,222222千千円円  

1111..99％％    
小小学学校校費費  

11,,776699,,008811千千円円  
1188..77％％    

中中学学校校費費  
664466,,339933千千円円  

66..88％％    
幼幼稚稚園園費費  

6655,,559911千千円円  
00..77％％    

社社会会教教育育費費  
22,,991144,,666688千千円円  

3300..77％％    
社社会会体体育育費費  

551122,,330044千千円円  
55..44％％    

保保健健給給食食費費  
22,,444488,,110077千千円円  

2255..88％％    

  物物件件費費  
44,,221111,,883311千千円円  

4444..44％％    
人人件件費費  

33,,331100,,669988千千円円  
3344..99％％    

建建設設費費  
11,,117700,,006611千千円円  

1122..33％％    
補補助助費費等等  

336666,,999977千千円円  
33..99％％    

扶扶助助費費  
228888,,772200千千円円  

33..11％％    
維維持持補補修修費費  

113322,,665599千千円円  
11..44％％    

積積立立金金  
440000千千円円  
00..00％％    

  一一般般財財源源  
66,,773366,,777766千千円円  

7711..11％％    
  

市市    債債  
776611,,000000千千円円  

88..00％％    
  

国国県県支支出出金金  
331111,,005555千千円円  

33..33％％    
  

そそのの他他財財源源  
11,,667722,,553355千千円円  

1177..66％％    
  
  

  
  
（（２２））教教育育予予算算のの推推移移   
  
  
 

 

 
  
 
  
 

  
 

8800  

  

2200  
％％   

00  

4400  6600  110000  112200  億億円円  
一一般般会会計計内内のの   
教教育育予予算算割割合合  

年年  度度  

99,,448811,,336666千千円円  

1100..22％％  

％％  

ＨＨ3311年年度度  88,,889966百百万万円円 

ＨＨ3300年年度度  

  

  

99,,220000百百万万円円   88..55％％  ＨＨ2299年年度度  

1100,,007799百百万万円円 

99,,448822百百万万円円 ＲＲ２２年年度度  

88..44％％  

ＨＨ2288年年度度  

88..33％％  

1100,,774444百百万万円円 

1100..66％％  



 

３３   教教 育育 財財 政政  
  
  
（（１１））令令和和２２年年度度福福井井市市一一般般会会計計予予算算（（ 111144,,880088,,000000千千円円））   
  

民民   生生   費費   公公   債債   費費   土土木木費費   総総務務費費  教教育育費費  
衛衛
生生
費費  

消消
防防
費費  

農農
水水
費費  

商商
工工
費費  

そそ
のの
他他  

3377..88％％  1144..22％％  1133..88％％  1111..00％％  
  

88..33％％  55..33％％  33..22  
％％  

22..99  
％％  

22..44  
％％  

11..11  
%%  

 
 

  

項項別別内内訳訳     性性質質別別内内訳訳     財財源源内内訳訳   

教教育育総総務務費費  
11,,112255,,222222千千円円  

1111..99％％    
小小学学校校費費  

11,,776699,,008811千千円円  
1188..77％％    

中中学学校校費費  
664466,,339933千千円円  

66..88％％    
幼幼稚稚園園費費  

6655,,559911千千円円  
00..77％％    

社社会会教教育育費費  
22,,991144,,666688千千円円  

3300..77％％    
社社会会体体育育費費  

551122,,330044千千円円  
55..44％％    

保保健健給給食食費費  
22,,444488,,110077千千円円  

2255..88％％    

  物物件件費費  
44,,221111,,883311千千円円  

4444..44％％    
人人件件費費  

33,,331100,,669988千千円円  
3344..99％％    

建建設設費費  
11,,117700,,006611千千円円  

1122..33％％    
補補助助費費等等  

336666,,999977千千円円  
33..99％％    

扶扶助助費費  
228888,,772200千千円円  

33..11％％    
維維持持補補修修費費  

113322,,665599千千円円  
11..44％％    

積積立立金金  
440000千千円円  
00..00％％    

  一一般般財財源源  
66,,773366,,777766千千円円  

7711..11％％    
  

市市    債債  
776611,,000000千千円円  

88..00％％    
  

国国県県支支出出金金  
331111,,005555千千円円  

33..33％％    
  

そそのの他他財財源源  
11,,667722,,553355千千円円  

1177..66％％    
  
  

  
  
（（２２））教教育育予予算算のの推推移移   
  
  
 

 

 
  
 
  
 

  
 

8800  

  

2200  
％％   

00  

4400  6600  110000  112200  億億円円  
一一般般会会計計内内のの   
教教育育予予算算割割合合  

年年  度度  

99,,448811,,336666千千円円  

1100..22％％  

％％  

ＨＨ3311年年度度  88,,889966百百万万円円 

ＨＨ3300年年度度  

  

  

99,,220000百百万万円円   88..55％％  ＨＨ2299年年度度  

1100,,007799百百万万円円 

99,,448822百百万万円円 ＲＲ２２年年度度  

88..44％％  

ＨＨ2288年年度度  

88..33％％  

1100,,774444百百万万円円 

1100..66％％  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 学 校 教 育 
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平
成

2
9
～
令
和

3
年
度
 
学
校
教
育
方
針
 
地
域

に
根
ざ

す
「

学
び

の
一

貫
性

」
 

   

 

○
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
基
盤
づ
く
り
 

 

H
2
9 

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
中
学
校
区
教
育
」
が
大
切
に
し
て
き
た
も
の
は
、
発
達
段
階
ご
と
の
課

題
に
対
応
し
な
が
ら
、
系
統
性
の
あ
る
連
続
し
た
学
び
を
展
開
す
る
「
縦
の
つ
な
が
り
」
と
、
学
校
教
育

を
学
校
内
に
閉
じ
る
こ
と
な
く
、
目
指
す
子
ど
も
の
姿
を
家
庭
や
地
域
と
共
有
・
連
携
し
な
が
ら
、
地
域

に
根
ざ
し
た
学
校
教
育
を
展
開
す
る
「
横
の
つ
な
が
り
」
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
「
縦
」「

横
」
双
方
か
ら

の
教
育
実
践
に
よ
り
、
郷
土
福
井
に
誇
り
を
持
ち
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
子
ど
も
た
ち
を
育
ん
で
き
ま
し

た
。
 

 
平
成

2
9
年
度
か
ら
は
、「

地
域
に
根
ざ
す
『
学
び

の
一
貫
性
』
」
を
掲
げ
、「

社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課

程
」
の
理
念
の
も
と
、
学
ぶ
こ
と
と
社

会
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
た
取
組
に
よ
っ
て
、
地
域
連
携
の
質

が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

 
１
年
目
に
は
、
地
域
と
関
わ
る
取
組
を
洗
い
出
し
、
地
域
参
画
の
在
り
方
を
探
り
、
地
域
資
源
の
効
果

的
な
活
用
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
２

年
目
に
は
、
地
域
と
関
わ
る
取
組
に
つ
い
て
一
覧
表
に
ま
と
め
、

各
教
科
・
領
域
と
の
関
連
を
図
り
、
目
的
や
付
け
た
い
力
を
明
確
に
し
ま
し
た
。
３
年
目
（
昨
年
度
）
は
、

地
域

と
関

わ
る

取
組

一
覧
表

を
も
と

に
、
「
取

組
の
目

的
や
子

ど
も

に
付

け
た
い

力
と
各

教
科

や
領

域
等

の
目
標
と
の
つ
な
が
り
」
、「

発
達
段
階
に
応
じ
た

学
び
の
系
統
性
」
に
つ
い
て

学
校
内
や
中
学
校
区
で
議

論
し
、
取
組
を
吟
味
・
精
選
し

ま
し
た

。
 

 
本
年
度
は
、
吟
味
・
精
選
し
た

取
組

を
も
と
に
各
学
校
や
中
学
校
区
に
お

い
て
、
組
織
的
か
つ
計
画
的

な
教
育
活
動
の
質
的
向
上
を
図
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し

ま
す
。
具
体
的
に
は
下
記

の
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

 ①
 地

域
と

関
わ

る
取

組
一

覧
表

を
発

信
し

、
目

指
す

子
ど

も
の

姿
を

家
庭

や
地

域
と

共
有

し
な

が
ら

連
携
を
深
め
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
一
層
進
め
て
い
く
。

 

②
 地

域
と

関
わ

る
取

組
一

覧
表

を
有

効
に

活
用

し
な

が
ら

、
教

育
の

目
的

や
目

標
の

実
現

に
向

け
た

教
育
活
動
を
教
科
等
横
断
的
な
視
点
で
組
み
立
て
て
い
く
。

 

H
3
0 

目
指

す
子

ど
も

の
姿

 

R
2
 

R
3
 ○
地
域
と
関
わ
る
取

組
の
 

家
庭
・
地

域
と
の

共
有
・
連

携
 

○
地
域
と
関
わ
る
取
組
の
体
系
化
 

 

○
地
域
と
関
わ
る
取
組

の
吟

味
・
精

選
 

 

中
･
学
習

指
導

要
領

全
面

実
施

 
 

 

 

小
･
学
習

指
導
要

領
全

面
実

施
 

 
 

 

幼
･
教
育

要
領
全

面
実
施

 
 

保
･
保
育

指
針

全
面
実
施

 
 

認
こ
･
教

育
･
 

保
育

要
領

全
面

実
施
 

 

  

福
井

市
教

育
委

員
会

 

H
3
1 
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充
実

期

未
来
を
切
り
拓
く
力

中
学

校

小
学

校

園

平
成

2
9
～

令
和

3
年
度

 
学
校
教
育
方
針

地
域

に
根

ざ
す
「
学

び
の

一
貫

性
」

郷
土

福
井

に
誇

り
を
持

ち
、
た
く
ま
し
く
生

き
る
子

ど
も
の

育
成

福
井
市
学
校
教
育
目
標

福
井
市
教
育
委
員
会

小
４

小
３

中
３

中
２

中
１

小
６

小
５

小
２

小
１

年
長

園
・
学

校

家
庭

地
域

発
達

か
ら

考
え

る
４

つ
の

段
階

福
井

市
「

中
学

校
区

教
育

」
イ

メ
ー

ジ
図

※
１

「
学

び
の

一
貫

性
」

と
は

・
・

・
子

ど
も

の
学

び
の

連
続

性
、

目
標

・
内

容
の

系
統

性
、

指
導

の
継

続
性

を
踏

ま
え

て
４

つ
の

段
階

（
基

礎
期

・
拡

大
期

・
充

実
期

・
発

展
期

）
で

学
び

を
一

貫
し

た
も

の
に

す
る

取
組

学
び

を
育

む
２

つ
の

軸

キ
ー
ワ
ー
ド
：

１
.
学

び
の

一
貫

性
※

１
２

.
２
つ
の

軸
：
「
系

統
性

の
あ
る
学

び
」
「
地

域
に
根

ざ
し
た
学

び
」

３
.
３
本

の
柱

：
「
授

業
づ
く
り
」
「
夢

を
育

む
生

き
方

教
育

」
「
気

に
な
る
子

ど
も
の

支
援

」
４

.
４
つ
の

段
階

：
「
基

礎
期

」
「
拡

大
期

」
「
充

実
期

」
「
発

展
期

」

系
統

性
の

あ
る

学
び

と
地

域
に

根
ざ

し
た

学
び

の

3
本

の
柱

確
か

な
学
力
の
向
上

豊
か

な
心
の
育

成
健

や
か

な
体
の
育
成

　
平

成
2
9
～

令
和

3
年

度
の

学
校

教
育

方
針
は
、
４
つ
の
発
達
段
階
「
基
礎
期
」
「
拡
大
期
」
「
充
実
期
」
「
発
展
期
」
に
お
い
て
、

こ
れ

ま
で
取

り
組

ん
で
き
た
３
つ
の

柱
「
授
業
づ
く
り
」
「
夢
を
育
む
生
き
方
教
育
」
「
気
に
な
る
子
ど
も
の
支
援
」
を
さ
ら
に
充
実

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
「
学

び
の

一
貫

性
」
に
つ
い
て
は

「
系

統
性

の
あ
る
学

び
」
と
い
う
縦

の
視

点
と
「
地

域
に
根

ざ
し
た
学

び
」
と
い
う
横

の
視

点
の

双
方

に
焦

点
を
当

て
、
発

達
段

階
を
意

識
し
た
地

域
と
の

連
携

を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の

縦
横

の
軸

か
ら
つ
く
ら
れ

る
「
学

び
の

一
貫

性
」
か
ら
教
育
実
践
の
質
を
高
め
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
切
り
拓
く
力
を
養
い
ま
す
。

－
「
学
び
」
を
深
め
る
－

自
分

の
生

き
方

と
関

連
づ

け
な

が
ら
学

び
を
さ
ら
に
深

め
、
地

域
社

会
の
中

で
よ

り
よ
く
生

き
て
い
く
自

信
を
持

て
る
よ
う
に

し
ま
す
。

－
「
学

び
」
を
活

用
す
る
－

課
題

に
対

し
、
学

び
を
活

用
し
て
論

理
的

に
考

え
る
力

と
、
自

主
的

に
学

習
す
る
意

欲
を
高

め
ま
す
。

－
「
学
び
」
の
基

礎
を
つ
く
る
－

人
や

も
の
と
の
直

接
的

・
具

体
的

な
か
か

わ
り
を
通

し
て
、
学

び
の

芽
生

え
か

ら
自

覚
的

な
学

び
へ

と
つ
な
ぎ
ま
す
。

－
「
学
び
」
を
広
げ
る
－

集
団

の
中

で
の
か

か
わ

り
を
通

し
て
、
知

識
が
広

が
る
楽

し
さ
や

分
か
る
喜

び
を
実

感
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

学
び
の
一
貫
性

発
展

期

拡
大

期

基
礎

期

地
域
に
根
ざ
し
た
学
び
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充
実

期

未
来
を
切
り
拓
く
力

中
学

校

小
学

校

園

平
成

2
9
～

令
和

3
年
度

 
学
校
教
育
方
針

地
域

に
根

ざ
す
「
学

び
の

一
貫

性
」

郷
土

福
井

に
誇

り
を
持

ち
、
た
く
ま
し
く
生

き
る
子

ど
も
の

育
成

福
井
市
学
校
教
育
目
標

福
井
市
教
育
委
員
会

小
４

小
３

中
３

中
２

中
１

小
６

小
５

小
２

小
１

年
長

園
・
学

校

家
庭

地
域

発
達

か
ら

考
え

る
４

つ
の

段
階

福
井

市
「

中
学

校
区

教
育

」
イ

メ
ー

ジ
図

※
１

「
学

び
の

一
貫

性
」

と
は

・
・

・
子

ど
も

の
学

び
の

連
続

性
、

目
標

・
内

容
の

系
統

性
、

指
導

の
継

続
性

を
踏

ま
え

て
４

つ
の

段
階

（
基

礎
期

・
拡

大
期

・
充

実
期

・
発

展
期

）
で

学
び

を
一

貫
し

た
も

の
に

す
る

取
組

学
び

を
育

む
２

つ
の

軸

キ
ー
ワ
ー
ド
：

１
.
学

び
の

一
貫

性
※

１
２

.
２
つ
の

軸
：
「
系

統
性

の
あ
る
学

び
」
「
地

域
に
根

ざ
し
た
学

び
」

３
.
３
本

の
柱

：
「
授

業
づ
く
り
」
「
夢

を
育

む
生

き
方

教
育

」
「
気

に
な
る
子

ど
も
の

支
援

」
４

.
４
つ
の

段
階

：
「
基

礎
期

」
「
拡

大
期

」
「
充

実
期

」
「
発

展
期

」

系
統

性
の

あ
る

学
び

と
地

域
に

根
ざ

し
た

学
び

の

3
本

の
柱

確
か

な
学
力
の
向
上

豊
か

な
心
の
育

成
健

や
か

な
体
の
育
成

　
平

成
2
9
～

令
和

3
年

度
の

学
校

教
育

方
針
は
、
４
つ
の
発
達
段
階
「
基
礎
期
」
「
拡
大
期
」
「
充
実
期
」
「
発
展
期
」
に
お
い
て
、

こ
れ

ま
で
取

り
組

ん
で
き
た
３
つ
の

柱
「
授
業
づ
く
り
」
「
夢
を
育
む
生
き
方
教
育
」
「
気
に
な
る
子
ど
も
の
支
援
」
を
さ
ら
に
充
実

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
「
学

び
の

一
貫

性
」
に
つ
い
て
は

「
系

統
性

の
あ
る
学

び
」
と
い
う
縦

の
視

点
と
「
地

域
に
根

ざ
し
た
学

び
」
と
い
う
横

の
視

点
の

双
方

に
焦

点
を
当

て
、
発

達
段

階
を
意

識
し
た
地

域
と
の

連
携

を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の

縦
横

の
軸

か
ら
つ
く
ら
れ

る
「
学

び
の

一
貫

性
」
か
ら
教
育
実
践
の
質
を
高
め
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
切
り
拓
く
力
を
養
い
ま
す
。

－
「
学

び
」
を
深
め
る
－

自
分

の
生

き
方

と
関

連
づ

け
な

が
ら
学

び
を
さ
ら
に
深

め
、
地

域
社

会
の
中

で
よ

り
よ
く
生

き
て
い
く
自

信
を
持

て
る
よ
う
に

し
ま
す
。

－
「
学
び
」
を
活

用
す
る
－

課
題

に
対

し
、
学

び
を
活

用
し
て
論

理
的

に
考

え
る
力

と
、
自

主
的

に
学

習
す
る
意

欲
を
高

め
ま
す
。

－
「
学

び
」
の
基

礎
を
つ
く
る
－

人
や

も
の
と
の
直

接
的

・
具

体
的

な
か
か

わ
り
を
通

し
て
、
学

び
の

芽
生

え
か

ら
自

覚
的

な
学

び
へ

と
つ
な
ぎ
ま
す
。

－
「
学

び
」
を
広
げ
る
－

集
団

の
中

で
の
か

か
わ

り
を
通

し
て
、
知

識
が
広

が
る
楽

し
さ
や

分
か
る
喜

び
を
実

感
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

学
び
の
一
貫
性

発
展

期

拡
大

期

基
礎

期

地
域
に
根
ざ
し
た
学
び

 

 

２２  学学  校校  規規  模模  

  
（（１１））小小学学校校及及びび併併設設幼幼稚稚園園  

令和２年５月１日現在 

校   名 
学年別学級数（複式①） 児  童  数 

併設 幼稚園 

学 

級 

数 

園 児 数 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 特 合計 男 女 計 男 女 計 

木      田 

豊 

足      羽 

東  安  居 

湊 

4 

3 

1 

2 

2 

5 

3 

2 

2 

2 

4 

2 

2 

2 

2 

5 

3 

2 

2 

2 

4 

2 

2 

2 

2 

5 

3 

2 

2 

2 

3 

2 

2 

2 

2 

30 

18 

13 

14 

14 

441 

253 

129 

157 

163 

431 

227 

99 

138 

136 

872 

480 

228 

295 

299 

    

春      山 

順      化 

宝      永 

松      本 

日  之  出 

2 

1 

1 

3 

2 

2 

1 

1 

3 

2 

2 

1 

2 

3 

2 

2 

1 

1 

3 

2 

2 

1 

2 

3 

2 

2 

1 

2 

3 

2 

2 

2 

1 

4 

2 

14 

8 

10 

22 

14 

145 

62 

109 

274 

166 

147 

63 

117 

241 

183 

292 

125 

226 

515 

349 

    

旭 

和      田 

円      山 

啓      蒙 

西  藤  島 

1 

4 

3 

2 

2 

1 

3 

3 

3 

2 

2 

4 

3 

2 

1 

1 

3 

3 

2 

2 

2 

4 

3 

3 

2 

1 

3 

3 

3 

2 

2 

4 

3 

2 

2 

10 

25 

21 

17 

13 

116 

319 

269 

223 

122 

107 

316 

251 

207 

109 

223 

635 

520 

430 

231 

    

社      北 

社      南 

安      居 

中      藤 

一      光 

3 

4 

1 

4 

 

3 

3 

1 

4 

 

3 

4 

1 

4 

 

3 

4 

1 

4 

 

3 

5 

1 

4 

 

3 

4 

1 

4 

 

2 

3 

2 

3 

 

20 

27 

8 

27 

 

272 

394 

84 

422 

 

226 

385 

79 

339 

 

498 

779 

163 

761 

 

    

大 安 寺  

河 合 

麻 生 津  

国 見 

岡 保 

1 

1 

2 

1 

1 

1 

1 

2 

1 

1 

1 

2 

3 

 

1 

1 

1 

2 

① 

1 

1 

1 

3 

 

1 

1 

1 

2 

① 

1 

 

2 

3 

1 

1 

6 

9 

17 

5 

7 

25 

105 

191 

23 

46 

29 

82 

194 

16 

59 

54 

187 

385 

39 

105 

2 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

4 

 

 

 

 

7 
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校     名 
学年別学級数（複式①） 児  童  数 

併設 幼稚園 

学 

級 

数 

園 児 数 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 特 合計 男 女 計 男 女 計 

東 藤 島 

殿   下 

鶉 

本   郷 

棗 

1 

 

1 

1 

1 

1 

①  

1 

 

1 

1 

 

1 

① 

1 

1 

①  

1 

1 

1 

1 

 

2 

1 

1 

1 

① 

1 

1 

1 

1 

 

2 

1 

1 

7 

3 

9 

6 

7 

91 

10 

104 

30 

36 

96 

6 

78 

25 

31 

187 

16 

182 

55 

67 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鷹      巣 

長      橋 

高  須  城 

森      田 

明      新 

1 

 

 

5 

4 

1 

① 

 

6 

4 

1 

 

 

5 

4 

1 

① 

 

5 

5 

1 

 

 

5 

5 

1 

① 

 

5 

4 

1 

 

 

3 

3 

7 

3 

 

34 

29 

28 

13 

 

503 

421 

32 

5 

 

498 

441 

60 

18 

 

1,001 

862 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

酒      生 

一      乗 

上  文  殊 

六      条 

文      殊 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

1 

1 

1 

1 

① 

1 

1 

1 

1 

 

1 

1 

1 

1 

① 

1 

1 

1 

2 

 

1 

1 

2 

8 

4 

7 

7 

8 

75 

17 

36 

33 

56 

80 

8 

26 

45 

65 

155 

25 

62 

78 

121 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 

 

 

 

 

4 

 

 

 

東      郷 

日      新 

清      明 

社      西 

下 宇 坂 

1 

2 

3 

2 

1 

2 

1 

3 

2 

1 

1 

2 

3 

2 

1 

2 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

3 

2 

1 

2 

2 

3 

2 

1 

2 

2 

2 

2 

1 

11 

12 

20 

14 

7 

115 

131 

262 

190 

30 

107 

105 

221 

165 

24 

222 

236 

483 

355 

54 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

3 

羽   生 

美 山 啓 明 

越   廼 

清 水 西 

清 水 東 

1 

1 

 

1 

1 

 

1 

① 

1 

1 

① 

 

 

1 

1 

 

① 

① 

1 

1 

① 

 

 

1 

1 

1 

① 

① 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

5 

5 

4 

7 

8 

26 

24 

17 

87 

43 

15 

22 

7 

85 

50 

41 

46 

24 

172 

93 

1 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 
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校     名 
学年別学級数（複式①） 児  童  数 

併設 幼稚園 

学 

級 

数 

園 児 数 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 特 合計 男 女 計 男 女 計 

東 藤 島 

殿   下 

鶉 

本   郷 

棗 

1 

 

1 

1 

1 

1 

①  

1 

 

1 

1 

 

1 

① 

1 

1 

①  

1 

1 

1 

1 

 

2 

1 

1 

1 

① 

1 

1 

1 

1 

 

2 

1 

1 

7 

3 

9 

6 

7 

91 

10 

104 

30 

36 

96 

6 

78 

25 

31 

187 

16 

182 

55 

67 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鷹      巣 

長      橋 

高  須  城 

森      田 

明      新 

1 

 

 

5 

4 

1 

① 

 

6 

4 

1 

 

 

5 

4 

1 

① 

 

5 

5 

1 

 

 

5 

5 

1 

① 

 

5 

4 

1 

 

 

3 

3 

7 

3 

 

34 

29 

28 

13 

 

503 

421 

32 

5 

 

498 

441 

60 

18 

 

1,001 

862 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

酒      生 

一      乗 

上  文  殊 

六      条 

文      殊 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

1 

1 

1 

1 

① 

1 

1 

1 

1 

 

1 

1 

1 

1 

① 

1 

1 

1 

2 

 

1 

1 

2 

8 

4 

7 

7 

8 

75 

17 

36 

33 

56 

80 

8 

26 

45 

65 

155 

25 

62 

78 

121 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 

 

 

 

 

4 

 

 

 

東      郷 

日      新 

清      明 

社      西 

下 宇 坂 

1 

2 

3 

2 

1 

2 

1 

3 

2 

1 

1 

2 

3 

2 

1 

2 

2 

3 

2 

1 

1 

1 

3 

2 

1 

2 

2 

3 

2 

1 

2 

2 

2 

2 

1 

11 

12 

20 

14 

7 

115 

131 

262 

190 

30 

107 

105 

221 

165 

24 

222 

236 

483 

355 

54 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

3 

羽   生 

美 山 啓 明 

越   廼 

清 水 西 

清 水 東 

1 

1 

 

1 

1 

 

1 

① 

1 

1 

① 

 

 

1 

1 

 

① 

① 

1 

1 

① 

 

 

1 

1 

1 

① 

① 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

5 

5 

4 

7 

8 

26 

24 

17 

87 

43 

15 

22 

7 

85 

50 

41 

46 

24 

172 

93 

1 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校     名 

学年別学級数（複式①） 児  童  数 併設 幼稚園 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 特 合計 男 女 計 

学 

級 

数 

園 児 数 

男 女 計 

清 水 南 

清 水 北 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

7 

7 

43 

61 

30 

44 

73 

105 

 

 

 

 

 

 

 

 

合   計 

85 85 83 84 87 86 

87 615 6,992 6,492 13,484  6 5 14 19 
複式  18 

 

 

 

（（２２））中中学学校校   
  令和２年５月１日現在  

校     名  
学年別  学級数  生  徒  数  

１  ２  ３  特  合計  男  女  計  

 

 

 

 

 

明 倫 

光 陽 

明 道

進 明 

成 和 

8 

5 

5 

4 

6 

8 

5 

6 

4 

6 

8 

4 

6 

4 

6 

2 

3 

3 

2 

2 

26 

17 

20 

14 

20 

364 

217 

272 

189 

256 

374 

203 

237 

187 

262 

738 

420 

509 

376 

518 

 

※  

※  

 

 

安 居 

一 光 

大 安 寺

灯 明 寺 

至 民 

1 

 

1 

7 

4 

1 

 

1 

6 

4 

1 

 

1 

6 

4 

2 

 

2 

2 

2 

5 

 

5 

21 

14 

43 

 

22 

296 

192 

31 

 

22 

286 

207 

74 

 

44 

582 

399 

 

 

※  

 

※  

国 見 

大 東 

殿 下

川 西 

 棗   

1 

5 

1 

2 

1 

1 

5 

1 

2 

1 

1 

5 

1 

2 

1 

1 

3 

 

2 

1 

4 

18 

3 

8 

4 

4 

233 

4 

60 

22 

12 

241 

1 

61 

21 

16 

474 

5 

121 

43 

 

※  小学校に併設  

 

 

 



22

 

 

 

校    名 
学年別  学級数  生  徒  数  

１  ２  ３  特  合計  男  女  計  

※ 

 

 

 

 

鷹       巣  

森       田  

足       羽

足 羽 第 一 

藤 島 

1 

4 

5 

3 

4 

1 

4 

5 

4 

4 

1 

4 

5 

4 

4 

1 

2 

2 

2 

2 

4 

14 

17 

13 

14 

24 

185 

240 

175 

188 

17 

182 

186 

153 

179 

41 

367 

426 

328 

367 

 

   社  

美    山  

越    廼  

清    水  

4 

1 

1 

3 

5 

1 

1 

3 

5 

1 

1 

3 

2 

1 

 

2 

16 

4 

3 

11 

222 

35 

10 

110 

186 

38 

7 

130 

408 

73 

17 

240 

合       計  77 79 78 41 275 3,363 3,223 6,586 

※  小学校に併設  
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校    名 
学年別  学級数  生  徒  数  

１  ２  ３  特  合計  男  女  計  

※ 

 

 

 

 

鷹       巣  

森       田  

足       羽

足 羽 第 一 

藤 島 

1 

4 

5 

3 

4 

1 

4 

5 

4 

4 

1 

4 

5 

4 

4 

1 

2 

2 

2 

2 

4 

14 

17 

13 

14 

24 

185 

240 

175 

188 

17 

182 

186 

153 

179 

41 

367 

426 

328 

367 

 

   社  

美    山  

越    廼  

清    水  

4 

1 

1 

3 

5 

1 

1 

3 

5 

1 

1 

3 

2 

1 

 

2 

16 

4 

3 

11 

222 

35 

10 

110 

186 

38 

7 

130 

408 

73 

17 

240 

合       計  77 79 78 41 275 3,363 3,223 6,586 

※  小学校に併設  

 

 

（（３３））  学学校校職職員員  
 

  （県費）    

令和２年５月１日現在 

職      種 
小学校 中学校 合計 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 

校      長 36 14 50 17 2 19 53 16 69 

教      頭 37 13 50 19 4 23 56 17 73 

教      諭 236 506 742 255 217 472 491 723 1214 

養 護 教 諭  53 53  19 19  72 72 

事  務  職 14 40 54 3 17 20 17 57 74 

栄 養 教 諭  15 15  4 4  19 19 

合計 323 641 964 294 263 557 617 904 1521 

（教諭には講師、養護教諭には養護助教諭、事務職には事務職員補助、栄養教諭には栄養職員補助を含む。） 

（育休など休職休暇中の者、欠員補充の講師を含む。） 

 

 

  （市費） 

令和２年５月１日現在 

職      種 
小学校 中学校 幼稚園 合計 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 

教      諭        8 8  8 8 

施 設 技 師 12 1 13 2  2    14 1 15 

調 理 技 師 5 32 37 １ 7 8    6 39 45 

合計 17 33 50 3 7 10  8 8 21 50 68 

（再任用職員を含む。） 
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（４） 国立・県立・私立施設
幼幼　　稚稚　　園園
●国立（１園）

園　名 所　在　地 電　話
福井大附属 二の宮４丁目45-1 22-6687

●私立（６園）
園　名 所　在　地 電　話
小　鳩 志比口２丁目25-25 54-6144
聖　徳 松本３丁目11-19 27-1779

仁愛短大附属 天池町43-1-1 56-3444
つぼみ 花月４丁目10-3 26-7355
常　葉 花月１丁目2-26 22-2824
報　徳 手寄１丁目19-4 22-0853

中中　　学学　　校校
●県立（１校）

校　名 所　在　地 電　話
高　志 御幸２丁目25-8 24-5175

●私立（２校）
校　名 所　在　地 電　話

福井工大附属 学園３丁目6-1 29-2640
北　陸 文京１丁目8-1 24-0321

義義　　務務　　教教　　育育　　学学　　校校
●国立（１校）

校　名 所　在　地 電　話
前期課程　22-6891
後期課程　22-6985

高高　　等等　　学学　　校校
●県立（８校）

校　名 所　在　地 電　話
藤　島 文京４丁目8-30 24-5171
高　志 御幸２丁目25-8 24-5175
羽　水 羽水１丁目302 36-1678
足　羽 杉谷町44 38-2225
福井商業 乾徳４丁目8-19 24-5180
福井農林 新保町49-1 54-5187
科学技術 下江守町28 36-1856
道　守 若杉町35-21 36-1184

福井大附属 二の宮４丁目45-1
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（４） 国立・県立・私立施設
幼幼　　稚稚　　園園
●国立（１園）

園　名 所　在　地 電　話
福井大附属 二の宮４丁目45-1 22-6687

●私立（６園）
園　名 所　在　地 電　話
小　鳩 志比口２丁目25-25 54-6144
聖　徳 松本３丁目11-19 27-1779

仁愛短大附属 天池町43-1-1 56-3444
つぼみ 花月４丁目10-3 26-7355
常　葉 花月１丁目2-26 22-2824
報　徳 手寄１丁目19-4 22-0853

中中　　学学　　校校
●県立（１校）

校　名 所　在　地 電　話
高　志 御幸２丁目25-8 24-5175

●私立（２校）
校　名 所　在　地 電　話

福井工大附属 学園３丁目6-1 29-2640
北　陸 文京１丁目8-1 24-0321

義義　　務務　　教教　　育育　　学学　　校校
●国立（１校）

校　名 所　在　地 電　話
前期課程　22-6891
後期課程　22-6985

高高　　等等　　学学　　校校
●県立（８校）

校　名 所　在　地 電　話
藤　島 文京４丁目8-30 24-5171
高　志 御幸２丁目25-8 24-5175
羽　水 羽水１丁目302 36-1678
足　羽 杉谷町44 38-2225
福井商業 乾徳４丁目8-19 24-5180
福井農林 新保町49-1 54-5187
科学技術 下江守町28 36-1856
道　守 若杉町35-21 36-1184

福井大附属 二の宮４丁目45-1

●私立（５校）
校　名 所　在　地 電　話
北　陸 文京１丁目8-1 23-0321

福井工大附属 学園３丁目6-1 29-2630
仁愛女子 宝永４丁目9-24 24-0493
啓　新 文京４丁目15-1 23-3489
福井南 新開町15-12 38-7711

特特　　別別　　支支　　援援　　教教　　育育　　諸諸　　学学　　校校
●国立（１校）

校　名 所　在　地 電　話
福井大附属特別支援学校 八ツ島町1-3 22-6781

●県立（６校）
校　名 所　在　地 電　話
盲学校 原目町39-8 54-5280
ろう学校 幾久町2-22 24-5190

福井特別支援学校 光陽３丁目2-33 24-5194
福井南特別支援学校 南居町82 36-7631
福井東特別支援学校 四ツ井２丁目8-1 53-6575
清水特別支援学校 島寺町68-33-3 98-3650

大大　　学学
●国立（１校）

校　名 所　在　地 電　話
福井大学 文京3丁目9-1 23-0500

●私立（２校・短大１校）
校　名 所　在　地 電　話

福井工業大学 学園3丁目6-1 29-2620

仁愛女子短期大学 天池町43-1-1 56-1133

福井医療大学 江上町55-13-1 59-2207
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４４  令令和和２２年年度度  研研究究指指定定校校・・研研究究推推進進校校等等  一一覧覧  
 

● 研究指定校 

研究上特に必要とする部門についての研究校を指定し、教育活動の諸問題を解明するための実践研

究を行い、その学校の教育効果を高めるとともに、その成果を公表して学校教育の推進に資する。 

研究領域 学校名 
研究年度 指定区分 

Ｒ２ Ｒ３ 県 市 

中学校における習熟度別学習 

（数学） 

明倫中、成和中、 

足羽中、藤島中、 

至民中 

○  ○ ○ 

（英語） 

光陽中、明道中、 

進明中、灯明寺中、 

森田中、清水中 

○  ○ ○ 

道徳教育総合推進事業「親子で学ぶ道徳講座」 
豊小、国見小、 

明倫中、国見中 
○  ○ ○ 

 

● 研究推進校等 

研究領域 学校名 
研究年度 

指定区分 
Ｒ２ Ｒ３ 

芸術教育推進事業（弦楽） 社北小、社中 ○ ○ 県 

吹奏楽活動推進事業 
社中、明倫中、 

美山中 
○ ○ 県 

ＮＩＥ実践校 

麻生津小 ○  

県ＮＩＥ推進協議会 

至民中 ○ ○ 

子どもボランティア活動推進助成事業 

酒生小、一乗小、 

上文殊小、六条小、 

文殊小、足羽一中 

○  市 

 

● 研究大会 

研究領域 学校名 
研究年度 

指定区分 
Ｒ２ Ｒ３ 

全国学校体育研究大会福井県大会 

春山小、日之出小、 

明道中、成和中、 

灯明寺中 

○  スポーツ庁 
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５５  主主 要要 なな 主主 催催 事事 業業 等等  
   

 （（１１））  主主要要なな主主催催（（助助成成））事事業業（令和２年度）  

事  業  名 対 象 及 び 参 加 人 員 

幼児観劇教室  幼稚園・保育園・こども園児（５歳児）    約 2,200人 

幼稚園の交流保育会  公立幼稚園・こども園児 約   100人 

中学校体育連盟の助成  中体連主催の各種競技会等    15競技 

 

 

 

（（２２））主主要要なな主主催催（（助助成成））研研修修（令和２年度）  

名    称 主  な  内  容 対   象 

力量向上研修 校務別研修、目的別研修  幼小中共通 

教育課程研究会  各教科・領域  幼小中別 

へき地複式教育研究会  授業研究  担当者 

若手教員研修会  授業研究  新採用教員 
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６６  特特 別別 支支 援援教教 育育のの 現現 状状 

 

  本市では、障がい等のある子どもたちに対して、適正な就学相談を行うため、教育支援委員会を設

置して、教育的な支援のある方についての判断や教育相談、さらには特別支援教育に関する啓発に努

めている。 

  また、62の小中学校に特別支援学級を設け、一人一人の子どもたちの障がいの状態や特性等に応

じて具体的な目標の設定と適切な指導事項を選定して効果的な指導に努めている。 

 

  （（１１））福福井井市市教教育育支支援援委委員員会会  

    福井市教育委員会規則（昭和 50 年３月５日制定）によって組織し、障がい等のある児童生徒

の教育に関しての適正な判断と就学相談を行い、特別支援教育に関する啓発に当たる。 

 

    ●委員の構成人員 

医    師 教育職員 児童福祉職員 関係行政機関 会    計 

2 31 3 2 38 

 

 （（２２））特特別別支支援援学学級級（令和２年５月１日現在） 

種  別 
小 学 校 中 学 校 

学級数 児童数 教員数 学級数 生徒数 教員数 

知  的    40 133 40 18 64 18 

自閉症・情緒 46 168 46 23 89 23 

言  語 1 1 1 - - - 

合   計 87 302 87 41 153 41 

 

 （（３３））通通級級指指導導教教室室  

      軽度の障がいのある児童生徒を対象に、通級による指導教室を 28校に設置し、27名の教員

が通級指導を行っている。 

   また、聴覚障害の児童については県立ろう学校への他校通級を受けている。 

 

 （（４４））巡巡回回教教育育相相談談  

      障がい等のある児童生徒を対象に、福井県特別支援教育センターや特別支援学校の巡回教育

相談を受けている。 

 

 （（５５））各各学学校校のの体体制制  

      校内就学指導委員会を置いている。 

特別支援教育校内支援委員会を設置し、一人一人の児童生徒に合った支援について検討して 

いる。 
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７７   放放課課後後児児童童健健全全育育成成事事業業  

放課後留守家庭児童に、安全で適切な遊び及び生活の場を提供し、その健全な育成を図るため、

児童館や小学校の余裕教室等を利用して放課後児童健全育成事業を実施している。 

  

（（１１）） 放放課課後後児児童童会会 

 児童館等の施設を活用して事業を実施しており、児童館の指定管理者に運営を委託している。 

 

（令和２年４月１日現在） 

 放課後児童会名称 所 在 地 運営事業者 登録児童数 

1 つ ば き放課後児童会 種池３丁目 309 福井市社会福祉協議会 75 

2 ひまわり放課後児童会 文京６丁目 20－21 福井市社会福祉協議会 41 

3 さ く ら放課後児童会 文京３丁目 13－1 福井市社会福祉協議会 41 

4 あじさい放課後児童会 足羽３丁目 1－1 福井市社会福祉協議会 41 

5 さざんか放課後児童会 春日町 221－2 福井市社会福祉協議会 65 

6 さ つ き放課後児童会 手寄２丁目 2－5 福井市社会福祉協議会 44 

7 とちのき放課後児童会 松本１丁目 30－24 福井市社会福祉協議会 45 

8 もくせい放課後児童会 太田町 14－7 福井市社会福祉協議会 19 

9 と ま と放課後児童会 大瀬町 24－5－1 福井市社会福祉協議会 55 

10 すいせん放課後児童会 灯明寺２丁目 2109 福井市社会福祉協議会 49 

11 すずらん放課後児童会 江端町第 29－101 福井市社会福祉協議会 45 

12 ふ じ放課後児童会 高木北２丁目 1106 福井市社会福祉協議会 60 

13 も み じ放課後児童会 新保１丁目 920 福井市社会福祉協議会 63 

14 こすもす放課後児童会 日之出５丁目 14－1 福井市社会福祉協議会 50 

15 くすのき放課後児童会 花堂北２丁目 5－3 福井市社会福祉協議会 38 

16 たちばな放課後児童会 光陽１丁目 25－29 福井市社会福祉協議会 37 

17 あさがお放課後児童会 浅水町第 107－12－1 福井市社会福祉協議会 53 

18 たんぽぽ放課後児童会 和田１丁目 7－26 福井市社会福祉協議会 60 

19 す み れ放課後児童会 上野本町２丁目 1302 福井市社会福祉協議会 69 

20 どんぐり放課後児童会 北四ツ居２丁目 7－14 福井市社会福祉協議会 68 

21 く る み放課後児童会 若杉４丁目 2102 福井市社会福祉協議会 70 

22 つ く し放課後児童会 西堀町 8－107 福井市社会福祉協議会 64 

23 すぎのこ放課後児童会 市波町 25－3－4 福井市社会福祉協議会 16 

24 くりのみ放課後児童会 グリーンハイツ９丁目 165 社会福祉法人  竹伸会 41 

25 まきやま放課後児童会 東郷二ケ町 25－16 福井市社会福祉協議会 45 

26 たけのこ放課後児童会 砂子坂町 5－58 福井市社会福祉協議会 52 

27 さくらんぼ放課後児童会 林町 48－25 福井市社会福祉協議会 32 

28 ちゅうりっぷ放課後児童会 荒木新保町 45－7－1 福井市社会福祉協議会 45 

29 まつのき放課後児童会 松本４丁目 8－4 福井市社会福祉協議会 45 

計 1428 

  



34

          

（（２２））児児童童ククララブブ    

児童クラブは、児童館以外の場所（小学校の余裕教室・旧公民館等）で実施しており、地区運営委員

会やＮＰＯ法人・社会福祉法人等に運営を委託して事業を実施している。 

 

（令和２年４月１日現在） 

 放課後児童会名称 所 在 地 運営者 
登録 

児童数 

1 社児童クラブ 下江守町 22－18 社西小学校内 社西地区社協 50 

2 安居児童クラブ 本堂町 4－12 安居小学校内 地区運営委員会 36 

3 国見児童クラブ 鮎川町 92－23  緑ケ丘保育園内 社会福祉法人 10 

4 清水西児童クラブ 大森町 34－1 旧清水西保育園内 社会福祉法人 59 

5 啓明児童クラブ 朝谷町 1－20 美山啓明幼小学校内 社会福祉法人 35 

6 順化児童クラブ 大手３丁目 16-1 順化小学校内 社会福祉法人 49 

7 鷹巣児童クラブ 大窪町 5－31 民家 社会福祉法人 20 

8 殿下児童クラブ 風尾町 6－24 殿下幼小中学校内 地区運営委員会 14 

9 一乗児童クラブ 西新町 1－4 一乗幼小学校内 地区運営委員会 18 

10 越廼児童クラブ 茱崎町 1－68 越廼公民館内 地区運営委員会 12 

11 
社南児童クラブ江守の

里 
江守の里２丁目 119 たんぽぽ広場内 社会福祉法人 33 

12 
のびっ子クラブ中藤第

１ 
高柳３丁目 3001 中藤小学校内 ＮＰＯ法人 49 

13 のびっ子クラブ社南 渕４丁目 748 旧至民中学校内 ＮＰＯ法人 56 

14 のびっ子クラブ清明 江端町 37－18－2 旧清明公民館内 ＮＰＯ法人 45 

15 のびっ子クラブ豊第１ 月見３丁目 9－1 豊小学校内 ＮＰＯ法人 27 

16 河合児童クラブ 山室町 10－12 河合小学校内 地区運営委員会 20 

17 わかば児童クラブ 灯明寺１丁目 1801  旧明新公民館内 地区運営委員会 66 

18 木田児童クラブ 春日町 221－1 旧木田公民館内 地区運営委員会 72 

19 岡保児童クラブ 河水町 18－8 岡保幼小学校内 地区運営委員会 36 

20 清水南児童クラブ 真栗町 15－33 清水南小学校内 ＮＰＯ法人 41 

21 森田児童クラブ 八重巻中町 29－3 八重巻公会堂内 地区運営委員会 36 

22 なつめ児童クラブ 石新保町 12－32 棗小中学校内 地区運営委員会 9 

23 大安寺児童クラブ 田ノ谷町 14－6 大安寺幼稚園内 地区運営委員会 16 

24 和田児童クラブ 和田東１丁目 1504 旧和田公民館内 地区運営委員会 56 

25 社北児童クラブ 若杉４丁目 143 社北小学校内 地区運営委員会 52 

26 六条児童クラブ 上莇生田町 5－16 六条小学校内 地区運営委員会 14 

27 まつもと児童クラブ 町屋３丁目 14－20 松本小学校内 社会福祉法人 55 

28 わかば第 2児童クラブ 灯明寺１丁目 1801 旧明新公民館内 地区運営委員会 59 

29 第 2木田児童クラブ 木田１丁目 1406 旧木田保育園内 地区運営委員会 69 
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 名 称 所 在 地 運営者 
登録 

児童数 

30 日新児童クラブ 文京５丁目 25－30 日新小学校内 地区運営委員会 42 

31 東安居児童クラブ 水越２丁目 503 東安居小学校内 ＮＰＯ法人 35 

32 
ハーツきっず日之出児童ク

ラブ 
日之出５丁目 11－1  日之出小学校内 

福井県民生活協

同組合 
27 

33 円山なごみ児童クラブ 北四ツ居３丁目 15－17 円山小学校内 地区運営委員会 70 

34 森田第２児童クラブ 下森田新町 1143 森田会館内 地区運営委員会 36 

35 のびっ子クラブ中藤第２ 高柳３丁目 3001 中藤小学校内 ＮＰＯ法人 26 

36 ハーツきっず湊児童クラブ 学園１丁目 4－8 湊小学校内 
福井県民生活協

同組合 
38 

37 のびっ子クラブ清たん 江端町 37－18－2 旧清明公民館内 ＮＰＯ法人 24 

38 
わかば第３なかよし児童ク

ラブ 
灯明寺 1丁目 2101 明新小学校内 地区運営委員会 66 

39 森田第３児童クラブ 下森田新町 1136 森田小学校内 ＮＰＯ法人 40 

40 上文殊児童クラブ 生部町 36－6 上文殊小学校内 社会福祉法人 22 

41 社第２児童クラブ 下江守町 22－18 社西小学校内 社西地区社協 50 

42 
ハーツきっず啓蒙児童クラ

ブ 
開発１丁目 1008 啓蒙小学校内 

福井県民生活協

同組合 
37 

43 本郷児童クラブ 大年町 65-32 本郷小学校内 地区運営委員会 12 

44 社南児童クラブあさかぜ 渕１丁目 3211 
認定こども園あさ

かぜ内 
社会福祉法人 33 

45 和田第２児童クラブ 勝見３丁目 20－12 いちごの森内 医療法人 24 

46 のびっ子クラブ豊第２ 月見３丁目 9－1 豊小学校内 ＮＰＯ法人 42 

47 
わかば第４なかよし児童ク

ラブ 
灯明寺１丁目 2101 明新小学校内 地区運営委員会 38 

48 森田第４児童クラブ 森田新町 1136 森田小学校内 ＮＰＯ法人 47 

49 のびっ子クラブ中藤第３ 高柳３丁目 3001 中藤小学校内 ＮＰＯ法人 34 

50 森田第５児童クラブ 森田新町 1136 森田小学校内 ＮＰＯ法人 39 

51 さざんかクラブ 木田１丁目 1360 木田小学校内 
福井市社会福祉

協議会 
24 

52 こすもすクラブ 日之出５丁目 11－1  日之出小学校内 
福井市社会福祉

協議会 
19 

53 あさがおクラブ 浅水二日町 28－5 麻生津小学校内 
福井市社会福祉

協議会 
23 

計 1962 
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（（１１））　　学学校校保保健健のの充充実実

　　児童・生徒が生涯にわたって健康で明るい生活を営むために、健康・安全管理と健康

　教育の充実を図る。

①健康・安全管理の充実（健康診断、予防接種、安全点検など）

②健康・安全教育の充実(保健学習、保健・安全指導など）

③関係団体との連携・育成（学校保健会、保健・安全研究部など）

（（２２））　　体体位位のの状状況況　　（（令令和和元元年年度度定定期期健健康康診診断断結結果果））

項 校　種

目 年　令 ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14

身 福井市 116.9 122.7 128.6 133.8 139.1 145.6 152.9 160.8 166.2

福井県 116.8 123.0 128.8 133.5 139.1 145.8 153.0 160.6 166.0

長 全　国 116.5 122.5 128.1 133.7 138.8 145.2 152.7 159.8 165.3

体 福井市 21.5 24.2 27.6 30.4 34.1 38.7 44.2 49.6 54.1

福井県 21.6 24.3 27.4 30.3 34.2 38.5 44.2 49.3 54.5

重 全　国 21.4 24.1 27.2 30.7 34.1 38.4 44.0 48.8 54.0

〈女　子〉

項 校　種

目 年　令 ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14

身 福井市 115.6 121.3 127.8 133.8 140.4 146.9 152.0 155.6 157.0

福井県 115.4 122.4 127.8 133.7 140.4 146.6 152.6 155.6 157.3

長 全　国 115.6 121.5 127.3 133.4 140.1 146.8 151.9 154.9 156.6

体 福井市 21.0 23.4 26.7 30.1 34.0 38.6 43.4 47.3 50.5

福井県 20.9 23.9 26.8 30.1 33.8 38.4 44.4 47.8 50.8

重 全　国 20.9 23.5 26.4 30.0 34.1 39.1 43.7 47.2 49.9

９９    学学　　校校　　保保　　健健

小　　学　　校 中　学　校

小　　学　　校 中　学　校

〈男　子〉 　（単位：ｃｍ、ｋｇ）

　（単位：ｃｍ、ｋｇ）
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1100    学学  校校  給給  食食  

  
  ((１１))  学学校校給給食食のの充充実実  

     児童・生徒の健全な心身の発達と好ましい人間関係を育成するため、学校給食の充実を図     

  る。 

  ① 衛生管理の徹底  ② 施設・設備の改善  ③ 給食指導の充実  

④ 研究の推進と研修会の開催（給食主任会、調理技師等研修会など） ⑤ 家庭との連携 

   

  ((２２))  学学校校給給食食のの実実施施状状況況                 

（令和２年５月１日現在） 

方     式 
幼稚園 小学校 中学校 

園数 園児数 校数 児童数 校数 生徒数 

単 独 調 理 校 2  7  33  9,904  9  1,031  

共
同
調
理
場 

北部学校給食センター 1  7  6  1,466  7  2,665  

南部学校給食センター     8  1,973  6  2,817  

美山学校給食センター 2  5  3   141  1    73  

合   計 5  19  50  13,484  23  6,586  

  

（（３３））米米飯飯給給食食のの実実施施状状況況  

（令和２年５月１日現在） 

区   分 
自校炊飯 委託炊飯 共同調理 総数 

校数 人数 校数 人数 校数 人数 校数 人数 

幼 稚 園 2  7  0  0  3  12  5  19  

小 学 校 14  1,092  19  8,812  17  3,580  50  13,484  

中 学 校 8    557  1    474  14  5,555  23  6,586  

  

  ((４４))  学学校校給給食食調調理理員員等等  

（令和２年５月１日現在） 

区   分 栄養教諭 
学校栄養職員 

補助 

主幹・副主幹・主査

・調理技師 
調理補助員 配膳員 

単 独 調 理 校 10人  4人   45人   57人  － 

共
同
調
理
場 

北部学校給食センター 2人  － － － 27人  

南部学校給食センター 2人  － － － 31人  

美山学校給食センター  1人 －   2人   2人   7人  

合   計 15人  4人   47人  59人  65人  

※ 配膳員は、センター受入校に配置 
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1100 学学 校校 給給 食食

((１１)) 学学校校給給食食のの充充実実

児童・生徒の健全な心身の発達と好ましい人間関係を育成するため、学校給食の充実を図

る。

① 衛生管理の徹底 ② 施設・設備の改善 ③ 給食指導の充実

④ 研究の推進と研修会の開催（給食主任会、調理技師等研修会など） ⑤ 家庭との連携

((２２)) 学学校校給給食食のの実実施施状状況況

（令和２年５月１日現在）

方 式
幼稚園 小学校 中学校

園数 園児数 校数 児童数 校数 生徒数

単 独 調 理 校 2 7 33 9,904 9 1,031

共
同
調
理
場

北部学校給食センター 1 7 6 1,466 7 2,665

南部学校給食センター 8 1,973 6 2,817

美山学校給食センター 2 5 3 141 1 73

合 計 5 19 50 13,484 23 6,586

（（３３））米米飯飯給給食食のの実実施施状状況況

（令和２年５月１日現在）

区 分
自校炊飯 委託炊飯 共同調理 総数

校数 人数 校数 人数 校数 人数 校数 人数

幼 稚 園 2 7 0 0 3 12 5 19

小 学 校 14 1,092 19 8,812 17 3,580 50 13,484

中 学 校 8 557 1 474 14 5,555 23 6,586

((４４)) 学学校校給給食食調調理理員員等等

（令和２年５月１日現在）

区 分 栄養教諭
学校栄養職員

補助

主幹・副主幹・主査

・調理技師
調理補助員 配膳員

単 独 調 理 校 10人 4人 45人 57人 －

共
同
調
理
場

北部学校給食センター 2人 － － － 27人

南部学校給食センター 2人 － － － 31人

美山学校給食センター 1人 － 2人 2人 7人

合 計 15人 4人 47人 59人 65人

※ 配膳員は、センター受入校に配置

((５５)) 学学校校給給食食運運営営委委員員会会

  構 成  市議会議員、小中学校長、小中学校 PTA代表、小中学校の校医・薬剤師 

  学識経験者、市職員 

  開 催 日  定期及び臨時開催（年に１～２回程度） 

  協議内容 ・ 給食センターの運営

・ 幼稚園、小学校、中学校において単独で実施される給食業務

・ その他

((６６)) 献献立立作作成成・・物物資資選選定定委委員員会会

  構 成 保健給食課職員、栄養教諭及び学校栄養職員補助、学校給食主任、調理技師等 

  開 催 日  毎月１回 

  （北部学校給食センター、南部学校給食センター、 

  単独調理校（美山学校給食センター含む）において、それぞれ毎月１回） 

  協議内容 ・ 献立作成及び物資の決定

・ 当月の献立反省、感想

・ その他

((７７)) 給給食食セセンンタターー

福井市北部学校給食センター 福井市南部学校給食センター 福井市美山学校給食センター 

所 在 地 福井市高柳１丁目1801 福井市上莇生田町16-1-2 福井市美山町 8-29 

電話番号 53-0075 41-3760 90-3015

敷地面積 2,701.73㎡ 4,463.01 ㎡ 美山中学校敷地の一部 

建 物 
延面積 1,816.01 ㎡  

（鉄骨平屋建て一部２階建て） 

延面積 2,201.00 ㎡  

（鉄骨平屋建て一部２階建て） 

延面積 444.2 ㎡  

（鉄骨平屋建て） 

工 費 367,000 千円 570,000 千円 189,000 千円 

開 設 昭和 56 年４月 昭和 59 年４月 平成８年 10 月 

稼動食数 約 4,600 食 約 5,300 食 約 300 食 

調理・洗浄

業務 
委託 委託 直営 

配送業務 委託（トラック ６台） 委託（トラック ６台） 直営（トラック ２台） 

※全ての給食センターにおいて、献立作成・食材調達等は市で実施
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社社  会会  教教  育育  

 

本市では、幾度の災禍から立ち上がってきた不屈の精神「不死鳥のねがい（福井市市民憲章）」

を基調とし、市民自らが連帯感を高め、心の豊かさとやすらぎのある希望に満ちた人づくり・地

域づくりを推進している。 

また、福井市教育振興基本計画に基づき、子どもから高齢者まですべての市民が学習やスポー

ツに取り組めるよう、生きがいを持って暮らすことのできる生涯学習社会の構築を目指している。 

そこで、市民の学習を総合的に支援するため、公民館をはじめとした生涯学習施設において青

少年の健全育成、家庭や地域の教育力の向上、生活文化の振興、豊かな健康・長寿社会の実現等

に向け、施設・設備を含めた学習環境の充実に努める。 

 

１１  社社会会教教育育推推進進事事業業  

（（１１））社社会会教教育育事事業業のの推推進進  

社会教育団体や公民館等との連携を図りながら、市民の学習ニーズや地域課題を的確に捉

え、多様な学習機会の提供に努める。 

また、学習活動を支える人材の育成や指導体制の充実に取り組むとともに、学習情報提供

の充実に努める。 

① 家庭教育事業の推進  

（ア）家庭教育の支援のための学習の実施 

② 少年教育事業の推進 

（ア） 青少年健全育成のための学習の実施 

③ 青年教育事業の推進  

（ア）成人式の開催 

（イ）若者の地域社会への参画を促すための学習の実施 

（ウ）青年グループや青年リーダーの育成 

（エ）福井市連合青年団活動への支援 

④ 福井学の推進  

⑤ 世代間交流事業の充実 

（ア）高齢者人材活用派遣事業の実施 

（イ）三世代交流の推進 

⑥ 地域課題解決に向けた学習の充実 

（ア）現代社会が抱える課題についての学習の実施 

（イ）地域社会が抱える課題についての学習の実施 

⑦ 人材育成及び指導体制の充実 

（ア）公民館職員研修の充実 

（イ）社会教育指導員の活用 

⑧ 学習情報の収集・提供の充実 

（ア）ＳＮＳ等を活用した情報配信の実施 
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（（２２））公公民民館館活活動動のの充充実実  

公民館において、より一層市民の学習ニーズや地域課題の解決を重視した教育事業を実施

し、住民の教養の向上、健康の増進等を図るとともに、地域のコーディネーターとして、人

と人、人と地域を結ぶ機能の充実に努める。 

① 地区公民館活動の充実 

② 中央公民館活動の充実 

③ 公民館運営審議会の充実 

  

（（３３））地地域域活活動動へへのの支支援援    

まちづくりの目標であり、市民の精神的指標である「不死鳥のねがい（福井市市民憲章）」

について、市民一人ひとりがその趣旨を十分理解し、住民主体のまちづくりや地域の連帯感

の醸成につながる地域活動に対して支援を行う。 

また、社会教育団体の育成を図るとともに、地域コミュニティ機能保持・活性化を図るた

め、公民館を通して地域活動を支援する。 

① 市民憲章運動の推進 

（ア）市民憲章唱和及び市民一斉清掃の実施 

（イ）市内４９支部への支援 

（ウ）花いっぱい運動の推進 

② 社会教育団体の育成 

（ア）社会教育団体活動への支援 

（イ）社会教育団体相互連携への支援 

③ 学校、家庭、地域の連携強化 

（ア）地域教育力活性化事業や学社連携事業の実施 

  

（（４４））生生涯涯学学習習施施設設のの充充実実    

地域の学習活動、文化活動及びコミュニティ形成の中核施設である公民館等の生涯学習施

設について、「福井市施設マネジメント計画」に基づき、老朽化や狭あい度、安全性等を

総合的に勘案しながら、計画的に整備を図り、機能の充実に努める。 

① 公民館、生涯学習関連施設の整備及び維持管理 

  

（（５５））青青少少年年健健全全育育成成のの推推進進  

青少年を健全に育成するため、関係機関・団体等と連携し、各種活動を展開する。また、

青少年が体験学習を通して自然に親しみ、豊かな社会性を養うことを促進する。 

① 青少年の健全育成  

（ア）家族ふれあいの推進 

（イ）姉妹友好都市青少年交流 

（ウ）青少年育成関係団体等の支援 

（エ）福井市青少年問題協議会の開催 

② 少年愛護センター  

（ア）補導活動 

（イ）相談活動 

（ウ）環境浄化活動 

（エ）広報啓発活動 

 

 



43

（（２２））公公民民館館活活動動のの充充実実  

公民館において、より一層市民の学習ニーズや地域課題の解決を重視した教育事業を実施

し、住民の教養の向上、健康の増進等を図るとともに、地域のコーディネーターとして、人

と人、人と地域を結ぶ機能の充実に努める。 

① 地区公民館活動の充実 

② 中央公民館活動の充実 

③ 公民館運営審議会の充実 

  

（（３３））地地域域活活動動へへのの支支援援    

まちづくりの目標であり、市民の精神的指標である「不死鳥のねがい（福井市市民憲章）」

について、市民一人ひとりがその趣旨を十分理解し、住民主体のまちづくりや地域の連帯感

の醸成につながる地域活動に対して支援を行う。 

また、社会教育団体の育成を図るとともに、地域コミュニティ機能保持・活性化を図るた

め、公民館を通して地域活動を支援する。 

① 市民憲章運動の推進 

（ア）市民憲章唱和及び市民一斉清掃の実施 

（イ）市内４９支部への支援 

（ウ）花いっぱい運動の推進 

② 社会教育団体の育成 

（ア）社会教育団体活動への支援 

（イ）社会教育団体相互連携への支援 

③ 学校、家庭、地域の連携強化 

（ア）地域教育力活性化事業や学社連携事業の実施 

  

（（４４））生生涯涯学学習習施施設設のの充充実実    

地域の学習活動、文化活動及びコミュニティ形成の中核施設である公民館等の生涯学習施

設について、「福井市施設マネジメント計画」に基づき、老朽化や狭あい度、安全性等を

総合的に勘案しながら、計画的に整備を図り、機能の充実に努める。 

① 公民館、生涯学習関連施設の整備及び維持管理 

  

（（５５））青青少少年年健健全全育育成成のの推推進進  

青少年を健全に育成するため、関係機関・団体等と連携し、各種活動を展開する。また、

青少年が体験学習を通して自然に親しみ、豊かな社会性を養うことを促進する。 

① 青少年の健全育成  

（ア）家族ふれあいの推進 

（イ）姉妹友好都市青少年交流 

（ウ）青少年育成関係団体等の支援 

（エ）福井市青少年問題協議会の開催 

② 少年愛護センター  

（ア）補導活動 

（イ）相談活動 

（ウ）環境浄化活動 

（エ）広報啓発活動 

 

 

 

③ 少年自然の家 

（ア）施設の管理・整備 

（イ）施設の運営（主催事業、受入事業） 
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２ 社 会 教 育 の 現 状 

 

（１）市民憲章の推進―不死鳥のねがいをモットーに― 

たび重なる災禍にも屈せず、不死鳥の如くまちを甦らせた福井市民の不屈の精神と燃える

郷土愛をさらに育てるため、昭和３９年６月２８日に「福井市市民憲章」が制定された。  

以来、市民憲章は市民の心のよりどころとして定着し、実践目標を含めた憲章文唱和の推

奨による一層の普及推進と、４９支部を中心とした地域に根ざした市民憲章運動を展開し

ている。 

また、不死鳥福井の市民であることの誇りと責任とともに、『不死鳥のねがい－福井市市

民憲章－』を次の世代に引き継ぐために、時代に即した本協議会の組織や事業の在り方を

検討しながら、４年後の北陸新幹線開業を見据え、新時代の課題に対応した市民憲章運動

を展開していく。 
 
● 推推進進方方法法  

① ４９支部において、地域の特性に応じた幅広い実践活動を展開する。 

② 新しい実践目標と実践内容の周知を図り、憲章文の唱和を推奨するとともに、市民

一人ひとりへの定着を図る。 

③ 市民憲章の推進体制について、本協議会の組織・事業の見直しを行う。 

④ ５部会において、実践目標の達成状況を検討し、実践活動推進のため、憲章項目ご

との活動方法や運動方針について研究・検討を進める。 

⑤ 市民憲章推進委員に対し、情報・資料の提供を行い、地域の活動の活性化に努める。 

⑥ ｢不死鳥のねがい」の普及のため、各関係機関への依頼、各種媒体の効果的な活用

を図る。 

⑦ 市行政機関との連絡を密にし、各種団体との連携を深める。 

⑧ 優良実践団体・個人の表彰を行い、実践活動を奨励する。 

⑨ (一社)あすの福井県を創る協会と連携して、「地域の宝」づくり支援事業を推進す

る。 

●●  事事業業内内容容  

 事  業  名 主 な 内 容 対 象 場 所 

花いっぱい運動 

推進キャンペーン 
花・苗の即売会 一般市民 中央公園 

クリーンアップ作戦 
中心市街地の清掃活動を

行う。 
一般市民 

中心 

市街地 

夏の福井市を美しくする運動 

秋・冬の福井市を美しくする運動 

春の福井市を美しくする運動 

市内各地区での一斉清掃 一般市民 市内一円 

花 壇 コ ン ク ー ル 
応募：８月、審査：９月 

表彰式：11月上旬 

各 団 体 

地 区 
市内一円 

  

●●  関関係係団団体体  

団 体 名 区分 氏 名 住  所 電 話 

不死鳥のねがい 

(福井市市民憲章)推進協議会 

代表者 東村 新一 
大手３丁目 10－１ 0776-20－5361 

事務局 生涯学習課 
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（（２２））青青少少年年のの健健全全育育成成のの推推進進  

未来の主人公として活躍する青少年のため、関係機関・団体等の緊密な連携のもとに、市

民総ぐるみで健全育成をめざす。 

また、青少年の成長を阻害するさまざまな問題を提起し、明るく住みよい社会環境をつく

っていく市民運動を展開する。 

 

●●  具具体体的的取取りり組組みみ  

① 健全な成長を阻害する有害環境の浄化 

② 家族のふれあいを大切にした生活習慣づくりの推進 

③ 補導･相談活動の充実強化 

④ 青少年の健全育成団体への支援 

 
●●  関関係係団団体体  

団 体 名 区分 氏  名 住   所 電  話 

青少年育成 

福井市民会議 

代表者 田村 洋子 

大手３丁目 10－1 
0776-20-5418 

FAX 0776-20-5434 
事務局 青少年課 

福井市補導員 

    連絡協議会 

代表者 天谷 弘之 

大手３丁目 10－1 
0776-20-5418 

FAX 0776-20-5434 
事務局 

少年愛護 

センター 

  

（（３３））少少年年教教育育――地地域域のの中中でで育育つつ子子どどももたたちち――  

これまでの少年教育は学校教育に大きな期待がかけられ、地域社会の持つ教育的役割が十

分に認識されていなかった。少年が地域社会で様々な経験を持つことにより、家庭や学校

では得られない体験が出来るところに社会教育の意義がある。そこで、集団における役割

分担､共同意識に立つ生活訓練、自然の中での遊びと訓練などを通して、心優しくたくまし

い成長が出来るよう事業を展開する。 

 

●●  具具体体的的取取りり組組みみ  

   ① 青少年自身が地域社会活動に参加できる体制づくりの推進 

   ② 少年教育指導者、育成者の発掘と養成 

   ③ 福井市子ども会育成連合会への支援 

 

●●  関関係係団団体体  

団 体 名 会員数 
単位 

団体数 
区分 氏  名 住   所 電  話 

福井市子ども会育成連合会 16,200 48 

代表者 坂田 裕幸 

大手３丁目

10-1 

 0776-20-5418 

FAX 0776-20-5434 
事務局 青少年課 
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（（４４））青青年年教教育育――たたくくままししいい創創造造力力とと仲仲間間づづくくりり――  

希望と夢にあふれ、創造力と情熱に満ちた若者となるよう、仲間とともに考え、計画し、

実践していく学習や活動の場を提供することにより、連帯意識を高め人格形成をはかると

ともに積極的な社会参加活動が展開されるよう推進する。 

 
●●  具具体体的的取取りり組組みみ  

① 教育機会の提供 

  （ア）公民館等の社会教育施設において学習や活動の場をつくり、自己啓発の機会とす

るとともに、調和のとれた社会人を育成する。 

（イ）学習や活動を通して仲間づくりに努め、社会の一員としての自覚を高める。 

（ウ）各種の研修会へ青年を派遣し、リーダーの養成とその資質向上を図る。 

② 地域社会活動への参加の促進 

地域行事への積極的参加を呼びかけ、感動の共通体験を通じてボランティア精神の高

揚を図る。 

③ 青年団体の組織化と自主的活動の促進 

（ア）各地区又は市全域における青年の団体、グループ、サークル活動などの組織化及

び活性化を図る。 

（イ）福井市連合青年団への支援を行う。 

 

●●  事事業業内内容容  

事 業 名 主 な 内 容 対 象 場 所 

成 人 式 

(はたちのつどい) 

新成人を祝い励ますとともに、次代を

担う青年の意識を高める。 
新成人 

フェニックス 

プラザ 

青年教育事業 
若者の地域参画や青年グループの活

性化及び組織化を促す。 
青 年 

福井市連合青年団 

各公民館 

ほか 

 

● 関係団体 

団 体 名 区分 氏  名 住   所 電  話 

福井市青年グループ 

連絡協議会 

代表者 中谷 幸一郎 

大手３丁目 10－1 0776-20-5361 

事務局 生涯学習課 

福井市連合青年団 
代表者 梅澤 あゆみ 

大手３丁目 10－1 0776-20-5361 

事務局 生涯学習課 
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（（５５））家家庭庭教教育育――心心豊豊かかなな子子育育ててののたためめにに――  

急激な社会の変化や価値観の多様化から生じた核家族化の問題や、いじめ、不登校等青少

年の健全育成上支障をきたす問題が出ているなか、子どもの教育や人格形成に最終的に責

任を負うのは家庭であり、家庭の教育力の向上が必要である。 

そこで、公民館を通して、保育園、認定子ども園、幼稚園、学校などの公的機関と連携し

た教育事業を実施するとともに、地域において子育てをサポートする人材の養成に取り組

む。 

 
●●  具具体体的的取取りり組組みみ  

   ① 公民館における家庭教育に関する事業の実施 

  ② 親学講座における社会教育指導員の派遣の実施 

  

●●  事事業業内内容容  

  

  

（（６６））女女性性教教育育――学学習習そそししてて自自立立ととふふれれああいいとと――  

女性の自立と男女共同参画が叫ばれる昨今、女性に求められることは､個々の自覚とやる

気、社会的連帯である｡そして､このことは継続的な集団学習によって､さらに高まることは

明白である｡ 

これらを踏まえ、多くの女性の様々な要求に応じた学習の場を設定し、一人でも多くの女

性の意欲を促す｡ 

 

●●  具具体体的的取取りり組組みみ  

① 学習機会の拡充  地区公民館を拠点とした学級や講座を開設し、家庭・職場・地域

に即応した学習機会の拡充を図る｡ 

② 学習内容の充実  女性を取りまく、あらゆる分野における問題点を発掘し、自立・

社会参加・参画・地位の向上を目指す学習の充実を図る｡ 

③ 女性指導者の育成 「学級」におけるリーダー研修などを通じて指導者の発掘と育成

に努める。 

 

●●  関関係係団団体体  

団 体 名 会員数 
単 位 

団体数 
区分 氏 名 住  所 電 話 

福井市連合婦人会 1,500 13 
代表者 田村 洋子 

松本４丁目 8-4 0776-21-4611 
事務局 岸上 美代野 

事 業 名 内   容 場 所 

家庭教育に 

関する事業 

公民館が企画する教育事業において、家庭教育に

関する学級、講座を開催する。 
各公民館 

社会教育指導員

の派遣 

（親学講座） 

家庭における教育の意義や重要性を伝えるととも

に、小学校での集団生活に備え、親としての心構

えなどを学ぶ機会の創出を図るため、社会教育指

導員を親学講座へ派遣する。 

各小学校 
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（（７７））ＰＰＴＴＡＡ  

●●  具具体体的的取取りり組組みみ  

家庭・学校・地域の協力により、児童・生徒の福祉を増進し、教育的環境の整備、民主教

育の理解、親業の研修を深め、単位ＰＴＡ相互の連絡を図り、その活動の進展に資する。 

① ＰＴＡ研究大会の実施 

② 単位、ブロック各ＰＴＡの育成 

③ 地域教育力活性化事業の実施 

④ 広報、調査活動の実施 

  

●●  事事業業内内容容  

事 業 名 主 な 内 容 対 象 場 所 

ＰＴＡ研究大会 

「親の学び」「親子の学び」と二部制をと

ることで、父親・母親としての親業につい

て子どもと共に学びあう機会とする。 

ＰＴＡ 

関係者 

福井県生 

活学習館 

学社連携事業 

学校教育と社会教育の連携・融合をはか

り、各中学校単位に地域の教育力を向上さ

せ、青少年の健全育成に取り組む。 

中学校

単 位 

ＰＴＡ 

各中学校 

ほか  

地域教育力 

活性化事業 

地域教育力向上を図るために、地域学校教

育委員会と各単位ＰＴＡが連携しながら

研修会や実践活動に取り組む。 

福井市 

ＰＴＡ 

連合会 

各小中学校 

ほか 

 

●●  関関係係団団体体  

団 体 名 会員数 
単 位 

団体数 
区分 氏 名 住  所 電 話 

福井市 

ＰＴＡ連合会 
20,778 71 

代表者 後藤 正邦 
松本４丁目 8-4 0776-26-4058 

事務局 佐々木 望 

 

（（８８））高高齢齢者者教教育育――健健康康でで生生ききががいいののああるる日日々々にに――  

高齢化時代の到来とともに、高齢者自身の生きがい対策が社会に課せられているなかで、

高齢者自らの自立と力強く生きぬく心情を培うために高齢者教育の充実を図る。 

仲間とともに学び、生活に潤いと明日への生きがいを見い出す能力を養い、健康を保持し、

明るく楽しい生活を実現する教育を展開する。 

 

●●  具具体体的的取取りり組組みみ  

① 高齢者人材活用派遣事業 

② 公民館における高齢者教育の充実 

③ ボランティア活動への参加促進 
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●●  事事業業内内容容  

事 業 名 内   容 対 象 場  所 

福 井 市 高 齢 者 

人材活用派遣事業 

永年蓄えた知識や技能を有する高

齢者を募り、求めに応じ指導者と

して派遣し、高齢者の生きがいづ

くりに供する。 

市内在住

高 齢 者 

地区公民館 

   ほか 

 

●●  関関係係団団体体  

団 体 名 会員数 区分 氏 名 住  所 電 話 

福井市不死鳥友の会 32 
代表者 

事務局 
加藤 義朗 会長自宅 会長自宅 

 

（（９９））壮壮年年教教育育  

郷土の自然を守り住みよいふるさとを築くため、それぞれの地域における生活的・地

域的・現代的課題を取り上げた教育事業を実施するとともに、その学びあいを通じて得ら

れた成果が地域社会に還元されるよう努める。 

また、家庭や地域で中心的な立場にある「おやじ」で構成されている各地区壮年会の

横のつながりを強化するとともに、住みよいふるさとを築くための指導集団、実践集団

として育成する。 

  

●●  具具体体的的取取りり組組みみ  

① 公民館における地域課題解決に向けた事業の実施 

② 地区壮年団体の育成 

 

●  関関係係団団体体 

団 体 名 会員数 
単 位 

団体数 
区分 氏 名 住  所 電 話 

福井市壮年会 

連 絡 協 議 会 
1,561 17 

代表者 田中 義乃 
松本４丁目8-4 0776-26-8330 

事務局 杉本 範彰 

  

（（1100））人人権権教教育育  

市民一人ひとりが人権に対する意識を高めることにより、お互いに人権を尊重しあう地域

社会を築いていくため、人権尊重意識の啓発及び人権教育の充実に取り組む。 

 

●●  事事業業内内容容  

事 業 名 主 な 内 容 対 象 場所 

人権教育指導者研修会 

人権問題について研修し、

住みよい地域づくりにつ

いて考える。 

社会教育 

関 係 者 

一般成人 

県生活学習館 
青年・女性人権問題研修会 

公民館職員及び生涯学習 

関係機関職員研修会 
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（（1111））｢｢福福井井学学｣｣推推進進事事業業  

市民一人ひとりが福井人として、改めて福井市の事象に関する学習を通じて福井らしさを

再発見し、福井市をもっと好きになることにより、誰もが住みたくなるような「市民が主

体となった心豊かな地域社会」を目指す。 

 

●●  具具体体的的取取りり組組みみ  

① 中央公民館における「福井学」センター事業 

② 全公民館における福井学事業 

③ 「福井学」学習成果展示会 

④「福井市民の誇り GUIDEBOOK」作成 

  

●●  事事業業内内容容  

事 業 区 分 内   容 場 所 

「福井学」センター事業 

学びを通して市民一人ひとりが福井市の特

性や魅力を見つめ直し、誇りと自信をもって

生活していくために、市に関するあらゆる事

象について学習する機会提供する。 

中央 

公民館 

福井学事業 
郷土「福井」を再認識するための学習機会

を提供する。 
全公民館 

「福井学」 

学習成果展示会 

公民館が１年を通して取り組んできた学

習・研究成果の展示会を開催し、市民に広

く周知する。 

ハピリン 

４階 

ボランティ

アセンター 

  

（（1122））伝伝統統文文化化継継承承事事業業  

高齢者が長い人生経験の中で培ってきた知恵や技能、地区の伝統行事や生活文化等を次世

代に継承するため、伝統文化継承事業を実施する。 

  

●●  具具体体的的取取りり組組みみ  

公民館における地域課題解決事業（伝統文化継承事業）の開催 

  

●●  事事業業内内容容  

事 業 名 内   容 場 所 

地域課題解決事業 

（伝統文化伝承事業） 

地域の特色ある伝統文化を継承・発展

させるための学習 
地区公民館 
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（（1111））｢｢福福井井学学｣｣推推進進事事業業  

市民一人ひとりが福井人として、改めて福井市の事象に関する学習を通じて福井らしさを

再発見し、福井市をもっと好きになることにより、誰もが住みたくなるような「市民が主

体となった心豊かな地域社会」を目指す。 

 

●●  具具体体的的取取りり組組みみ  

① 中央公民館における「福井学」センター事業 

② 全公民館における福井学事業 

③ 「福井学」学習成果展示会 

④「福井市民の誇り GUIDEBOOK」作成 

  

●●  事事業業内内容容  

事 業 区 分 内   容 場 所 

「福井学」センター事業 

学びを通して市民一人ひとりが福井市の特

性や魅力を見つめ直し、誇りと自信をもって

生活していくために、市に関するあらゆる事

象について学習する機会提供する。 

中央 

公民館 

福井学事業 
郷土「福井」を再認識するための学習機会

を提供する。 
全公民館 

「福井学」 

学習成果展示会 

公民館が１年を通して取り組んできた学

習・研究成果の展示会を開催し、市民に広

く周知する。 

ハピリン 

４階 

ボランティ

アセンター 

  

（（1122））伝伝統統文文化化継継承承事事業業  

高齢者が長い人生経験の中で培ってきた知恵や技能、地区の伝統行事や生活文化等を次世

代に継承するため、伝統文化継承事業を実施する。 

  

●●  具具体体的的取取りり組組みみ  

公民館における地域課題解決事業（伝統文化継承事業）の開催 

  

●●  事事業業内内容容  

事 業 名 内   容 場 所 

地域課題解決事業 

（伝統文化伝承事業） 

地域の特色ある伝統文化を継承・発展

させるための学習 
地区公民館 

  

    

３３  公公      民民      館館  
 

生涯学習時代を迎え、市民の学習意欲が高まりを見せるなか、各地区の公民館が果たす役割は

一段と大きくなっている。このため、これに対応できる公民館の整備を推進する。 

他施設併設館の独立化を進め、平成元年度に農協、平成８年度に保育園、平成 25年度に幼稚園

との併設状況を解消した。今後も老朽化した施設や狭あいな施設の整備を計画的に進めていく。 

 
  
  
S21. 7．5 公民館施設の文部省次官通牒 

12. 1 福井市初の公民館として、教育課内に福井市公民館設置 
S35. 4．1 公民館設置体制の確立（地区館として、小学校区内毎の設置となる） 
S46. 4．1 第１次公民館整備計画の開始 基準 人口5千人以上：330㎡ 未満：230㎡ 
S54. 4．1 第２次公民館整備計画の開始 基準 人口5千人以上：441㎡ 未満：375㎡ 
S59. 4．1 出張所廃止に伴う公民館主事体制の強化（２年間で概ね各館１名増員を図る） 
H 2. 4. 1 第３次公民館整備計画の開始 基準 人口5千人以上：550㎡ 未満：440㎡ 
H 6. 4. 1 第３次公民館整備計画の改正（福祉のまちづくり環境整備の一環 身障者トイレ等の整備） 
H 9. 4. 1 第３次公民館整備計画の改正 基準 人口1万人以上：750㎡ 5千人以上：625㎡ 未満：520㎡ 
H22. 4. 1 公民館主事配置基準の見直し 人口5千人以上：３名 未満：２名 

公民館主事 委嘱時の年齢制限撤廃（従来、委嘱時 63歳未満であることが要件）週35時間勤務（従
来 30時間）とし、地域コミュニティのコーディネーターとして、各種団体の支援・連絡調整を行う
ことを付加した。 

H23. 4. 1 公民館長 勤務体制の見直し 週16時間勤務（従来８時間） 
R 2. 4. 1 公民館職員（館長、主事、管理人）を会計年度任用職員に移行  
 
○表彰関係 

S22.11. 3 殿 下公民館 第１回文部大臣表彰 
（当時は、殿下村公民館） 

S52.11．3 順 化公民館 文部大臣表彰 
S62.11. 5 社 南公民館 文部大臣表彰 
H 3.11. 5 中藤島公民館 文部大臣表彰 
H 4.11. 2  旭 公民館 文部大臣表彰 
H 5.11. 1 東藤島公民館 文部大臣表彰 
H13.10.22 東安居公民館 文部大臣表彰 
H15.10.23 東 郷公民館 文部科学大臣表彰 
H16.10.29 啓 蒙公民館 文部科学大臣表彰 
H17.10.31 岡 保公民館 文部科学大臣表彰 
H18.10. 6 春 山公民館 文部科学大臣表彰 
H19.10.22 麻生津公民館 文部科学大臣表彰 

H21.11. 5  湊 公民館 文部科学大臣表彰 
H23.11.18 円 山公民館 文部科学大臣表彰 
H24.11.13 森 田公民館 文部科学大臣表彰 
H26. 3. 4 社 北公民館 文部科学大臣表彰 
H28. 3. 3 安 居公民館 文部科学大臣表彰 
H29. 3. 1 和 田公民館 文部科学大臣表彰 
H30. 3. 8 木 田公民館 文部科学大臣表彰 
H30.11. 2 清水西公民館 文部科学大臣表彰 
R 2. 2.14 酒 生公民館 文部科学大臣表彰 

 
 
（（１１））地地区区公公民民館館のの概概要要  

ブ
ロ
ッ
ク 

№ 館 名 所 在 地 電話番号 延床面積 
（㎡） 

建設年月 備 考 

あ
た
ご 

１ 木 田 木田１丁目 1401 36‐0042 750.67 H 22. 1 新築 

２ 豊 みのり３丁目 106-8 34‐0344 622.29 H  8. 3 新築 

３ 足 羽 足羽２丁目 12-31 35‐0041 640.00 H  4. 6 管理：ふれあい公社 

４ 湊 学園１丁目 4-8 22‐0032 750.45 S 55. 3 増築H14 

公民館の歴史 
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不
死
鳥 

５ 春 山 文京３丁目 11-12 22‐0057 557.61 H  4. 3 新築 

６ 宝 永 松本４丁目 8-4 22‐0036 746.52 S 54. 4 転用改修H20 

７ 順 化 大手３丁目 16-1 20‐5458 1,029.85 S 41.12 複合化改修R2 

８ 松 本 文京１丁目 29-1 22‐0085 754.28 H 13. 3 新築 

９ 日之出 四ツ井１丁目 7-24 54‐0040 624.53 H  9. 3 新築 

10 旭 手寄２丁目 1-1 20‐5364 626.36 H 23. 9 新築 

11 日 新 文京５丁目 1-8 21‐7225 627.40 H 17.10 新築 

み
な
み 

12 清 明 下荒井町 8-414 38‐0043 625.50 H 20. 5 新築 

13 東安居 飯塚町 6-18 35‐9566 733.84 S 52. 3 増築H8 

14 社 南 種池２丁目 206 35‐9559 865.10 S 55.12 増築H10 

15 社 北 若杉４丁目 308 35‐9111 626.23 S 55.12 増築H12 

16 社 西 久喜津町 65-23 34‐7910 549.04 H  3. 3 新築 

17 麻生津 浅水三ヶ町 1-93 38‐4383 751.72 H 10.10 新築 

あ
ず
ま 

18 和 田 御幸４丁目 9-20 22‐0038 439.11 H 28. 3 新築 

19 円 山 北今泉町 7-12 54‐0048 646.50 H 26. 12 増築H26 

20 啓 蒙 開発１丁目 2105 54‐0046 625.17 S 53. 1 増築H9 

21 岡 保 河水町 10-13 54‐2519 774.24 H 元. 2 新築 

22 東藤島 藤島町 48-1-1 54‐0039 520.12 H 17. 3 新築 

九
頭
龍 

23 西藤島 三郎丸１丁目 1410 22‐0040 624.87 H 23.12 新築 

24 中藤島 高木町64-11-4 54‐0045 746.47 H 29. 3 新築 

25 河 合 川合鷲塚町 9-18 55‐0001 525.35 H 16. 3 新築 

26 森 田 下森田藤巻町 2 56‐0195 1,277.22 S 44. 4 転用改修H4 

27 明 新 灯明寺町 35-1-1 22‐7880 759.40 H 19. 3 新築 

光 

28 安 居 本堂町 7-4 37‐1234 619.38 H  7. 3 新築 

29 一 光 下一光町 6-5 37‐0168 317.99 S 49. 7 １階移管S63 

30 殿 下 風尾町 1-13 97‐2377 439.46 S 38. 8 増改築 S56 

31 越 廼 茱崎町 1-68 89‐2182 1,295.58 S 61. 3 移管H23 

32 清水西 大森町 20-43-1 98‐4560 525.84 H 21. 4 新築 

33 清水東 三留町 14-11-1 98‐4510 489.60 H 22. 3 新築 

34 清水南 風巻町 21-17 98‐4590 618.74 H 20. 3 転用改修H20 

35 清水北 グリーンハイツ５丁目131 98‐5477 620.19 S 54. 1 改修H31 

川 

西 

36 大安寺 四十谷町 5-20-1 59‐1001 523.44 H 15.10 新築 

37 国 見 鮎川町 133-1-3 88‐2004 542.40 H 31. 3 新築 

38 鶉 砂子坂町 5-58 83‐0433 999.36 S 60. 3 新築(ｺﾐｾﾝ併設) 

39 棗 石橋町 4-14 85‐1495 1,046.37 S 60. 3 新築(ｺﾐｾﾝ併設) 

40 鷹 巣 蓑町 14-7 86‐1001 513.56 H 30. 3 新築 

41 本 郷 荒谷町 19-55 83‐0582 374.12 S 59. 3 新築 

42 宮ノ下 島山梨子町 22－9 59‐1150 525.96 H 25. 7 新築 

足 

羽 

43 酒 生 荒木新保町 37-9-5 41‐2503 373.54 S 63. 3 新築 

44 一 乗 西新町 1-31 43‐2001 285.15 S 48. 6 増築S57 

45 上文殊 北山町 34-1 41‐0516 524.95 H 25.12 新築 

46 文 殊 太田町 4-11-2 38‐0550 374.85 S 62. 3 新築 

47 六 条 天王町 43-4 41‐1001 411.55 H 元.12 増築H13 

48 東 郷 東郷二ヶ町 6-13-1 41‐0306 725.48 S 41.12 改修H7 

49 美 山 美山町 2-12 90‐7111 1,138.75 H  9. 4 新築（分館あり） 
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不
死
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５ 春 山 文京３丁目 11-12 22‐0057 557.61 H  4. 3 新築 

６ 宝 永 松本４丁目 8-4 22‐0036 746.52 S 54. 4 転用改修H20 

７ 順 化 大手３丁目 16-1 20‐5458 1,029.85 S 41.12 複合化改修R2 

８ 松 本 文京１丁目 29-1 22‐0085 754.28 H 13. 3 新築 

９ 日之出 四ツ井１丁目 7-24 54‐0040 624.53 H  9. 3 新築 

10 旭 手寄２丁目 1-1 20‐5364 626.36 H 23. 9 新築 

11 日 新 文京５丁目 1-8 21‐7225 627.40 H 17.10 新築 

み
な
み 

12 清 明 下荒井町 8-414 38‐0043 625.50 H 20. 5 新築 

13 東安居 飯塚町 6-18 35‐9566 733.84 S 52. 3 増築H8 

14 社 南 種池２丁目 206 35‐9559 865.10 S 55.12 増築H10 

15 社 北 若杉４丁目 308 35‐9111 626.23 S 55.12 増築H12 

16 社 西 久喜津町 65-23 34‐7910 549.04 H  3. 3 新築 

17 麻生津 浅水三ヶ町 1-93 38‐4383 751.72 H 10.10 新築 

あ
ず
ま 

18 和 田 御幸４丁目 9-20 22‐0038 439.11 H 28. 3 新築 

19 円 山 北今泉町 7-12 54‐0048 646.50 H 26. 12 増築H26 

20 啓 蒙 開発１丁目 2105 54‐0046 625.17 S 53. 1 増築H9 

21 岡 保 河水町 10-13 54‐2519 774.24 H 元. 2 新築 

22 東藤島 藤島町 48-1-1 54‐0039 520.12 H 17. 3 新築 

九
頭
龍 

23 西藤島 三郎丸１丁目 1410 22‐0040 624.87 H 23.12 新築 

24 中藤島 高木町64-11-4 54‐0045 746.47 H 29. 3 新築 

25 河 合 川合鷲塚町 9-18 55‐0001 525.35 H 16. 3 新築 

26 森 田 下森田藤巻町 2 56‐0195 1,277.22 S 44. 4 転用改修H4 

27 明 新 灯明寺町 35-1-1 22‐7880 759.40 H 19. 3 新築 

光 

28 安 居 本堂町 7-4 37‐1234 619.38 H  7. 3 新築 

29 一 光 下一光町 6-5 37‐0168 317.99 S 49. 7 １階移管S63 

30 殿 下 風尾町 1-13 97‐2377 439.46 S 38. 8 増改築 S56 

31 越 廼 茱崎町 1-68 89‐2182 1,295.58 S 61. 3 移管H23 

32 清水西 大森町 20-43-1 98‐4560 525.84 H 21. 4 新築 

33 清水東 三留町 14-11-1 98‐4510 489.60 H 22. 3 新築 

34 清水南 風巻町 21-17 98‐4590 618.74 H 20. 3 転用改修H20 

35 清水北 グリーンハイツ５丁目131 98‐5477 620.19 S 54. 1 改修H31 

川 

西 

36 大安寺 四十谷町 5-20-1 59‐1001 523.44 H 15.10 新築 

37 国 見 鮎川町 133-1-3 88‐2004 542.40 H 31. 3 新築 

38 鶉 砂子坂町 5-58 83‐0433 999.36 S 60. 3 新築(ｺﾐｾﾝ併設) 

39 棗 石橋町 4-14 85‐1495 1,046.37 S 60. 3 新築(ｺﾐｾﾝ併設) 

40 鷹 巣 蓑町 14-7 86‐1001 513.56 H 30. 3 新築 

41 本 郷 荒谷町 19-55 83‐0582 374.12 S 59. 3 新築 

42 宮ノ下 島山梨子町 22－9 59‐1150 525.96 H 25. 7 新築 

足 

羽 

43 酒 生 荒木新保町 37-9-5 41‐2503 373.54 S 63. 3 新築 

44 一 乗 西新町 1-31 43‐2001 285.15 S 48. 6 増築S57 

45 上文殊 北山町 34-1 41‐0516 524.95 H 25.12 新築 

46 文 殊 太田町 4-11-2 38‐0550 374.85 S 62. 3 新築 

47 六 条 天王町 43-4 41‐1001 411.55 H 元.12 増築H13 

48 東 郷 東郷二ヶ町 6-13-1 41‐0306 725.48 S 41.12 改修H7 

49 美 山 美山町 2-12 90‐7111 1,138.75 H  9. 4 新築（分館あり） 

（（２２））公公民民館館教教育育事事業業  

事業区分 （参考）主な学習内容 

家庭教育事業 家庭教育の支援のための学習  

少年教育事業 青少年の健全育成のための学習  

青年教育事業 
若者の地域参画や青年グループの活性化及び組織化を

促すための学習 

福井学事業 
郷土の歴史や文化を再認識し、誇りや魅力発信につな

げるための学習 

地
域
課
題
解
決
事
業 

健康長寿事業 豊かな健康長寿社会の実現のための学習 

男女共同参画促進事業 男女共同参画社会づくりのための学習 

多文化共生促進事業 多文化共生社会づくりのための学習 

環境教育事業 環境への理解を深め、意識高揚を図るための学習 

防犯防災教育事業 防犯・防災による安全安心な地域づくりのための学習 

人材育成事業 豊かな地域づくりにつながる人材育成のための学習 

市民ＩＴ事業 豊かな地域づくりに資するＩＴ技術取得のための学習 

伝統文化伝承事業 地域の特色ある伝統文化を伝承・発展させるための学習 

その他の地域課題解決事業 上記のほかに、地域の課題解決を目的とした事業 

 

  

（（３３））公公民民館館職職員員のの研研修修  
社会教育の推進のため、公民館の運営・地域づくり等に必要な専門的、実践的な知識、技

能についての研修を行い、住民の要求する学習活動の展開について研鑚する。あわせて地域

での学習支援としての力量を高めるとともに、職員の積極性・自発性を養い、資質の向上を

図る。 

  

●●  派派遣遣研研修修  

 

● 自自己己啓啓発発支支援援 

 

 

 

 

 

研 修 名 内  容 対 象 

人権教育研修会 

福井県教育委員会が実施する研修 

・人権教育指導者研修会 

・青年・女性人権問題研修会 

・公民館職員及び生涯学習関係機関職員研修会 

・青年活動支援フォーラム 

希望者 

３年目主事 

（一部） 

公民館職員研修 
福井県生涯学習センターが実施する研修 

・生涯学習指導者研修会 
希望者 

研 修 名 内  容 対 象 

社会教育主事講

習（受講の奨励） 

金沢大学等で実施されている社会教育主事講習の

案内と受講の奨励 
希望者 

研修・通信講座 

（情報提供） 

放送大学等で開講している社会教育主事講習の案

内、中央公民館等で開講しているパソコン講座の案

内等、有益な研修・講座の情報提供 

希望者 
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●●  実実務務ココーースス  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

研 修 名 内   容 対 象 

初任者研修 

第
１
回 

公民館の役割と職員の仕事 

生涯学習課の事業と公民館運営 

公民館の経理事務・管理運営・貸館業務など 

新任館長 

新任主事 

第
２
回 

公民館職員の服務 

教育事業の企画 

人権問題と社会教育 

地域・学校・家庭と公民館 など 

新任館長 

新任主事 

第
３
回 

コーディネーター研修 

サービス研修 など 

新任館長新任主事 

新任管理人 

館
長
研
修 

マネジメント

研修 
館長に必要なスキルや考え方を学ぶ 館 長 

主 

事 

研 

修 

経理研修 

（初級） 

予算の作り方、交付金や経理帳簿の書き方な

ど、初歩的な経理事務について、必要な知識

を習得する。 

初めて経理を 

担当する者 

経理研修 
適正な会計処理を遂行するために日常業務で

疑問に思っている点などを中心に学習する。 

経 理 

担当者 

救急法研修 救急処置の知識と技術を身につける。 普通救命講習 
未受講者 

人権研修 

人権に関する正しい認識を持ち、公民館にお

いて人権に配慮した行動や取組を実践するき

っかけをつかむ。 

主 事 

管
理
人
研
修 

管理人実務 

研修 

公民館施設の清掃及び整理整頓や接遇等、管

理人の職務において有用となる知識や技術を

学習する 

管理人 

市政に関する研修 
国体、地域担当職員、総合計画など市政に関

し知っておくべき内容を学ぶ 

館 長 

主 事 

パソコン研修 
公民館職員に必要とされるパソコンのスキル

について習得する 

館 長 

主 事 
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●●  実実務務ココーースス  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

研 修 名 内   容 対 象 

初任者研修 

第
１
回 

公民館の役割と職員の仕事 

生涯学習課の事業と公民館運営 

公民館の経理事務・管理運営・貸館業務など 

新任館長 

新任主事 

第
２
回 

公民館職員の服務 

教育事業の企画 

人権問題と社会教育 

地域・学校・家庭と公民館 など 

新任館長 

新任主事 

第
３
回 

コーディネーター研修 

サービス研修 など 

新任館長新任主事 

新任管理人 

館
長
研
修 

マネジメント

研修 
館長に必要なスキルや考え方を学ぶ 館 長 

主 

事 

研 

修 

経理研修 

（初級） 

予算の作り方、交付金や経理帳簿の書き方な

ど、初歩的な経理事務について、必要な知識

を習得する。 

初めて経理を 

担当する者 

経理研修 
適正な会計処理を遂行するために日常業務で

疑問に思っている点などを中心に学習する。 

経 理 

担当者 

救急法研修 救急処置の知識と技術を身につける。 普通救命講習 
未受講者 

人権研修 

人権に関する正しい認識を持ち、公民館にお

いて人権に配慮した行動や取組を実践するき

っかけをつかむ。 

主 事 

管
理
人
研
修 

管理人実務 

研修 

公民館施設の清掃及び整理整頓や接遇等、管

理人の職務において有用となる知識や技術を

学習する 

管理人 

市政に関する研修 
国体、地域担当職員、総合計画など市政に関

し知っておくべき内容を学ぶ 

館 長 

主 事 

パソコン研修 
公民館職員に必要とされるパソコンのスキル

について習得する 

館 長 

主 事 

  

●●  実実践践ココーースス  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

●●  公公民民館館運運営営審審議議会会委委員員研研修修  

  

    

研 修 名 内   容 対 象 

館
長
・
主
事
合
同
研
修 

館長・主事 

合同研修 

地域や学校のコーディネート、教育事業の実践事

例、公民館の進むべき方向性など、職員が共通して

持つべき課題について学習する 

館 長 

主 事 

館
長
研
修 

マネジメント

研修 

館長として果たすべき役割・行動を再認識し、必要

なスキルや考え方を習得する。 
館 長 

主 

事 

研 

修 

地域づくり 

研修 

（市職員合同研修） 

地域ならではの資源に着目し、多様な主体をつなげ

持続可能な地域づくりを行うための手法について

行政職員とともに考える。 
主 事 

階層別研修 
経験年数ごとに分かれ、公民館業務における課題解

決のための方策を検討する。 
主 事 

グループ研修 

地域での取組事例の共有と検討を通じて、自身の地

域課題解決に必要なコーディネート力、ファシリテ

ート力とは何か、またその身につけ方を自分で考

え、調べ、学ぶ。 

主 事 

連 

携 

研 
修 

【福井大学共催】 

実践研究 

福井ラウンド

テーブル 

地域や職場で自分たちの実践をじっくり跡づけ、そ

の省察をふまえて実践を編み直していく。そして、

地域・職場を大人同士が実践を通して学び合うコミ

ュニティに変えていく。その中で一人ひとりが省察

的で主体的な実践者として力を培う。 

館 長 

主 事 

【福井大学共催】 

学び合う 

コミュニティ

を培う 

社会教育に携わり長い経験を培った実践者、社会教

育・生涯学習を支える行政職員、社会教育・生涯学

習を研究する大学教員が協力して、社会教育・生涯

学習の意義と課題をはじめとして共有すべき視

点・知識を、実践と密接に結びつけていく。 

主 事 

研 修 名 内    容 対 象 

公民館運営審議

会委員研修会 

公民館における相互の連絡を密にし、公民館活動の

進展を図る。 
運営審議会委員 
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（（４４））中中央央公公民民館館  

アオッサ５階福井市地域交流プラザ内にある中央公民館では、市内全域を対象とする教育事

業の開催並びに各種情報の収集・発信に努めており、主に地域で活躍するリーダーの育成や先

導的な事業を企画・実施している。 

また、中央公民館を基盤として活動している学習グループの支援を行い、併せて地区公民館

との連絡調整を担っている。 

なお、映像文化センターの閉所に伴い、平成 25 年度から視聴覚ライブラリーの運営を行って

いる。 

  

●●  事事業業内内容容（（令令和和元元年年度度実実績績））  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の他、「学び舎フェスタ」を実施する。 

  

●●  関関係係団団体体  

 

●●  視視聴聴覚覚教教材材・・機機器器のの貸貸出出  

 

事 業 名 対  象  者 年間開催 

いきいき子育てサロン 市内在住または在勤の方 ６回 

少年講座 
市内在住の小中学生 

（小学生は保護者同伴） 
２回 

福井謎解きスクール 市内在住の小中学生とその保護者 １回 

ふくい若者塾 市内在住または在勤の青年 ６回 

フェニックス学級（健康長寿） 市内在住または在勤の方 ７回 

学び舎サロン（健康長寿） 市内在住または在勤の方 ７回 

IT講座 市内在住または在勤の方 19回 

環境講座 市内在住または在勤の方 ７回 

市民公開講座 市内在住または在勤の方 ３回 

創年セミナー 市内在住または在勤の方 ６回 

福井学基礎講座 市内在住または在勤の方 ９回 

福井学歴史講座 市内在住または在勤の方 ８回 

青年講座 市内在住または在勤の青年 44回 

団 体 名 会員数 区分 氏  名 住   所 電 話 

福 井 市 公 民 館 

連 絡 協 議 会 
180 

代表者 江 岸  徹 

手寄１丁目4-1 0776-20‐5459 
事務局 中央公民館内 

福 井 市 公 民 館 

運営審議会連絡会 
847 

代表者 江川 政博 

事務局 中央公民館内 

教材 学校教育、社会教育関連の DVD、CD（約 700本） 

機器 
教材映写に必要な機器（DVDプレイヤー、プロジェクター、スクリーン、ア

ンプ付スピーカー、映写台） 
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（（５５））公公民民館館のの活活動動状状況況（（令令和和元元年年度度））

①①　　事事業業別別延延べべ開開催催時時間間

教育事業 講 座 会 議 共催事業 団体主催

（時間） 6,731 51,938 3,385 5,781 39,479 107,314

（％） 6.3 48.4 3.2 5.4 36.8 100.0

②②　　事事業業別別参参加加人人数数

教育事業 講 座 会 議 共催事業 団体主催

（人） 66,044 246,424 58,370 154,962 291,004 816,804

（％） 8.1 30.2 7.1 19.0 35.6 100.0

教教育育事事業業のの分分野野別別参参加加者者構構成成及及びび延延べべ人人数数

平平成成2277年年度度かからら令令和和元元年年度度　　教教育育事事業業別別延延べべ参参加加者者数数 （人）

地域の課題解決に
向けた事業

家庭教育に関
する事業

少年教育に関
する事業

青年教育に関
する事業

郷土学習に関
する事業

28,655 10,527 11,401 4,856 10,605 66,044

30,158 9,615 11,579 6,104 10,035 67,491

38,718 8,919 13,974 6,406 9,609 77,626

38,694 10,327 14,347 6,234 9,785 79,387

41,720 10,246 14,427 5,465 7,177 79,035

目的別事業
項目計

H27年度

H28年度

H29年度

H30年度

R元年度

※令和元年度から郷土学習に関する事業を福井学事業に一本化

参
加
人
数

開
催
時
間

合計

合計

公民館主体事業 団体主体事業

公民館主体事業 団体主体事業

地域の課題解決

に向けた事業

44%

家庭教育に関

する事業

16%

少年教育に関

する事業

17%

青年教育に関

する事業

7%

郷土学習に関

する事業

16%

（（４４））中中央央公公民民館館  

アオッサ５階福井市地域交流プラザ内にある中央公民館では、市内全域を対象とする教育事

業の開催並びに各種情報の収集・発信に努めており、主に地域で活躍するリーダーの育成や先

導的な事業を企画・実施している。 

また、中央公民館を基盤として活動している学習グループの支援を行い、併せて地区公民館

との連絡調整を担っている。 

なお、映像文化センターの閉所に伴い、平成 25 年度から視聴覚ライブラリーの運営を行って

いる。 

  

●●  事事業業内内容容（（令令和和元元年年度度実実績績））  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の他、「学び舎フェスタ」を実施する。 

  

●●  関関係係団団体体  

 

●●  視視聴聴覚覚教教材材・・機機器器のの貸貸出出  

 

事 業 名 対  象  者 年間開催 

いきいき子育てサロン 市内在住または在勤の方 ６回 

少年講座 
市内在住の小中学生 

（小学生は保護者同伴） 
２回 

福井謎解きスクール 市内在住の小中学生とその保護者 １回 

ふくい若者塾 市内在住または在勤の青年 ６回 

フェニックス学級（健康長寿） 市内在住または在勤の方 ７回 

学び舎サロン（健康長寿） 市内在住または在勤の方 ７回 

IT講座 市内在住または在勤の方 19回 

環境講座 市内在住または在勤の方 ７回 

市民公開講座 市内在住または在勤の方 ３回 

創年セミナー 市内在住または在勤の方 ６回 

福井学基礎講座 市内在住または在勤の方 ９回 

福井学歴史講座 市内在住または在勤の方 ８回 

青年講座 市内在住または在勤の青年 44回 

団 体 名 会員数 区分 氏  名 住   所 電 話 

福 井 市 公 民 館 

連 絡 協 議 会 
180 

代表者 江 岸  徹 

手寄１丁目4-1 0776-20‐5459 
事務局 中央公民館内 

福 井 市 公 民 館 

運営審議会連絡会 
847 

代表者 江川 政博 

事務局 中央公民館内 

教材 学校教育、社会教育関連の DVD、CD（約 700本） 

機器 
教材映写に必要な機器（DVDプレイヤー、プロジェクター、スクリーン、ア

ンプ付スピーカー、映写台） 
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４４   木木ごごこころろ文文化化ホホーールル   

  

（（施施設設のの目目的的））    

市民の芸術文化に関する創作、研究及び発表等の文化活動の向上を目的とする。  

（（施施設設のの沿沿革革））    

この施設は、旧美山町が平成９年に町民の文化活動や生涯学習等多目的なコミュニティの向上を

図る施設として設置した。平成１８年２月の市町村合併により福井市の所管となる。 

  

（（１１））施施設設のの概概要要   

 

所 在 地 福井市美山町第 2号 8番地 

電 話 番 号 0776-90-7111（美山公民館） 

開 設 年 月 日 
平成９年 11 月 

（着工：平成７年 12月 13日、竣工：平成９年３月 25日） 

敷 地 面 積 17,100.92㎡  

建 築 面 積 2,442.93㎡  

建 築 延 床 面 積 2,454.89㎡  

建 物 の 概 要 鉄骨鉄筋コンクリート造り平屋建（一部２階建） 

建 設 費 総工費 1,166,000千円 

休 館 日 年末年始（12月 29日～１月３日） 

開 館 時 間 午前９時～午後 10時 

主 要 施 設 

①ホール 

 客席数 510席（電動移動席 264席・設置席 246席） 

 楽屋２室、控室、リハーサル室、映写・調整室、準備室、シャワー室 

②舞台 

 間口 13m、奥行 10m、高さ 4.5m 

 

 

（（２２））施施設設のの利利用用状状況況   

  

  27年度 28年度 29年度 30年度 R１年度 

ホール 

関係 

利用回数 75回 68回 75回 33回 53回 

人  数 6,012人 6,213人 6,773人 7,434人 5,271人 

リハー 

サル室 

利用回数 165回 141回 148回 59回 47回 

人  数 3,288人 2,826人 2,908人 1,000人 403人 

合 計 
利用回数 240回 209回 223回 92回 100回 

人  数 9,300人 9,039人 9,681人 8,434人 5,674人 
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５５  少少  年年  愛愛  護護  セセ  ンン  タターー  
  

  青少年の健全育成と非行防止を図るために、地域・家庭・学校・警察など関係機関、団

体が密接な連携を保ちながら、補導活動、相談活動及び環境浄化活動等を実施している。 

 

 

  ●●  少少年年愛愛護護セセンンタターーのの事事業業概概要要  

事   業 主 要 な 事 業 

補 導 活 動 
① 「愛のひと声」を中心とした街頭補導活動 

② 委嘱補導員に対する研修 

相 談 活 動 

① ヤングテレホン・メール相談の開設 

② 面接による個別相談の実施 

③ 各種専門機関との連携 

④ 小・中学校生徒指導主事連絡会での情報共有 

環 境 浄 化 活 動 
① 社会環境の実態調査及び図書等販売業者に対する指導 

② ｢白いポスト｣の周知・管理と有害図書等の回収 

広 報 啓 発 活 動 

① 情報モラル講習会の実施 

② 広報車による巡回パトロール 

③ 不審者情報の受理・配信 

④ 機関紙「しるべ」の発行 

  

（（１１））  補補導導活活動動のの充充実実  

    少年警察補導員２名と退職警察官の専従補導員１名は、専門的な立場から街頭補導に

従事している。 

    市長が委嘱した245名の補導員（委嘱機関：令和元年5月1日～令和3年4月30日）は、

午後4時から午後6時までの2時間を基本に、2名以上の班ごとに街頭補導に従事している。

補導員は少年に「愛のひと声」を中心とした声かけを行い、少年の非行防止と被害の未

然防止に努めている。 

  また、夏季休業期間には、鷹巣、国見、越廼地区にて夏季海浜特別補導員を委嘱し、

海水浴場やキャンプ場などの夜間補導を行っている。ただし、本年は新型コロナウィル

ス感染拡大防止のため、夏季海浜特別補導は中止とした。 

 

   ●●  補補導導活活動動状状況況  

     区分 

 年度 
活動回数 

活動人員 補導人数 

   （のべ人数）     （のべ人数） 

平成29年度 1,247 2,996 6,793 

平成30年度 1,309 3,130 6,834 

令和元年度 1,067 2,320 5,343 
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５５  少少  年年  愛愛  護護  セセ  ンン  タターー  
  

  青少年の健全育成と非行防止を図るために、地域・家庭・学校・警察など関係機関、団

体が密接な連携を保ちながら、補導活動、相談活動及び環境浄化活動等を実施している。 

 

 

  ●●  少少年年愛愛護護セセンンタターーのの事事業業概概要要  

事   業 主 要 な 事 業 

補 導 活 動 
① 「愛のひと声」を中心とした街頭補導活動 

② 委嘱補導員に対する研修 

相 談 活 動 

① ヤングテレホン・メール相談の開設 

② 面接による個別相談の実施 

③ 各種専門機関との連携 

④ 小・中学校生徒指導主事連絡会での情報共有 

環 境 浄 化 活 動 
① 社会環境の実態調査及び図書等販売業者に対する指導 

② ｢白いポスト｣の周知・管理と有害図書等の回収 

広 報 啓 発 活 動 

① 情報モラル講習会の実施 

② 広報車による巡回パトロール 

③ 不審者情報の受理・配信 

④ 機関紙「しるべ」の発行 

  

（（１１））  補補導導活活動動のの充充実実  

    少年警察補導員２名と退職警察官の専従補導員１名は、専門的な立場から街頭補導に

従事している。 

    市長が委嘱した245名の補導員（委嘱機関：令和元年5月1日～令和3年4月30日）は、

午後4時から午後6時までの2時間を基本に、2名以上の班ごとに街頭補導に従事している。

補導員は少年に「愛のひと声」を中心とした声かけを行い、少年の非行防止と被害の未

然防止に努めている。 

  また、夏季休業期間には、鷹巣、国見、越廼地区にて夏季海浜特別補導員を委嘱し、

海水浴場やキャンプ場などの夜間補導を行っている。ただし、本年は新型コロナウィル

ス感染拡大防止のため、夏季海浜特別補導は中止とした。 

 

   ●●  補補導導活活動動状状況況  

     区分 

 年度 
活動回数 

活動人員 補導人数 

   （のべ人数）     （のべ人数） 

平成29年度 1,247 2,996 6,793 

平成30年度 1,309 3,130 6,834 

令和元年度 1,067 2,320 5,343 

（（２２））相相談談活活動動  

    学業、進路、交友関係、いじめ、不登校、異性関係、健康、性格行動、非行ぐ犯、

家出、家庭の問題、犯罪被害などに関して、青少年及び保護者等の相談に応じている。 

  相談は、専任のカウンセラーや現職教員、少年警察補導員などが当たり、「ヤング

テレホン」や課内電話による電話相談やメール相談、面接相談を実施。ケースによっ

ては、継続相談にも応じている。 

  

ヤングテレホン ０１２０－５７－４９７０（フリーダイヤル） 

メ ー ル 相 談 yanteresoudan@city.fukui.lg.jp 

 

    ●●  相相談談業業務務処処理理状状況況（（相相談談総総数数とと月月別別利利用用状状況況のの推推移移））  

（単位：件） 

    月 

 年度 
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計 月平均 

平成29年度 51 79 46 45 61 50 43 64 62 17 33 23 545 45 

平成30年度 59 98 52 35 41 30 52 90 30 27 31 20 565 47 

令
和
元
年
内
訳 

総数 66 41 69 59 27 24 36 30 28 28 12 14 434 36 

電話 63 40 63 53 22 13 30 28 27 17 10 11 377 31 

面接 3 1 5 3 5 11 6 2 1 10 2 3 52 4 

ﾒｰﾙ 0 0 1 3 0 0 0 0 0 1 0 0 5 ／ 

  

  

（（３３））  環環境境浄浄化化活活動動  

    ① 社会環境の実態調査及び図書等販売業者に対する指導 

    市内の書店やビデオ取扱店、スーパー、コンビニエンスストア、インターネット

カフェなどを巡回し、実態調査を行っている。 

    また、福井県青少年愛護条例に基づいて、「成人向けコーナー」を設置するなど

の方法を用いて一般図書等と区分陳列することや、青少年に対し有害図書等の販

売・貸出しをしない、閲覧・視聴をさせないよう指導している。 

  ② 「白いポスト」による有害図書等の回収 

    ＪＲ福井駅、えちぜん鉄道福井駅、福井鉄道田原町駅の３カ所に「白いポスト」

を設置し、有害図書等の回収に努めている。有害図書等の回収は毎月１回実施して

いる。 

  

    ●●  「「白白いいポポスストト」」回回収収状状況況                                    （（単単位位：：冊冊））  

 

月 間 誌 ・ 週 刊 誌  171 成人向け映像資料  153 

成 人 漫 画  105 単 行 本 等  21 

ﾎ ﾟ ﾙ ﾉ等 不 良 雑 誌  76   

少 年 漫 画  2 合  計  528 
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６６  図図      書書      館館  
  

（（施施設設のの目目的的））  

  図書、記録、その他必要な資料を収集し、整理、保存をして、一般の利用に供し、その教

養、調査研究、レクリエーション等に資することを目的とする。 

（（施施設設のの沿沿革革））  

  全国で「市民のための図書館」の必要性が高まり、本市においても、昭和50年３月に市立

図書館の建設に着工し、昭和51年８月に開館した。 

 さらに、余暇時間の増大と市民の学習意欲の高まりに応えるため、新たな社会教育の拠点

として、平成２年９月にみどり図書館の建設に着工し、平成４年８月に開館した。 

 平成14年１月にはコンピュータシステムを一新し、ホームページを開設するとともに、イ

ンターネットによる蔵書検索が可能となり、平成15年１月からインターネットによる予約受

付サービスを開始した。 

同年４月からは子どもたちの健やかな成長を支援するブックスタート事業を開始したほ

か、松平家から寄贈された貴重な文化遺産である和漢古書の一部のデジタルデータ化に着手

し、平成17年１月にインターネット上に超高精細画像で再現された資料を閲覧することがで

きるデジタル貴重書「越國文庫」を公開した。 

平成16年７月の福井豪雨により、みどり図書館が被災（館内床上浸水）したが、翌年３月

末復旧開館した。 

平成18年２月の市町村合併により、旧美山町立図書館、旧清水町立図書館が福井市の図書

館となった。 

 平成19年４月に、桜木図書館がＪＲ福井駅に隣接した複合施設ＡＯＳＳＡ４階に開館し、

現在の５館となった。 

 平成20年12月から福井市図書館の携帯版ホームページを開設したほか、平成25年１月には

５館のコンピュータシステムを統合するなど、全館一体となって福井市の図書館サービスの

充実に努めている。 

平成29年12月に、車椅子リフト付き移動図書館車「フェニックス号」を導入し、みどり図

書館に配置した。市立図書館に配置されている「あじさい号」とともに、図書館から遠い地

域を月に１回訪問している。 
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６６  図図      書書      館館  
  

（（施施設設のの目目的的））  

  図書、記録、その他必要な資料を収集し、整理、保存をして、一般の利用に供し、その教

養、調査研究、レクリエーション等に資することを目的とする。 

（（施施設設のの沿沿革革））  

  全国で「市民のための図書館」の必要性が高まり、本市においても、昭和50年３月に市立

図書館の建設に着工し、昭和51年８月に開館した。 

 さらに、余暇時間の増大と市民の学習意欲の高まりに応えるため、新たな社会教育の拠点

として、平成２年９月にみどり図書館の建設に着工し、平成４年８月に開館した。 

 平成14年１月にはコンピュータシステムを一新し、ホームページを開設するとともに、イ

ンターネットによる蔵書検索が可能となり、平成15年１月からインターネットによる予約受

付サービスを開始した。 

同年４月からは子どもたちの健やかな成長を支援するブックスタート事業を開始したほ

か、松平家から寄贈された貴重な文化遺産である和漢古書の一部のデジタルデータ化に着手

し、平成17年１月にインターネット上に超高精細画像で再現された資料を閲覧することがで

きるデジタル貴重書「越國文庫」を公開した。 

平成16年７月の福井豪雨により、みどり図書館が被災（館内床上浸水）したが、翌年３月

末復旧開館した。 

平成18年２月の市町村合併により、旧美山町立図書館、旧清水町立図書館が福井市の図書

館となった。 

 平成19年４月に、桜木図書館がＪＲ福井駅に隣接した複合施設ＡＯＳＳＡ４階に開館し、

現在の５館となった。 

 平成20年12月から福井市図書館の携帯版ホームページを開設したほか、平成25年１月には

５館のコンピュータシステムを統合するなど、全館一体となって福井市の図書館サービスの

充実に努めている。 

平成29年12月に、車椅子リフト付き移動図書館車「フェニックス号」を導入し、みどり図

書館に配置した。市立図書館に配置されている「あじさい号」とともに、図書館から遠い地

域を月に１回訪問している。 

（（１１））施施設設のの概概要要  

 市立図書館 みどり図書館 桜木図書館 

所 在 地 福井市文京２丁目7番7号 福井市若杉３丁目301番地 
福井市手寄１丁目4番1号 
アオッサ（ＡＯＳＳＡ）４階 

電 話 番 号 0776-20-5000 0776-34-8859 0776-20-1530 

開館年月日 昭和51年８月２日 平成４年８月１日 平成19年４月19日 

敷 地 面 積 4,078.05㎡ 5,505.03㎡ 4,499.96㎡ 

建 築 面 積 1,276.04㎡ 2,410.55㎡ 3,478.62㎡ 

建築延面積 3,472.10㎡ 3,285.83㎡ 2,044.29㎡ 

建物の概要 鉄筋コンクリート３階建 鉄骨鉄筋コンクリート２階建 
鉄骨造（一部鉄骨鉄筋コンク 

リート造）地下２階地上８階 

建 設 費 494,029千円 1,405,873千円 不明（複合施設であるため） 

休 館 日 

 毎週月曜日、毎月第３日曜日 

 国民の祝日及び振替休日 

 年末年始（ 12/28～1/4 ） 

 特別資料整理期間（年10日以内） 

毎週火曜日、毎月第３日曜日 

 国民の祝日及び振替休日 

 年末年始（ 12/28～1/4 ） 

特別資料整理期間（年10日以内） 

毎月第３木曜日（ただし、その日  

が祝日等にあたる時はその翌日）             

年末年始（ 12/29～1/3 ） 

特別資料整理期間（年10日以内） 

開 館 時 間 
火・土・日曜日 10時～17時15分 

水・木・金曜日  10時～19時 

月・土・日曜日   10時～17時15分 

水・木・金曜日  10時～19時     

月～金曜日        10時～21時 

土・日曜日・祝日   10時～18時 

設備の特徴  車いす２台、玄関スロープ、車

いす専用便所設置。エレベーター

等により全館車いすで利用する

ことができる。 

 視力障害者の利用には、歩道、

玄関の床点字ブロック、玄関の音

響による誘導設備を備えている。 

 身障者等用駐車スペース３台

分、車いす２台を設置し、全館車

いすで利用することができる。 

 １階多目的トイレはオストメイ

トに対応している。 

 視力障害者の利用には、通路の

点字ブロック、朗読サービス室、

弱視者用拡大読書器を設置してい

る。 

車いす１台を設置し、全館車い

すで利用することができる。 

身障者やおむつ取替えなどで利

用できる多目的トイレ、授乳室を

設置している。 

視覚障害者のために対面朗読室

に弱視者用拡大読書器を設置して

いる。 

自動貸出機を２台設置してい

る。 

 

   移動図書館車「あじさい号」に

約1,500冊の本を搭載し、61箇所

を月に１度、13箇所の配本先へは

２か月に１度巡回し、図書の貸出

を行っている。 

 １階は、映像資料や音楽ＣＤを

視聴できるブース、持参したパソ

コンを使用できるブースを設置し

ている。 

 ２階の視聴覚室では、各種機材

を利用した行事が開催できる機器

を設置している。 

 移動図書館車「フェニックス号」

に約1,500冊の本を搭載し、47箇所

を月に１度、6箇所の配本先へは２

か月に１度巡回し、図書の貸出を

行っている。 

新聞・雑誌などの資料を豊富に

揃えているコーナー、産業情報関

係書の充実や、地域情報の収集・

提供を行うコーナー、官報などの

データベースを見ることができる

情報検索コーナーなどを配置して

いる。 
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 美山図書館 清水図書館 

所 在 地 福井市美山町2-12 福井市風巻町21-17 

電 話 番 号 0776-90-1700 0776-98-3820 

開館年月日 平成９年11月１日 昭和60年４月２日 

敷 地 面 積 
491.58㎡ 

(複合施設総敷地面積17,100.92㎡) 

24,385㎡ 

建 築 面 積 491.58㎡ 644.26㎡ 

建築延面積 
491.58㎡ 

(複合施設総建築延面積 4,054.42㎡) 

696.2㎡ 

建物の概要 
鉄筋鉄骨コンクリート造 

２階建の１階東部分 

鉄筋コンクリート造り３階建 

建 設 費 
不明（複合施設であるため） 

(複合施設総事業費2,331百万円) 

295,700千円 

休 館 日 毎週月曜日、毎週木曜日 

毎月第３日曜日 

 国民の祝日及び振替休日 

 年末年始（ 12/28～1/4 ） 

 特別資料整理期間（年10日以内） 

毎週月曜日（第３日曜日の翌日を除く）、 

毎月第３日曜日、国民の祝日、 

年末年始（ 12/28～1/4 ） 

特別資料整理期間（年10日以内） 

開 館 時 間 

火・金・土曜日  10時  ～18時 

水曜日       11時30分～19時30分 

日曜日          ９時  ～16時45分 

４月～10月  10時～18時 

11月～３月  ９時～17時15分 

設備の特徴   公民館・文化ホールとの複合施設で、玄関スロ

ープ・車いす専用便所・床点字ブロック・階段昇

降機・授乳室を設置している。 

 閲覧室には、図書検索用端末を設置している。 

  視聴覚室には、各種機材を利用した行事が開催

できる機器を設置している。 

公民館・郷土資料館との複合施設で、きらら 

パークの緑に囲まれた静かな環境の中に立地

している。 

 閲覧室には、図書検索用端末のほか、インタ

ーネット専用端末１台を設置している。 

 視聴覚室には、各種機材を利用した行事が開

催できる機器を設置している。 
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  （（２２））事事業業のの概概要要  （（令令和和元元年年度度））  

市立図書館 みどり図書館 桜木図書館 

「えほんとかみしばいのよみきかせ会」 

「特別よみきかせ会」「夏休み朗読会」 

回数 46回    延べ参加者 497人 

「えほんとかみしばいのよみきかせ会」 

「特別よみきかせ会」 

回数 34回   延べ参加者 372人 

「えほんとかみしばいのよみきかせ会」 

「特別よみきかせ会」 

回数  39回  延べ参加者    279人 

「ｽﾄｰﾘｰﾃﾘﾝｸﾞでﾊｯﾋﾟｰﾊﾞｰｽﾃﾞｰ」 

「夏、冬、春休みおはなしのせかい」 

回数 13回    延べ参加者 153人 

「ｽﾄｰﾘｰﾃﾘﾝｸﾞでﾊｯﾋﾟｰﾊﾞｰｽﾃﾞｰ」 

「夏、冬休みおはなしのせかい」 

回数 12回    延べ参加者 176人 

「耳でたのしむおはなしのせかい」 

「夏、冬休み、夜のおはなしのせかい」 

回数  9回   延べ参加者     60人 

「ことばのリボン～本の帯を作ろう！」 

「本のおもてなし盆」ほか 

延べ参加者 620人 

「ことばのリボン～本の帯を作ろう！」 

「年末おたのしみ読書セット」ほか 

延べ参加者 1,003人 

「ことばのリボン～本の帯を作ろう！」 

 

   延べ参加者     102人 

「あそびとえほん」 

 回数 10回    延べ参加者 141人 

「わらべうたとえほんを楽しむ  

てんてんくらぶ」 

「子育てファミリー応援講座」 

回数 33回  延べ参加者 959人 

「子育て相談」 

回数 11回    参加者  34人 

「福井市高校生ビブリオバトル」 

「わくわく！ワークショップ」ほか 

回数 4回     延べ参加者   81人 

「おたのしみブック」「イヤーズセット」

「よむよむセット」 

延べ参加者 1,132人 

「子どもえいが会」「上映会」 

 

 回数 11回  延べ参加者 328人 

「春のおたのしみブック」 

「冬のおたのしみブック」 

         延べ参加者     560人 
「カードホルダーをつくろう」 

「福井市子どもの本大賞」関連事業 

「こども司書くらぶ」関連事業 

「ぬいぐるみのおとまり会」 

「なつよみブックトーク」 

「親子で学ぼう！認知症のこと」ほか 

  回数  15回   延べ参加者 758人 

「自由研究に役立つ科学実験・あそび」 

「親子エネルギー体験教室」 

「えいごでたのしむよみきかせ」 

「親子で学ぼう認知症のこと」 

「クリスマスおはなしのつどい」ほか 

  回数 8回    延べ参加者 452人 

「認知症ってなあに？」 

「聞いて楽しむせかいのむかしばなし」 

「クリスマスおはなしのつどい」 

「図書館でサクラサク★」ほか 

回数  9回   延べ参加者    1,081人 

「学校訪問・施設訪問 

（ブックトーク･おはなし会）」  

   142学級       延べ参加者 4,092人 

「学校訪問・施設訪問 

（ブックトーク･おはなし会）」 

   125学級     延べ参加者 3,203人 

「学校訪問（ブックトーク･おはなし等）」 

 

     22学級      延べ参加者    427人 

「図書館訪問（ブックトーク･おはなし等）」 

  

38学級       延べ参加者   999人 

「図書館訪問（ブックトーク･おはなし等）」 

 

  14学級       延べ参加者  918人 

「図書館訪問（ブックトーク・おはなし等）・

図書館見学」 

     125学級      延べ参加者  2,664人 

（展示・蔵書紹介） 

「越國文庫」・「貴重棚資料」展示 

「新元号 令和」 

「岩佐又兵衛の世界」ほか 

回数 107回 

（展示・蔵書紹介） 

「福井学 福井をもっと知ろう！」 

「さようなら平成。ようこそ令和」 

「すきなどうぶつなぁに？」 

「おもちゃ いっぱい」ほか 

回数 111回 

（展示・蔵書紹介） 

「日本遺産認定一乗谷朝倉氏遺跡」 

「新しい元号は「令和」に決まりました」 

「福井豪雨から１５年災害に備える」 

「ラグビーワールドカップ」ほか 

回数 98回      
「地域へのサービス（読み聞かせ指導等）」 

 回数 22回   延べ参加者 361人 

「職場体験」「インターンシップ」 

 5団体     延べ参加者 9人 

「出前図書館」   

回数  9回    延べ参加者  2,834人 

「地域へのサービス（わらべうた講座等）」 

 回数 8回  延べ参加者 349人 

「職場体験」3団体 延べ参加者 7人 

「出前図書館」 

回数 7回  延べ参加者  388人 

「地域へのサービス（読み聞かせ指導等）」 

 回数 18回  延べ参加者 396人 

「職場体験」「インターンシップ」 

10団体 延べ参加者 19人 

「出前図書館」 

回数 14回   延べ参加者  2,040人 

「福井歴史講座」 

「知りたい！福井の裁判員制度」 

「Music＆Books in ﾐｭｰｽﾞ vol.3」ほか 

  回数 3回   延べ参加者 92人 

「みどり寄席」 

「ビブリオトーク」 

「おとなのための音読の会」 

  回数 4回    延べ参加者 224人 

「赤神諒氏・藤岡陽子氏講演会」 

「はじめての朗読教室」 

「福井ウィキペディアタウン２０１９」 

回数 5回  延べ参加者 147人 

「ブックスタート」＊対象者は、生後３ヶ月以上３歳未満の乳幼児とその保護者 

回数    83回  参加者1,923組 

（健康管理センター33回、清水健康管理センター11回、市立図書館11回、みどり図書館12回、桜木図書館16回） 
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美山図書館 清水図書館 

「夏休みおはなしのせかい」 

回数 1回    参加者数   3人 

「えほんとかみしばいのよみきかせ会」 

  回数 2回 延べ参加者数 12人 

「図書館訪問」 

   2学級  延べ参加者数   8人 

「冬休みおはなしのせかい」 

回数 1回  参加者数 2人 

「子どもえいが会」 

回数 3回  延べ参加者数  21人 

「図書館訪問」（絵本の読み聞かせ・おはなし） 

40学級 延べ参加者数 227人 

美山公民館 連携事業 講師派遣 

回数 1回 延べ参加者数  37人 

「子どもえいが会」 

 回数 13回  延べ参加者数 103人 

蔵書紹介・特設コーナー設置 

 8回 

「ことばのリボン～本の帯を作ろう！」ほか 

延べ参加者数 116人 

 蔵書紹介・特設コーナー設置 

           18回 
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（（３３））利利用用状状況況  （（令令和和元元年年度度））  

 市立図書館 移動図書館（市立） みどり図書館 移動図書館（みどり） 

開 館 日 数      286  日       123  日 286  日        119  日 

入 館 者 数 174,364  人    9,016  人  203,567  人 9,900  人 

登録者数 

 一般        27,723  人     1,292  人    33,181  人        201  人 

 児童(１２才まで)     2,743  人       779  人    3,829  人      641  人 

 団体(分室を含む)     346  団体     54  団体    167  団体      2  団体 

計    30,812  人・団体    2,125  人・団体    37,177  人・団体       844  人・団体 

貸出冊数 

一  般  書   230,157  冊     9,227  冊   243,239  冊 8,547  冊 

児  童  書   147,444  冊    26,128  冊   165,081  冊 18,611  冊 

  郷 土 資 料     1,804  冊         96  冊     2,052  冊 28  冊 

雑      誌    22,021  冊      360  冊    31,007  冊 95  冊 

ＣＤ・ＣＴ      736  点       2  点    19,116  点 0  点 

計   402,162  冊・点    35,813  冊・点   460,495  冊・点 27,281  冊・点 

ﾋﾞﾃﾞｵ･LD･DVD･CD 館内利用 ― ―    1,506 件   ― 

  １日平均入館者数         610  人 ―      712  人 ― 

  １日平均貸出冊(点)数      1,406  冊・点 ―      1,610  冊・点 ― 

＊一般書は洋書含む。 

＊みどり図書館所蔵のＣＤ･ＣＴは貸出可、ビデオ･ＬＤ･ＤＶＤは館内利用のみ。 

  

 桜木図書館 美山図書館 清水図書館 福井市総計 

開 館 日 数        342  日 234  日 288    日 ― 

入 館 者 数 314,846  人     10,314   人      9,182   人     731,189  人 

登録者数 

 一般          24,424  人 530  人 821    人      88,172   人 

 児童(１２才まで)     3,782  人 122    人      171    人      12,067  人 

 団体(分室を含む)      75  団体 13  団体          19  団体         676  団体 

計    28,314  人・団体 667  人・団体 1,011  人･団体 100,950  人・団体 

貸出冊数 

一  般  書 173,540  冊      4,676    冊      9,872    冊     679,258  冊 

児  童  書 71,576  冊      3,685  冊     11,035  冊     443,560   冊 

  郷 土 資 料 2,069  冊 107  冊 112  冊       6,268   冊 

雑      誌 17,230  冊 1,273   冊 2,683   冊    74,669   冊 

ＣＤ・ＣＴ 1,014  点       11  点        4  点    20,883   点 

計 265,429  冊・点      9,752  冊・点     23,706  冊・点   1,224,638  冊・点 

ﾋﾞﾃﾞｵ･LD･DVD･CD 館内利用 ― ― ―    1,506  件 

  1日平均入館者数           921  人 44  人          32  人       2,318  人 

  1日平均貸出冊(点)数         776  冊・点          42  冊・点       82    冊・点     3,916  冊・点 
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（（４４））蔵蔵書書等等のの数数  （（令令和和元元年年度度末末））  

区  分 市立図書館 移動図書館（市立） みどり図書館 移動図書館（みどり） 

一 般 書(洋書含む)     341,627 冊      8,826 冊      312,573 冊      2,361 冊 

児 童 書     75,387 冊     10,602 冊      74,093 冊      5,862 冊 

郷 土 資 料     35,742 冊         87 冊      11,683 冊          2 冊 

電 子 資 料         36 冊          0 冊     27 冊          0 冊 

古 書     15,134 冊        0 冊         0 冊        0 冊 

計    467,926 冊     19,515 冊      398,376 冊      8,225 冊 

ＡＶ資料 

Ｃ Ｄ       0 点        0 点       9,976 点        0 点 

Ｃ Ｔ       0 点        0 点        346 点        0 点 

ビ デ オ      0 点        0 点         587 点        0 点 

Ｌ Ｄ       0 点        0 点      1,159 点        0 点 

Ｄ Ｖ Ｄ       0 点        0 点        627 点        0 点 

解 説 書       0 点        0 点       183 点        0 点 

計       0 点        0 点     12,878 点        0 点 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

区  分 桜木図書館 美山図書館 清水図書館 福井市総計 

一 般 書(洋書含む)     169,900 冊     21,515 冊       50,557 冊      907,359 冊    

児 童 書     44,734 冊     14,318 冊       36,130 冊      261,126 冊    

郷 土 資 料      12,387 冊      3,862 冊        5,263 冊      69,026 冊    

電 子 資 料         28 冊          0 冊          0 冊         91 冊    

古 書        0 冊        0 冊        0 冊      15,134 冊    

計     227,049 冊     39,695 冊       91,950 冊    1,252,736 冊   

ＡＶ資料 

Ｃ Ｄ       0 点       0 点       0 点       9,976 点 

Ｃ Ｔ       0 点       0 点       0 点        346 点 

ビ デ オ      0 点      0 点      0 点         587 点 

Ｌ Ｄ       0 点       0 点       0 点      1,159 点 

Ｄ Ｖ Ｄ       0 点       0 点       0 点        627 点 

解 説 書       0 点       0 点       0 点       183 点 

計       0 点       0 点       0 点     12,878 点 

区   分 市立図書館 みどり図書館 桜木図書館 

マイクロフィルム 

毎日新聞 

朝日新聞 

（福井版のみ）  

1,737 リール ― ― 

雑 誌  183 タイトル 201 タイトル 308 タイトル 

新 聞  17 種  14 種 24 種  

区   分 美山図書館 清水図書館 

雑 誌  31 タイトル 46 タイトル 

新 聞  4 種  6 種 
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７７  少少 年年 自自 然然 のの 家家  
  

（（施施設設のの目目的的））  

 緑豊かな自然の中で、少年達が野外活動や集団宿泊活動を通して自然に親しみ、心身を錬磨し豊か

な情操や社会性を養うとともに、自律・協同・友愛・奉仕の尊さを体験的に学習し、心身ともにすこ

やかに育つことを願ってつくられた施設である。 

（（施施設設のの沿沿革革））  

少年自然の家は、昭和56年7月20日に開所し、その後、昭和62年に趣味の家の改修、平成3年に野鳥

の広場の整備、平成4年に別館の改修、平成24年度に本館Ｂ棟、平成27年度に本館Ａ棟、平成28年度に

体育館、平成29年度に趣味の家の耐震補強工事を実施した。 

また、年齢に関係なく、社会教育活動もしくは公益性の高い活動を行う団体も利用できるよう、平成30

年4月1日に条例を改正した。 

（（施施設設、、整整備備のの特特色色））  

 少年自然の家は、市内中心地から南東へおよそ9キロメートル、足羽川や田園が一望できる脇三ケ町

御茸山の中腹に建っている。四季折々の植物や野鳥のさえずりなど自然豊かな環境のもと、集団宿泊

活動やクラフト活動、遺跡巡りのオリエンテーリングなどを行うことができる。 

  

（（１１））施施設設のの概概要要  

所 在 地  福井市脇三ケ町第66号2番地10 

連 絡 先  （ＴＥＬ）0776-41-3660 （ＦＡＸ）0776-41-3661 

開 設 年 月 日  昭和56年7月20日 

敷 地 面 積  28,089.72㎡ 

建 設 費  517,233千円 

用 地 費  なし（県有地借地 12,577.32㎡、県有地管理受託地 6,864.20㎡、民有地借地 8,648.20㎡） 

施 設 の 名 称 建物の延面積 建物の概要 主要施設と設備 

本  館 
2,797.40㎡  鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ3階建て  研修室、食堂、浴室、事務室 

 宿泊室 （定員204名） 

体 育 館 271.51㎡  鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ屋根鉄骨平屋 バドミントン・コート1面 

別  館         502.95㎡  鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ2階建て  クラフト室､和室､研修室 

趣 味 の 家             959.93㎡  鉄骨平屋 屋内炊さん場、屋内活動場、森のレストラン 

野 外 活 動 場 

 [敷地] 10,330．47㎡ 

（1）管理棟 22.03㎡ 

(2) 倉庫  39.75㎡ 

（3）炊事場 38.88㎡ 

 

（1）ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ平屋 

（2）木造平屋 

（3）鉄骨平屋 

ファイヤー場 

テントサイト 

ログハウス 

休 所 日  月曜日（第3日曜日の翌日を除く）、第3日曜日、国民の祝日、年末年始（12／28～1／4） 
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（（２２））令令和和元元年年度度主主催催事事業業内内容容  

月 日 事  業  名 主な活動内容 
参加 

者数 

4 

20 春の自然散策と野草で天ぷらづくり 
自然観察、調理体験 

対象：小学生全学年と保護者 
12 

28 

野外で役立つエコクッキングにチャレ

ンジ！（（一社）ガールスカウト福井県

連盟共催） 

調理体験 

対象：小学生全学年と保護者 
29 

6 23 サポーター養成講座 
調理、技術指導の向上、木登り講習 

対象：少年自然の家サポーター 
6 

8 

22

～

24 

ネイチャーサマーチャレンジ2019 
クラフト、調理体験、宿泊学習他 

対象：小学生4～6年生 
21 

9 

8 米粉タルトと秋のオーナメント作り 
クラフト、調理体験 

対象：市内に住む小学生以上 
27 

29 
竹を使ったバウムクーヘン作りと竹と

んぼ作りに挑戦！ 

クラフト、調理体験 

対象：小学生全学年と保護者 
27 

10 

11

～

12 

少年自然の家に泊まろう！ 

（清水東公民館共催事業） 

天体観測、調理体験、宿泊体験 

対象：小学生と保護者 
14 

26 
お手軽お蕎麦とゴムハンコ、自由に作

ってみよう！ 

クラフト、調理体験 

対象：小学生全学年と保護者 
21 

11 2 

家族で体験！そば打ち＆焼きいもづく

り（NPO法人越前みやまそば元気の会、

農村整備課共催事業） 

そば打ち、焼いも、収穫体験、クラフト 

対象：小中学生と保護者 
22 

12 

21

～

22 

冬のわくわくお泊りチャレンジ2019 
クラフト、調理体験、宿泊学習 

対象：小学生4～6年 
30 
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（（３３））少少年年自自然然のの家家利利用用状状況況                                            (単位／団体数:件、延人数:人)  

●月月別別利利用用状状況況（令和元年度）                         

      

      

総   数 小 学 校 中  学  校 少年団体 高校・青年 一 般 

団体数 延人数 団体数 延人数 団体数 延人数 団体数 延人数 団体数 延人数 団体数 延人数 

4 月 15  703  0  0  1  76  8  165  5  341  1  121  

5 月 20  1,431  10  924  3  144  7  322  0  0  0  41  

6 月 24  2,667  12  1,773  2  72  7  239  3  425  0  158  

7 月 17  1,561  3  322  0  0  10  866  3  256  1  117  

8 月 23  2,160  0  0  0  0  19  1,695  3  177  1  288  

9 月 15  1,169  0  0  1  259  10  395  2  162  2  353  

10 月 13  815  4  421  0  0  5  181  2  80  2  133  

11 月 13  712  2  192  0  0  8  336  2  138  1  46  

12 月 6  382  0  0  0  0  5  286  1  2  0  94  

1 月 3  165  0  0  0  0  3  164  0  0  0  1  

2 月 2  50  0  0  0  0  2  42  0  0  0  8  

3 月 0  1  0  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

計 151  11,816  31  3,632  7  551  84  4,691  21  1,581  8  1,361  

    

    ●●年年度度別別利利用用状状況況  

  総   数 小 学 校 中  学  校 少年団体 高校・青年 一 般 

  団体数 延人数 団体数 延人数 団体数 延人数 団体数 延人数 団体数 延人数 団体数 延人数 

 

平成29年度 

 

114  10,427  34  3,735  5  845  61  3,544  9  1,438  5  865  

 

平成30年度 

 

146  12,833  29  3,501  11  1,144  80  4,450  13  1,630  13  2,108  

 

令和元年度 

 

151  11,816  31  3,632  7  551  84  4,691  21  1,581  8  1,361  
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Ⅳ 社 会 体 育 
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社社  会会  体体  育育  

  

本市では、市民一人ひとりが、「いつでも」、「どこでも」、「だれでも」子どもからお年寄りまで

障がいの有無を問わず、ライフステージに応じて楽しみながら運動・スポーツに参加し、心身ともに健

康で活力ある生活を送ることができる環境を創ることを目指し、福井市スポーツ推進計画を策定した。

この計画の基本理念である「生涯にわたりスポーツを楽しむことができるまち」の実現のために、地域

を基盤としたスポーツの普及、推進を図っており、各種スポーツ教室、大会等による活動の奨励、組織

の充実、育成や長期計画による指導者体制の確立に努めるとともに、地域住民のスポーツ活動の拠点と

して学校体育施設の開放の制度化や地域体育館の整備など、体育施設の整備充実に努めている。 

  

１１  生生涯涯ススポポーーツツ推推進進事事業業  
  

この事業は、福井市が「第七次福井市総合計画」の中で、「市民の生涯スポーツを支援する」ことを目標

に取り組んでいくものである。 

その中で、ファミリースポーツ事業は、体力的にも成長期にある４、５歳児から小学６年生までを中心と

した子どもの体力づくりに親子で参加することで、親子の触れ合いと、健やかな子どもの育成を目的として

いる。 

この年齢層の子どもは、身体能力的にも親と楽しくスポーツができる時期に球技や軽スポーツ、野外活動

などを行い、互いに体力・技術を競い、あるいは協力して目的を達成することで、子どもと親の基礎体力を

培うとともに、日常生活とは異なった親子のふれあいを通じて、豊かな心を育てていくものである。 

 

 ●●  令令和和元元年年度度  生生涯涯ススポポーーツツ推推進進事事業業  

事 業 名 期 日 会 場 内 容 

第48回 

市民スポーツレクリエーション大会 
９月中旬 市体育館ほか 

オリエンテーリング、サイク

リング、ターゲットバードゴ

ルフ、民踊、フォークダンス

の５コースで実施 

2019福井市民 

ニュースポーツフェスタ 
11月３日 スポーツ公園ほか ニュースポーツを楽しむ 

第36回 

ファミリーミニマラソン大会 
11月３日 

スポーツ公園 

フェニックススタ

ジアム 

親子、家族で１㎞～２㎞

のマラソン 
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２２  ススポポーーツツククララブブのの育育成成  
  

「単発的なスポーツ行事より、自主的、継続的なスポーツ活動を！」を目標に掲げ、「スポーツ教室」を

開催し、その教室から自主クラブ活動へとつながるよう奨励している。 

  

（（１１））全全市市民民対対象象ススポポーーツツ教教室室  

教  室  名 内 容 会 場 

春のさわやか健康体操教室 10回 ５月～７月 10:00～11:00 福井市体育館 

春の元気力ｱｯﾌﾟ健康体操教室 10回 ５月～７月 19:30～20:30 福井市体育館 

秋のさわやか健康体操教室 10回 9月～11月 10:00～11:00 福井市体育館 

秋の元気力ｱｯﾌﾟ健康体操教室 10回 9月～11月 19:30～20:30 福井市体育館 

  

（（２２））各各種種団団体体主主催催ススポポーーツツ･･レレククリリエエーーシショョンン教教室室  

  福井市スポーツ協会やレクリエーション協会加盟団体が各種目、レクリエーションの普及活動の一環とし

て開設するもので、市が委託するスポーツ教室から加盟団体が独自で主催するスポーツ教室まで、多様な教

室が開設されている。 

  

 ● 福福井井市市ススポポーーツツ協協会会委委託託ススポポーーツツ教教室室 

№ 教  室  名 開設期間 開設会場 主管団体 

１ 初心者なぎなた教室 ４月25日～５月27日 県立武道館、成和中学校体育館 市なぎなた連盟 

２ 春季ウエイトリフティング教室 ５月８日～５月29日 市ウエイトリフティング練習場 市ウエイトリフティング協会 

３ マレットゴルフ教室 ５月８日～６月 25日 市スポーツ公園 市マレットゴルフ協会 

４ 健康＆チャレンジボクシング教室 ５月21日～５月30日 県営体育館内ボクシング場 市ボクシング連盟 

５ 福井市民銃剣道教室 ５月26日 県立武道館 市銃剣道連盟 

６ 一日体験教室・弓道教室 ６月 1日～８月13日 市弓道場 市弓道協会 

７ 福井市民カヌー教室（カヌーポロ） ７月29日 白浜漁港 市カヌー協会 

８ 福井市民陸上教室 ８月３日～４日 足羽川河川敷 市陸上競技協会 

９ 柔道教室 10月22日～２月27日 県柔道整復師会館 市柔道連盟 

10 福井市民スキー教室 雪不足のため中止 九頭竜スキー場 市スキー協会 

  

 ● 福福井井市市レレククリリエエーーシショョンン協協会会委委託託教教室室・・講講習習会会 

№ 教  室  名 開設期間 開設会場 主管団体 

１ 自転車乗り方教室 ５月26日 市東公園 市サイクリング協会 

２ 第53回市民民踊教室 ５月18日、21日 市体育館 不死鳥民踊の会 
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２２  ススポポーーツツククララブブのの育育成成  
  

「単発的なスポーツ行事より、自主的、継続的なスポーツ活動を！」を目標に掲げ、「スポーツ教室」を

開催し、その教室から自主クラブ活動へとつながるよう奨励している。 

  

（（１１））全全市市民民対対象象ススポポーーツツ教教室室  

教  室  名 内 容 会 場 

春のさわやか健康体操教室 10回 ５月～７月 10:00～11:00 福井市体育館 

春の元気力ｱｯﾌﾟ健康体操教室 10回 ５月～７月 19:30～20:30 福井市体育館 

秋のさわやか健康体操教室 10回 9月～11月 10:00～11:00 福井市体育館 

秋の元気力ｱｯﾌﾟ健康体操教室 10回 9月～11月 19:30～20:30 福井市体育館 

  

（（２２））各各種種団団体体主主催催ススポポーーツツ･･レレククリリエエーーシショョンン教教室室  

  福井市スポーツ協会やレクリエーション協会加盟団体が各種目、レクリエーションの普及活動の一環とし

て開設するもので、市が委託するスポーツ教室から加盟団体が独自で主催するスポーツ教室まで、多様な教

室が開設されている。 

  

 ● 福福井井市市ススポポーーツツ協協会会委委託託ススポポーーツツ教教室室 

№ 教  室  名 開設期間 開設会場 主管団体 

１ 初心者なぎなた教室 ４月25日～５月27日 県立武道館、成和中学校体育館 市なぎなた連盟 

２ 春季ウエイトリフティング教室 ５月８日～５月29日 市ウエイトリフティング練習場 市ウエイトリフティング協会 

３ マレットゴルフ教室 ５月８日～６月 25日 市スポーツ公園 市マレットゴルフ協会 

４ 健康＆チャレンジボクシング教室 ５月21日～５月30日 県営体育館内ボクシング場 市ボクシング連盟 

５ 福井市民銃剣道教室 ５月26日 県立武道館 市銃剣道連盟 

６ 一日体験教室・弓道教室 ６月 1日～８月13日 市弓道場 市弓道協会 

７ 福井市民カヌー教室（カヌーポロ） ７月29日 白浜漁港 市カヌー協会 

８ 福井市民陸上教室 ８月３日～４日 足羽川河川敷 市陸上競技協会 

９ 柔道教室 10月22日～２月27日 県柔道整復師会館 市柔道連盟 

10 福井市民スキー教室 雪不足のため中止 九頭竜スキー場 市スキー協会 

  

 ● 福福井井市市レレククリリエエーーシショョンン協協会会委委託託教教室室・・講講習習会会 

№ 教  室  名 開設期間 開設会場 主管団体 

１ 自転車乗り方教室 ５月26日 市東公園 市サイクリング協会 

２ 第53回市民民踊教室 ５月18日、21日 市体育館 不死鳥民踊の会 

３３  ススポポーーツツ推推進進委委員員  
  

昭和32年「地方スポーツの振興について」の次官通達により設置された制度で、昭和36年のスポーツ振興

法成立によって制度的に位置づけられた。任務役割について、当初は実技指導が中心であったが、「市町村

の行う体育・スポーツ振興事業の企画に参画し、その推進者としての任務を重視していくべきである」とい

う昭和47年の保健体育審議会の答申により、企画・立案の任務重視が打ち出された。そして、平成23年に施

行されたスポーツ基本法では、それまでの体育指導委員からスポーツ推進委員に名称が変更され、その役割

に「スポーツの推進のための事業の実施に係る連絡調整」が加わっている。 

したがって、市町村の指導担当者間（行政職員及び民間指導者）の有機的な連携・協調体制の充実を図り

ながら、地域におけるスポーツの実技指導、スポーツ環境の整備充実への協力を行っている。 

具体的には、スポーツプログラムの企画・立案への参画とその具体的推進・展開、地域住民が自主的・自

律的にスポーツ活動を行えるようにスポーツ教室の実践及びクラブの連合化・組織化への指導を行っている。 

上記のことをふまえながら、①社会的信望、②スポーツに関する深い関心と理解、③その職務を行うため

に必要な熱意と能力をもつ、という３つの観点で、各地区体育団体長の推薦を受け、教育委員会が委嘱する

福井市非常勤職員である。 

 

  ●●  ススポポーーツツ推推進進委委員員とと住住民民ととののかかかかわわりり  

   スポーツ推進委員の基本的性格と住民とのかかわり 

①地域の実状にあったスポーツの推進 

   ・個性的なスポーツ体制の創造 

   ・スポーツのやり方の指導   地域におけるスポーツの実技指導 

                  地域スポーツ事業の適正化及びスポーツ環境の整備充実への貢献 

  ②委員の基本的性格 

   ・平等に奉仕する義務があること 

   ・地域社会における教育者であること 

 

  ③基本的な仕事 

   ・市町の指導担当者と連携、協調体制の充実 

常勤の市の職員  スポーツ推進委員  民間指導者 

  行 政       委 員      住 民 

  

  ●●  ススポポーーツツ推推進進委委員員のの推推移移  

年  度 S60～S61 S62～H２ H３～H４ H５～ 

スポーツ推進委員 85人 110人 126人 138人 
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４４  学学校校体体育育施施設設のの開開放放  
  

  （（１１））事事業業のの概概要要  

近年、スポーツに対する住民の要求は増大し、身近で気軽に利用できる施設を望む声が多く、地域のスポ

ーツ活動の拠点となるよう、学校体育施設を学校教育に支障のない範囲で一般開放するために制度化して実

施している。 

学校の体育施設を開放することによって、地域を主体とした各種教室・大会の開催、さらには教室等の充

実発展が地区単位のクラブ化・チーム化を促進させるなど、地域コミュニティづくりにスポーツが大きな役

割を果たすものと、期待が寄せられている。 

  

  ●●  体体育育館館開開放放  

１週間に５日間を限度として、小学校49校（17時～21時まで）及び中学校18校の体育館（19時～21時

まで）を開放している。 

  

  ●●  運運営営管管理理  

開放事業運営機関として各開放校に学校体育施設開放運営委員会を組織し、企画、運営にあたってい

る。 

  
  ●●  学学校校体体育育施施設設開開放放のの運運営営組組織織とと施施設設利利用用のの手手順順  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

教育委員会 

学 校 

体 育 

施 設 

・運営管理指導 

・利用状況報告 

・施設管理 

・運営管理指導 

・利用方法協議 

・日程調整 

管理員 

若干名 

・利用申込 

・日程調整 

・利用方法協議 

・許可 
 

学校体育施設開放運営委員会 

会 長  １人  学校関係者 

副会長  ２人  地区社会体育団体・ 

幹 事  １人  社会教育団体関係者 

委 員 若干名    

事務局       公民館又は幹事 

利用関係団体 

利用者個人 
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４４  学学校校体体育育施施設設のの開開放放  
  

  （（１１））事事業業のの概概要要  

近年、スポーツに対する住民の要求は増大し、身近で気軽に利用できる施設を望む声が多く、地域のスポ

ーツ活動の拠点となるよう、学校体育施設を学校教育に支障のない範囲で一般開放するために制度化して実

施している。 

学校の体育施設を開放することによって、地域を主体とした各種教室・大会の開催、さらには教室等の充

実発展が地区単位のクラブ化・チーム化を促進させるなど、地域コミュニティづくりにスポーツが大きな役

割を果たすものと、期待が寄せられている。 

  

  ●●  体体育育館館開開放放  

１週間に５日間を限度として、小学校49校（17時～21時まで）及び中学校18校の体育館（19時～21時

まで）を開放している。 

  

  ●●  運運営営管管理理  

開放事業運営機関として各開放校に学校体育施設開放運営委員会を組織し、企画、運営にあたってい

る。 

  
  ●●  学学校校体体育育施施設設開開放放のの運運営営組組織織とと施施設設利利用用のの手手順順  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

教育委員会 

学 校 

体 育 

施 設 

・運営管理指導 

・利用状況報告 

・施設管理 

・運営管理指導 

・利用方法協議 

・日程調整 

管理員 

若干名 

・利用申込 

・日程調整 

・利用方法協議 

・許可 
 

学校体育施設開放運営委員会 

会 長  １人  学校関係者 

副会長  ２人  地区社会体育団体・ 

幹 事  １人  社会教育団体関係者 

委 員 若干名    

事務局       公民館又は幹事 

利用関係団体 

利用者個人 

（（２２））利利用用状状況況  

  ●●  体体育育館館  

年度 
学校開放(屋内) 

年度 
学校開放(屋内) 

開放校数（校）  利用者数（人） 開放校数（校）  利用者数（人） 

Ｈ８ 49 287,352 Ｈ20 66 423,701 

Ｈ９ 53 313,422 Ｈ21 66 415,430 

Ｈ10 53 321,911 Ｈ22 66 420,782 

Ｈ11 55 323,044 Ｈ23 66 415,719 

Ｈ12 55 323,797 Ｈ24 67 403,932 

Ｈ13 55 333,569 Ｈ25 67 384,157 

Ｈ14 55 342,415 Ｈ26 67 389,895 

Ｈ15 55 343,444 Ｈ27 67 410,039 

Ｈ16 55 360,404 Ｈ28 67 402,363 

Ｈ17 55 369,852 Ｈ29 67 387,379 

Ｈ18 

Ｈ19 

66 

66 

397,108 

422,759 

Ｈ30 

Ｒ元 

67 

67 

401,217 

342,989 

●●  ププーールル  

小学校プールを夏季期間（７月下旬～８月中旬の午後）開放している。 

●●  夜夜間間屋屋外外運運動動場場（（夜夜間間照照明明設設備備校校ののみみ））開開放放  

森田小、越廼小、清水西小、清水南小、足羽中、光陽中、川西中、足羽第一中、美山中、鷹巣小中の

グラウンド（19時30分～21時まで）を開放している。 

年度 
学校プール 学校ナイター(屋外) 

学校数（校）  利用者数（人） 学校数（校）  利用者数（人） 

Ｈ８ 57 75,551 6 14,268 

Ｈ９ 57 67,463 6 11,980 

Ｈ10 57 48,849 6 11,226 

Ｈ11 56 53,787 6 10,060 

Ｈ12 57 48,605 6 11,786 

Ｈ13 57 43,314 6 11,546 

Ｈ14 57 45,850 6 11,990 

Ｈ15 56 40,166 6 8,181 

Ｈ16 55 44,401 6 9,047 

Ｈ17 54 44,506 6 8,746 

Ｈ18 62 39,480 10 9,752 

Ｈ19 61 50,233 10 8,187 

Ｈ20 58 48,812 10 7,907 

Ｈ21 59 51,757 10 6,943 

Ｈ22 59 51,481 10 5,748 

Ｈ23 60 47,157 10 4,898 

Ｈ24 55 46,702 10 4,536 

Ｈ25 55 42,249 10 3,982 

Ｈ26 49 34,569 10 3,931 

Ｈ27 50 37,241 10 3,570 

Ｈ28 50 39,122 10 4,069 

Ｈ29 49 33,034 10 3,899 

Ｈ30 40 18,999 10 4,934 

Ｒ元 50 3,521 10 4,277 
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５５  社社 会会 体体 育育 施施 設設 一一 覧覧  
  スポーツが生活に欠かせない文化として市民生活の中に根付き､市民の誰もが､生涯の各時期にわた

って､いつでもどこでもスポーツに親しむことができる生涯スポーツ社会の実現のため、体育施設の整

備・充実を図っていく。 
（令和２年４月現在） 

区分 施設名 
敷地面積 
（㎡） 

施設の概要 
竣工 
年月 

建設当時の 

工事費（千円） 

体育館 
体育館 

（松本４丁目） 

 

 

 

 

 

13,824 

 

 

 

 

 

○メインアリーナ 

鉄骨鉄筋コンクリート造 

平屋建て一部４階建て 

建築面積             3,709.36 ㎡ 

床面積 延 5,884.87 ㎡ 

バスケットボール       ２ 面 

 バレーボール ２ 面（練習用 ３ 面） 

バドミントン         10 面 

テニス            ３ 面 

ハンドボール １ 面（練習用 ２ 面） 

フットサル  １ 面（練習用 ２ 面） 

エスキーテニス        ８ 面 

卓球            24 台 

○サブアリーナ 

鉄骨造平屋建 

建築面積       1,367.71㎡ 

床面積      延 1,344.24㎡ 

バスケットボール      １ 面 

バレーボール  １面（練習用 ２ 面） 

バドミントン  ３面（練習用 ６ 面） 

テニス           １ 面 

フットサル          練習用 １ 面 

エスキーテニス        ６ 面 

卓球             10 台 

H23. 3 

（改修） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H27.12 

（増築） 

1,890,069 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

485,508 

 

 

用途別 

優先体育館 

ちもり体育館 

（渕４丁目） 
8,339 

鉄骨鉄筋コンクリート造 

平屋建一部２階建て 

建築面積 2,311 ㎡ 

床面積             延 2,415 .04㎡ 

バスケットボール       ２ 面 

バレーボール                ２ 面 

バドミントン                ６ 面 

テニス            １ 面 

ソフトバレーボール     ６ 面 

卓球             ９ 台 

H24. 3 

（改修） 
70,242 

屋内運動場 
中藤屋内運動場 

（高木町） 
5,198 

鉄骨鉄筋コンクリート造 

平屋建一部３階建て 

建築面積 1,634.55 ㎡ 

床面積 延 1,688.27 ㎡ 

フットサルコート      １ 面 

テニスコート        １ 面 

軟式・硬式野球       練習用 

ソフトボール        練習用 

卓球             ３ 台 

H26.11 

（改修） 
88,681 
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区分 施設名 
敷地面積 
（㎡） 

施設の概要 
竣工 
年月 

建設当時の 

工事費（千円） 

地域体育館 

東体育館 

（東郷二ヶ町） 
7,353 

鉄骨鉄筋コンクリート造 

平屋建一部２階建て 

建築面積 1,527 ㎡ 

床面積               1,660 .97㎡ 

バスケットボール            １ 面 

バレーボール                ２ 面  

バドミントン        ６ 面 

テニス           １ 面 

卓球             11 台 

H 4. 7 477,106 

西体育館 

（飯塚町） 

14,824 
(わかばテニス

コート含む) 

鉄骨・鉄筋コンクリート造 

平屋建一部２階建て 

建築面積 1,553 ㎡ 

床面積               1,845 .92㎡ 

バスケットボール       ２ 面 

バレーボール        ２ 面 

バドミントン        ６ 面 

卓球             13 台 

H 5. 6 622,000 

北体育館 

（天池町） 
10,500 

鉄骨・鉄筋コンクリート造 

平屋建一部２階建て 

建築面積 1,602 ㎡ 

床面積 1,886.32 ㎡ 

バスケットボール      ２ 面 

バレーボール        ２ 面 

バドミントン                ６ 面 

卓球             ７ 台 

H 8.11 612,000 

南体育館 

（下莇生田町） 
11,708 

鉄骨・鉄筋コンクリート造 

平屋建一部２階建て 

建築面積 1,943 ㎡ 

床面積 1,950.54 ㎡ 

バスケットボール       ２ 面 

バレーボール        ２ 面 

バドミントン                ６ 面 

テニス           １ 面 

卓球             ６ 台 

武道室 250 ㎡ 

H14. 5 

 

 

 

550,000 

 

 

 

美山トレーニング

センター 

(境寺町) 

8,217 

鉄筋鉄骨コンクリート造 

平屋一部２階建て 

建築面積        1,875㎡ 

床面積        1,972.83㎡ 

バスケットボール       １ 面 

バレーボール         ２ 面 

バドミントン         ６ 面 

卓球              20 台 

ハンドボール     練習用１ 面 

フットサル      練習用１ 面 

 テニス           ２ 面 

S58. 7 340,000 

 

 

 



82

区分 施設名 
敷地面積
（㎡） 

施設の概要 
竣工 
年月 

建設当時の 

工事費（千円） 

テニスコー

ト 

西公園ﾃﾆｽｺｰﾄ 

（花月１丁目） 
14,178 

管理棟鉄骨２階建て 326.20 ㎡ 

観覧席収容人員 500 人 

砂入り人工芝 （改修）       ８ 面 

夜間照明                    ４ 面 

S48. 8 

 

H28. 3 

S63. 7 

17,838 

 

71,010 

10,510 

わかばﾃﾆｽｺｰﾄ 

（飯塚町） 

14,824 

(西体育館含

む) 

管理棟 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ平屋建て 160 ㎡ 

砂入り人工芝 （改修）       ８ 面 

夜間照明          ８ 面 

H 5. 6 

H29. 2 

225,000 

146,178 

川西ﾃﾆｽｺｰﾄ 

（砂子坂町） 
6,029 

ハードコート        ２ 面 

管理棟・木造平屋建て 41.78 ㎡ 

H 3. 9 

H 4. 1 

26,594 

16,427 

東体育館ﾃﾆｽｺ-ﾄ 

（東郷二ケ町） 
2,132 クレーコート        ２ 面 H10.10 10,503 

北体育館ﾃﾆｽｺ-ﾄ 

（天池町） 
3,116 クレーコート        ２ 面 H10.10 11,401 

南体育館ﾃﾆｽｺ-ﾄ 

（下莇生田町） 
11,708 クレーコート              ２ 面 H14. 5  

美山庭球場 

「ウインク」 

(市波町) 

7,691 

管理棟 木造平屋建て     157.60㎡ 

砂入り人工芝         ２ 面 

全天候型           ２ 面 

夜間照明          ４ 面 

H 5. 4 211,770 

グラウンド 

（野球） 

成和グラウンド 

（成和２丁目） 
12,692 

壁式鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ平屋建て 115.5 ㎡ 

野球                        １ 面 

夜間照明 ４基（塔の高さ 21.8ｍ） 

１基 42 灯 

平均照度 394 ﾙｸｽ 

S53.6 53,818 

グラウンド 
（ソフトボール） 

開発グラウンド 

（西開発３丁目） 
13,363 

管理棟 

壁式鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ平屋建て 140 ㎡ 

ソフトボール                ２ 面 

夜間照明  ６基（塔の高さ 20.8ｍ） 

１基 20 灯 

平均照度 204 ﾙｸｽ 

S53. 6 58,528 

町屋グラウンド 

（町屋２丁目） 
10,229 

管理棟壁式鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ平屋建て 99 ㎡ 

ソフトボール                ２ 面 
S54. 6 8,880 

米松グラウンド 

（米松１丁目） 
9,590 

管理棟壁式鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ平屋建て 66 ㎡ 

ソフトボール        ２ 面 
S56. 6 8,520 

大島グラウンド 

（大島町） 10,993 
管理棟壁式鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ平屋建て 

121.76㎡ 

ソフトボール        ２ 面 

S61.10 

S45.11 
8,520 

東公園ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 

（豊島２丁目） 
6,088  ソフトボール・少年野球    １ 面 S23.10 － 

和田グラウンド 

（御幸４丁目） 
9,598 ソフトボール        ２ 面 S50. 5 － 

高木中央ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 

(高木中央 1丁目) 
8,200 ソフトボール                ２ 面 S54. 7 － 

山奥グラウンド 

（月見４丁目） 
6,010 ソフトボール        ２ 面 S54. 9 － 

宮ﾉ下グラウンド 

（御所垣内町） 
8,918 ソフトボール                ２ 面 S60. 3 37,954 

西藤グラウンド 

（大宮５丁目） 
9,900 ソフトボール                ２ 面 S61. 4 － 

江尻グラウンド 

（下江尻町） 
8,069 ソフトボール                １ 面 H 4.12 13,620 
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区分 施設名 
敷地面積 
（㎡） 

施設の概要 
竣工 
年月 

建設当時の 

工事費（千円） 

グラウンド 

（ソフトボール） 

越廼グラウンド(茱

崎町) 
11,800 

管理棟壁式鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ平屋建て 63.5㎡ 

野球・少年野球        １ 面 

ソフトボール         ２ 面 

S63. 3 96,225 

グラウンド 

（サッカー） 

藤岡サッカー場 

（原目町） 
21,514 

管理棟壁式鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ平屋建て   54 ㎡ 

サッカー （一般）          １ 面 

     （少年）     ３ 面 

S53. 4 

H26. 3 

(改修) 

86,985 

グラウンド 

（多目的） 

ジュニアグラウンド 

（板垣５丁目） 
19,673 

少年野球・ソフトボール 

（フットベースボール、サッカー） 
S63. 3 28,034 

学校屋外 

夜間照明 

森 田 小 学 校 10,835 
６基（ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾙ 14m） 44 灯 

平均照度 108 ﾙｸｽ 
S54. 6 12,140 

川 西 中 学 校 9,353 
６基（ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾙ 13.5m） 35 灯 

平均照度 100 ﾙｸｽ 
S54. 9 

北 陸 電 力 ㈱ 

福 井 支 店 寄 付 

光 陽 中 学 校 8,855 
６基（ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾙ 14.5m） 40 灯 

平均照度 108 ﾙｸｽ S54. 9 
北 陸 電 力 ㈱ 

福 井 支 店 寄 付 

学校屋外 

夜間照明 

足羽第一中学校 15,907 

６基（ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾙ 13.5m） 44 灯 

平均照度 108 ﾙｸｽ 
S55. 7 

H26. 2 

(改修) 

14,005 

12,925 

 

足 羽 中 学 校 16,583 
６基（ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾙ 14m） 44 灯 

平均照度 108 ﾙｸｽ 
S54. 6 12,470 

鷹 巣 小 中 学 校 12,280 
４基（ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾙ 14m） 44 灯 

平均照度内野 108 ﾙｸｽ､  外野 210 ﾙｸｽ 
S62. 8 12,280 

美 山 中 学 校 14,586 
４基（ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾙ 13.5m）    36灯 

平均照度内野 415 ﾙｸｽ、 外野 175 ﾙｸｽ 
S54. 7 

H12. 8 

14,600 

11,870 

越 廼 小 学 校 3,318 
４基（鉄骨造 18.6m）       64灯 

 
S53.10 41,750 

清 水 西 小 学 校 7,602 
５基（ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾙ 17m） 35 灯 

平均照度 150 ﾙｸｽ 
S53. 9 － 

清 水 南 小 学 校 4,800 
４基（ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾙ 17m） 32 灯 

平均照度 150 ﾙｸｽ 
S54. 9 － 

プール 

美山Ｂ＆Ｇ 

海洋センター 

(美山町) 

3,376 

管理棟  鉄筋平屋建   135㎡ 

上屋付  プール 

６コース       25ｍ×13ｍ 

幼児用プール      10ｍ×６ｍ 

S61. 6 110,000 

弓道場 
弓道場 

(市体育館敷地内) 
967 

木造平屋建て    

建築面積       461.37㎡ 

床面積       延 449.44㎡ 

近的６的・巻ワラ２的 

H27.12   181,790 

ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ場 

わかばﾃﾆｽｺｰﾄ付設 

（飯塚町） 
 ゲートボールコート          １ 面 

 
－ 

東体育館付設 

（東郷二ケ町） 
 ゲートボールコート        ２ 面 H12. 2 9,288 

川西ﾃﾆｽｺｰﾄ付設 

（砂子坂町） 
 ゲートボールコート     １ 面  － 

キャンプ場 
大安寺ｷｬﾝﾌﾟ場 

（四十谷町） 
20,421 

管理棟 鉄骨平屋建て  110.90㎡ 

(福井ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ寄付 2,464千円) 

収容人員 120人、テント 25張 

S52. 3 
本体 3,950 

設備  535 

ｱｰﾁｪﾘｰ場 
ｱｰﾁｪﾘｰ練習場 

（豊島２丁目） 
550 ｱｰﾁｪﾘｰ  ４人立 70 m S62. 1 13,250 
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区分 施設名 
敷地面積
（㎡） 

施設の概要 
竣工 
年月 

建設当時の 

工事費（千円） 

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ場 

基礎体力づくり 

トレーニング場 

（豊島２丁目） 

 
鉄骨組立ハウス 103.68 ㎡ 

練習場           ２ 面 
S57. 6 7,400 

ｵﾘｴﾝﾃｰﾘﾝｸﾞ 

ｺｰｽ 

足羽山コース 

文殊山コース 

10ｋｍ 

10ｋｍ 
  － 

福井市 

スポ-ツ公園 

野球場 

｢福井ﾌｪﾆｯｸｽ 

ｽﾀｼﾞｱﾑ｣ 

（安田町） 

13,588 

グラウンド面積     10,223㎡ 

(両翼 100m、センター122m) 

収容人員  内野席    4,164人 

       外野席    6,000人 

 夜間照明 塔の高さ 39.2m    ６ 基 

(内野 1,500 ﾙｸｽ、外野 800 ﾙｸｽ) 

H20. 6 1,295,971 

野球場 

｢ｻﾌﾞｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ｣ 
9,862 多目的練習場(両翼 90m､ｾﾝﾀｰ 110m) H20. 6 123,824 

サッカー場 

(兼ラグビー場) 
30,000 

サッカー          ２ 面 

（ジュニア４面）（ラグビ－１面） 
H12. 4 － 

ソフトボール場 

(兼少年野球場) 
22,000 

ソフトボール        ３ 面 

（少年野球場 １面） 
H13. 4 － 

マレットゴルフ場 

43,220 

マレットゴルフ       54 ﾎｰﾙ H22. 5 － 

グラウンドゴルフ

場 
グラウンドゴルフ      18 ﾎｰﾙ H15. 4 － 

美山 

アンデパンダ

ン広場 

 

グラウンド 

(縫原町) 

66,259 

管理棟 鉄骨２階建    689㎡ 

野球１面    ソフトボール２面 

夜間照明施設 
H 5. 3 1,197,000 

アイアイドーム 

( 同 上 ) 

テニス１面   バレーボール２面 

ゲートボール２面  

夜間照明施設 

きらら 

パーク 

多目的 

グラウンド 

(風巻町) 58,079 

管理事務所         399㎡ 

野球１面（改修）ソフトボール４面 

夜間照明施設 

H11. 9 

H28.12 

1,890,000 

63,828 

テニスコート 

( 同 上 ) 

砂入り人工芝         ４ 面 

夜間照明施設 

ふれあいドーム 

(島寺町) 
9,390 

鉄骨平屋建        1,223㎡ 

テニス１面     フットサル１ 面 

ゲートボール        ２ 面 

バドミントン        ３ 面 

H17.11 241,731  
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６６  関関 係係 団団 体体  

  

（（１１））  公公益益社社団団法法人人  福福井井市市ススポポーーツツ協協会会  

  ●●  現現状状  

現在（平成31年４月）の加盟団体数は、地区体育団体49、競技団体45、学校体育団体１、スポーツ少年

団、レクリエーション協会、計97団体を数えている。27万市民の体力の保持・増進を図り、健康で活気あ

るまちづくりを推進するため、加盟団体の育成及び競技力向上を目指し、スポーツの振興に積極的に取り

組んでいる。 

  
  ●●  入入会会団団体体  

 

１ 旭体育振興会 34 清水西地区体育振興会 67 スケート協会 

２ 足羽地区体育連盟 35 清水東地区体育振興会 68 スティックリング協会 

３ 麻生津体育協会 36 清水南地区体育振興会 69 スポーツウェルネス吹矢協会 

４ 円山体育振興会 37 順化体育振興会 70 相撲連盟 

５ 木田体育振興会 38 鷹巣体育振興会 71 ソフトテニス連盟 

６ 啓蒙体育振興会 39 大安寺地区体育振興会 72 ソフトボール協会 

７ 清明地区体育振興会 40 殿下地区体育振興会 73 体操協会 

８ 中藤島体育振興会 41 東郷体育振興会 74 卓球協会 

９ 日新体育振興会 42 棗体育協会 75 綱引協会 

10 春山体育振興会 43 西藤島体育振興会 76 テニス協会 

11 東安居体育振興会 44 東藤島体育協会 77 トライアスロン協会 

12 日之出体育協会 45 本郷体育振興会 78 なぎなた連盟 

13 宝永体育協会 46 宮ノ下体育協会 79 ハンドボール協会 

14 松本体育振興会 47 美山体育振興会 80 バウンドテニス協会 

15 湊体育振興会 48 文殊体育振興会 81 馬術協会 

16 豊体育振興会 49 六条体育振興会 82 バスケットボール協会 

17 明新体育協会 50 アーチェリー協会 83 バドミントン協会 

18 森田体育振興会 51 インディアカ協会 84 バレーボール協会 

19 社北体育振興会 52 ウエイトリフティング協会 85 フェンシング協会 

20 社西体育振興会 53 エスキーテニス協会 86 武術太極拳協会 

21 社南体育振興会 54 カヌー協会 87 ボウリング連盟 

22 和田体育振興会 55 空手道連盟 88 ボクシング連盟 

23 安居体育振興会 56 弓道協会 89 マレットゴルフ協会 

24 一光体育振興会 57 グラウンド・ゴルフ協会 90 野球連盟 

25 一乗体育振興会 58 剣道連盟 91 ヨット協会 

26 鶉体育協会 59 ゲートボール協会 92 ライフル射撃協会 

27 岡保地区体育振興会 60 ゴルフ協会 93 陸上競技協会 

28 上文殊体育振興会 61 サッカー協会 94 レスリング協会 

29 河合地区体育振興会 62 銃剣道連盟 95 福井地区中学校体育連盟 

30 国見地区体育振興会 63 柔道連盟 96 福井市スポーツ少年団 

31 越廼地区体育振興会 64 少林寺拳法協会 97 福井市レクリエーション協会 

32 酒生体育振興会 65 水泳協会   

33 清水北地区体育振興会 66 スキー協会   
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  ●●  市市民民ススポポーーツツ大大会会のの開開催催  

本大会は、広く市民にスポーツ活動に参加する機会を与え、スポーツに対する愛好精神を高揚し、その

普及発展に努めるとともに、市民の健康増進と生活の明朗化を図ろうと、昭和25年より開催しており、福

井市の地区対抗総合スポーツ大会として最大で唯一の大会として市民に親しまれている。 
  

  ●●  種種目目別別委委託託事事業業のの開開催催  

広く市民にスポーツ活動に参加する機会を与え、競技の普及発展及び市民の健康増進を目的として、入

会競技団体に82の事業を委託している。 
  

  ●●  選選手手・・指指導導者者強強化化事事業業  

強化合宿練習会、審判講習会及び指導者研修会講師を開催することにより、社会スポーツ指導者として

の資質の向上を図るとともに、優秀な選手に対し激励費及び表彰することにより選手の育成強化を図って

いる。 
  

  ●●  県県民民ススポポーーツツ祭祭へへのの派派遣遣  

県民スポーツ祭及び都市対抗駅伝競走大会に選手を派遣している。 
 

  ●●  地地区区（（区区民民））ススポポーーツツ大大会会等等へへのの補補助助事事業業  

地区スポーツ団体が主催するスポーツ大会や競技大会に補助を行っている。 

 

 

（（２２））福福井井市市ススポポーーツツ少少年年団団  

青少年がスポーツを楽しみながら心身の健全な育成を図ることを目的として、各単位スポーツ少年団と

ともに自主性をもって連携や協議を進めながら運営・活動している。 

  

  ●●  福福井井市市ススポポーーツツ少少年年団団  種種目目別別団団数数・・団団員員数数登登録録状状況況（令和元年度） 

種目名 

複 
 

合 

リ
ー
ダ
ー
会 

野 
 

球 

剣 
 

道 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

卓 
 

球 

サ
ッ
カ
ー 

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト 

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

陸 
 
 

上 

テ 

ニ 

ス 

マ
ー
チ
ン
グ 

空 
 

手 

合  
 

計 

団 数 3 1 28 2 4 17 3 11 13 1 6 2 1 1 1 94 

団員数 94 9 478 43 50 222 38 261 247 20 130 101 42 10 35 1,780 
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（（３３））福福井井市市レレククリリエエーーシショョンン協協会会  

福井市レクリエーション協会では、「ともに生きる」社会、「ともに遊ぶ」文化を求めて、多くの

市民が気軽に､いつでも､どこでも､スポーツレクリエーションに親しめる環境づくりを推進するため

に各種事業を行っている。 
  

  ●●  福福井井市市レレククリリエエーーシショョンン協協会会委委託託事事業業（（令令和和元元年年度度））  

委  託  先 委 託 事 業 名 

福井市オリエンテーリング協会 
春季オリエンテーリング大会 

秋季オリエンテーリング大会＆凧揚げ大会 

福井市サイクリング協会 市民自転車乗り方教室 

福井市ターゲットバードゴルフ協会 
ターゲットバードゴルフ さくらの会 

第 41回ターゲットバードゴルフ大会 

福井市不死鳥「民踊の会」 
第 48回市民民踊大会 

第 53回市民民踊教室 

福井市フォークダンスサークル 

「リズムの会」 

第 23回フォークダンス交流会 

第 20回やさしいフォークダンスフェスティバル 

 

 

 



88



 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 文化財・文化芸術 
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文文化化財財・・文文化化芸芸術術  
  

  

現在社会において、人々の価値観が多様に変化する中、これまで以上に精神的な生きがいや感動と

いった心の豊かさが求められている。 

本市では、市民の誇りとなる文化の振興と、歴史や文化遺産の保存継承に努めるとともに、文化芸

術活動の交流と発信を促進し、歴史や文化を活かした個性的で魅力あるまちづくりを進めている。 

  

１１  文文 化化 財財 保保 護護 事事 業業  

  

郷土の貴重な文化財や歴史・文化資源を、将来へ伝えるよう保護に努めるとともに、市の文化の発

展のため文化財の活用を推進している。 

  

（（１１））市市内内所所在在のの指指定定文文化化財財  

（令和２年５月１日現在)  

区 
 
 

分 

建

造

物 

絵

画 

彫

刻 

工

芸

品 
書
跡
・
古
文
書 

歴

史

資

料 

考

古

資

料 

無
形
民
俗
文
化
財 

有
形
民
俗
文
化
財 

史

跡 

名

勝 

天

然

記

念

物 

文

化

的

景

観 

合

計 

国指定 1 3 1 3 2 1 2 2  3 2 1  21 

国選択        1      1 

県指定 3 9 16 4 2 1 6 6 1 5  1  54 

市指定 16 3 19 1 3  5 1 1 18 1 20 1 89 

登録文化財 24             24 

合 計 44 15 36 8 7 2 13 10 2 26 3 22 1 189 

  

（（２２））福福井井市市文文化化財財保保護護委委員員会会  

役 職 氏   名 分 野 委 嘱 期 間 

委員長 高 嶋   猛 建築 

平成30年６月１日～令和２年５月31日 

委 員 安 藤 佳 香 彫刻 

太 田 昌 子 美術 工芸 

坂 本 育 男 民俗 

仁 科   章 考古 

藤 原 武 二 庭園 

舟 澤 茂 樹 近世史 

松 浦 義 則 中世史 

山 本 正 男 文化的景観 

渡 辺 定 路 生物 
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（（３３））埋埋蔵蔵文文化化財財のの調調査査  

    市内の埋蔵文化財包蔵地で行われる開発行為に伴う試掘調査、記録保存等を実施している。 
 

   ・工事立会調査       9件 

    ・試掘調査        6件 

    ・発掘調査       0件 

   ・分布調査          2件 

   ・現地調査       91件 
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２２  文文化化財財保保護護セセンンタターー  

  
文化財保護センターは、地域の風土を形づくってきた様々な文化遺産のうち、地下に眠る埋蔵文化

財と伝承されてきた民俗文化財の調査・研究、保存・保護及び活用を図ることを目的として、平成13

年４月に開設した。平成22年４月、福井市車両基地（町屋１丁目）から旧至民中学校（渕４丁目）に

移転し、平成24年11月には、「文化財とのふれあい」をテーマに、出土品を間近に観察できる常設展

示室をオープンした。「郷土の歴史」「地域文化」に対する理解を深めていただくことを目指している。 

  

（（１１））施施設設のの概概要要  

所 在 地  〒918-8026  福井市渕４丁目748 

電 話 番 号  0776-35-1015 FAX：0776-35-1017 

開設年月日   平成13年４月１日 

敷 地 面 積  4,693㎡  

建 物 概 要 
 鉄筋コンクリート造り３階建て及び鉄骨造り平屋建て 

 建築面積 1,556.98 ㎡ 建築延面積 4,172.55 ㎡ 

施 設 概 要 

常設展示室   383㎡ 企画展示室          161㎡ 

資料収蔵室 1,105㎡ 古代技術体験コーナー 90㎡ 

図書保管室   61㎡ その他            2,372㎡ 

入 館 料 無料（体験学習会は材料費が必要） 

開 館 時 間 ９時～17時 

休 館 日 
毎週土・日曜日、国民の祝日（展示会開催中は除く。） 

年末年始（12月29日～１月３日） 

  

（（２２））展展示示会会開開催催事事業業  

企企  画画  展展  名名  期期  日日  入入場場者者数数  
「平成 30年史～ふくい発掘物語」 7月 22日～9月 1日 1,372人 

「ふくコレ～昭和の服の民具展」 10月 11日～10月 27日 355人 

「令和元年度発掘速報展」 2月 8日～3月 8日 254人 
  
（（３３））体体験験学学習習会会等等事事業業  

行行  事事  名名  回回数数  期期  日日  参参加加者者数数  
星の勾玉づくり 1回 7月 1日～7日 43人 
土器づくり 4回 7月 28日、8月 4日、2月 9日・16日 79人 

土器行灯づくり 1回 8月 3日 4人 
土器焼き  2回 8月 24日、3月 1日 17人 
布ぞうりづくり 1回 9月 22日 22人 
組みひもブレスレットづくり 1回 10月 11日～27日 31人 
福井城跡散策会 1回 11月 3日 20人 
貝がらのストラップづくり 1回 2月 22日～3月 3日 45人 

  
（（４４））出出前前事事業業  
    文化財保護の意識向上と地域への愛着を深めるため、学校や公民館、市民団体等と連携した出
前事業を実施している。 

  

  

  

  

学校、PTA、子ども会  7回 
児童館、児童クラブ 5回 
公民館 3回 
その他 13回 
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３３  おお ささ ごご ええ 民民 家家 園園  
  

おさごえ民家園は、兎越山のふもとに県内各地を代表する古民家を移築したもので、近世の古民家

に対する文化財の価値を高め、文化的創造の場として活用を図る施設として開設した。昭和55年度か

ら整備を始め、平成元年４月に全てを一般公開し、古民家5棟と板倉１棟は、市指定文化財となって

いる。 

  

（（１１））施施設設のの概概要要  

所 在 地 福井市月見５丁目4番48号 

電 話 番 号 0776-35-1015 FAX： 0776-35-1017（文化財保護課） 

開 設 年 月 日 
平成元年４月９日 

（着工 昭和55年４月24日  竣工 平成元年３月31日） 

敷 地 面 積 8,000㎡ 

総 事 業 費 580,277千円（造園、防災工事を含む） 

指 定 年 月 日 市指定文化財（建造物）平成元年12月16日 

入 園 料 
大人110円 団体（20人以上）50円 

中学生以下の者、70歳以上の者及び障がい者無料 

使 用 料 

一棟当たりの使用料 

９時から12時 2,200円 

12時から16時30分 3,300円 

16時30分から21時 4,400円 

休 園 日 毎週月曜日、国民の祝日の翌日、年末年始（12月28日～１月４日） 

開 園 時 間 ９時～17時15分（入園は16時45分まで） 

  

  

【復原民家の概要】 

復 原 家 屋 名 旧旧城城地地家家住住宅宅  旧旧岡岡本本家家住住宅宅  旧旧土土屋屋家家住住宅宅  

旧 所 在 地 大野市蕨生 三方上中郡若狭町有田 あわら市前谷 

床 面 積 278.99㎡ 208.56㎡ 171.22㎡ 

建 築 年 代 嘉永５年（1852） 18世紀前半 19世紀（幕末～明治初期） 

復 原 事 業 費 64,335千円 42,929千円 36,377千円 

竣 工 年 月 日 昭和63年２月10日 昭和63年２月10日 昭和60年２月15日 

屋 根 葺 替 え 平成24～27年度  平成28年度 平成23年度 

 

復 原 家 屋 名 旧旧蓑蓑輪輪家家住住宅宅  旧旧梅梅田田家家住住宅宅  旧旧山山下下家家板板倉倉  

旧 所 在 地 越前市八石町 福井市浄教寺町 勝山市北谷町小原 

床 面 積 209.14㎡ 176.56㎡ 31.14㎡ 

建 築 年 代 18世紀前半 19世紀（天保～弘化年間） 19世紀（伝慶応年間） 

復 原 事 業 費 47,462千円 43,215千円 11,973千円 

竣 工 年 月 日 昭和60年２月15日 昭和59年２月28日 昭和60年３月30日 

屋 根 葺 替 え 平成22年度 平成19、20年度 平成29年度 
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（（２２））入入園園者者利利用用状状況況  
                                        （単位:人）  

年  度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

有 料 

一般 大人 1,953  911 1,311 

割引 486  435 341 

団体 大人 274  317 301 

有料入園者計 2,713  1,663 1,953 

無 料 

70歳以上 1,624  1,084 978 

身障者 75  31 67 

子ども 3,371  3,584 3,184 

大人 835 1,076 809 

無料入園者計 5,905  5,775 5,038 

免 除 
大人 849  418 940 

施設使用者 29  0 42 

減免入場者計 878  418 982 

合    計 9,496  7,856 7,973 

施設使用件数 44  21 38 

                   

（（３３））季季節節のの行行事事・・体体験験学学習習会会等等事事業業  
 

行行  事事  名名  期期  日日  参参加加者者数数  
中核市移行記念ライトアップ 4月 1日 9人 
昔の遊び体験 4月 28日 297人 
端午の節句を楽しもう 4月 16日～5月 6日 493人 
七夕まつり 7月 7日 11人 
花火を観よう 8月 3日  320人 
きもだめし   8月 11日 215人 
中秋の名月を楽しもう 9月 13日 57人 
無料開園（即位礼正殿の儀） 10月 22日 38人 
ひなまつり 2月 19日～3月 3日 415人 
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４４   郷郷 土土 歴歴 史史 博博 物物 館館   

  

 郷土歴史博物館は、昭和28年に開館以来、地方の草分け的博物館として郷土の歴史啓発に

努めている。郷土への誇りと愛情を育み、知る喜び学ぶ楽しみの輪を広げる博物館となるこ

とを基本理念として、資料の収集保存、調査研究、展示、教育普及等に関する様々な事業を

行っており、養浩館庭園を含む ｢福井 歴史の庭 散策ゾーン｣の情報発信にも努めている。 

また、清水郷土資料館を所管している。 
 

（（１１））施施設設のの概概要要  

所 在 地 福井市宝永３丁目 12番 1号 

電 話 番 号 TEL 0776-21-0489   FAX 0776-21-1489 

開 設 年 月 日 
昭和 28年 11月 足羽山公園に福井市立郷土歴史館として開館 

平成 16年 3月 現在地に移転、開館 

敷 地 面 積 6,574.93㎡ 

建 築 面 積 2,574.78㎡ 

延 床 面 積  3,915.19㎡ 

構 造  鉄筋コンクリート（一部鉄骨）造 地上２階、地下１階 

施 設 概 要 

(展示部門 1,145.47㎡) 常設展示室、松平家史料展示室、企画展示室、館

蔵品ギャラリー 

(教育普及部門) 講堂 

(収蔵部門 503.43㎡) 考古収蔵庫、収蔵庫１、収蔵庫２、特別収蔵庫 

(その他) エントランスホール、授乳・救護室、事務・学芸員室、史料作

業室、図書資料室、駐車場(30台)等 

休 館 日 年末年始（12月 28日～１月４日）及び展示替え等による臨時休館日 

開 館 時 間 午前９時～午後７時（11月６日～２月末日は、午後５時閉館） 

観 覧 料 

平常展示 220円（20人以上の団体は割引） 

中学生以下の者、70歳以上の者及び障がい者 無料 

 特別展覧会 その都度定める額（平常展示観覧料含む） 

  

（（２２））入入館館者者利利用用状状況況  

区   分 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

有料 
一 般 大 人 30,838人 20,083人 16,666人 16,538人 13,092人 

団 体 大 人 2,161 887 1,062 836 456 

減免 無料 
大 人 32,688 47,708 42,596 51,105 41,387 

小 人 12,334 10,576 11,903 16,331 6,225 

計 78,021 79,254 72,227 84,810 61,160 
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（（３３））企企画画展展等等開開催催状状況況（（平平成成3311年年度度）） 

種   別 内   容 観覧者数・開催回数 

特別展・特別陳列 

及び関連行事 

■ 春季特別展「大安禅寺の名宝」 

   ３月 21日（木）～５月６日（月） 

・講演会「大安禅寺 重要文化財の建築物」 

・庭師とめぐる福井の名園バスツアー 

・親子で見て、“作って美味しい”大安禅寺の名

宝展バスツアー 

・ワークショップ「消しゴムはんこ作り」 

5,275人 

(31年度 3,851人) 

66人 

45人 

 

16人 

26人 

■ 夏季特別陳列 

「ありがとう平成－博物館コレクションからみる

明治～平成－」７月 20日（土）～８月 25日（日） 

「東京 1964～オリンピック展～」７月 13 日(土)

～８月 25日(日) 

5,388人 

 

 

 

 

■ 秋季特別展「将軍家茂と皇女和宮－行列が彩った
二人の幕末－」10月 12日（土）～11月 24日（日） 

・講座「征長副総督松平茂昭の活動と役割」 

・講座「加賀藩・福井藩の参勤交代について」 

 

13,472人 

53人 

82人 

■ 春季特別展「明智光秀と越前」 

３月 20日（金）～４月３日（金） 

1,351人 

(31年度 1,270人) 

松平家史料展示室 

企画展 

儀礼の装束(5/23～7/10)、島田墨仙と岡倉秋水～近代福井の日本画家～

(8/28～10/8)、大名家の蔵刀と五ヶ伝(11/27～1/19)、藤島神社のお引っ越

し(1/22～3/16)、武家のよそおい(3/20～5/17) 

館蔵品ギャラリー 

没後 150周年 幕末の思想家 横井小楠(5/8～6/30)、市政１３０年記念 

初代市長 鈴木準道(7/2～8/18)、平野を見下ろす古墳たち(8/20～10/8)、

福井の名所今昔(10/12～12/4)、福をよぶ動物たち～美術の中のいきもの～

(12/6～2/2)、高札～掲げられた法令～(2/4～3/16)、桜さく～描かれた桜

の美～(3/20～5/6) 

ロビー展示 
福井・勝山日本遺産活用推進協議会主催「日本遺産認

定パネル展」２月１日(土)～３月 27日(金) 
2,071人 

ギャラリートーク 特別展、特別陳列、企画展 35回 992人 

講    座 

館長タイムリー講座「「令和」梅花の歌を読む」 

館長わくわく講座「古文書講座」 

        「古典講座」 

学芸員連続講座 

1回 71人 

2回 125人 

2回 159人 

2回 38人 

ワークショップ 夏休み体験教室、おとなの歴史体験講座 130人 

へんしん越前屋 昔の衣装体験（大名行列、馬威し、江戸時代の鎧兜等） 678人 

らくらくこども 

博物館 

学校の春・夏・冬休みの期間中、親子で楽しめる昔か

ら伝わる折紙や切り紙などを中心に開催。 
251人 

ミュージアム 

カレッジ 

歴史を学んで得た知識や感動を伝えたいという方を

対象に、講座やワークショップなどを組み合わせた学

習プログラム。 

8回 18人 

他施設との 

連携イベント 

中秋の名月観望会(セーレンプラネット連携)、市美術館・自然史博物館・

文化財保護センター合同イベント(ミュージアム連携ワークショップ) 
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（（４４））所所蔵蔵資資料料（（4411,,220088点点））  

                          （平成 31年４月１日現在） 

歴史資料 考古資料 

35,484点 5,724点 

  

●●  主主なな収収蔵蔵資資料料  

① 福井市原目山、鼓山、足羽山、兎越山、天神山等、各古墳群・遺跡出土資料 

② 福井市安養寺託 阿弥陀三尊二十五菩薩来迎図（鎌倉初期、重文） 

③ 福井市心月寺託 朝倉敏景・義景像（室町後期、重文） 

④ 福井市春嶽公記念文庫 約 6,000点 

（松平春嶽、橋本左内、中根雪江等の遺墨・遺品、幕末諸士関係資料多数） 

⑤ 旧福井藩藩校旧蔵書籍類 

⑥ 越葵文庫 約3,000点（福井藩主家伝来の古文書、什器類等） 

⑦ 菱川師福翁記念文庫 約2,000点 

⑧ 紙本著色 柴田勝家像（桃山時代～江戸初期） 

⑨ 福井医学史関係資料 キュンストレーキ(県指定文化財)、栗崎家文書、笠原家文書等 

⑩ グリフィス『化学筆記』 (日本化学会認定「化学遺産」) 
  

（（５５））清清水水郷郷土土資資料料館館のの概概要要  

所 在 地 福井市風巻町 21-17 

電 話 番 号 0776-98-3820（清水図書館） 

開 設 年 月 日 昭和 60年９月５日 

建 築 面 積 312.6㎡（展示面積 230㎡） 

設 備 展示室 

休 館 日 

月曜日(第３日曜日の翌日を除く) 

第３日曜日、国民の祝日 

年末年始（12/28～１/４） 

図書館の臨時休館日 

開 館 時 間 
10時～18時（４月～10月） 

９時～17時 15分（11月～３月） 

観 覧 料 無  料 

内    容 清水地区の考古・歴史等を代表的資料によって紹介している。 
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５５  自自 然然 史史 博博 物物 館館  
  

自然史博物館は、自然豊かな足羽山に位置し、全国的にも歴史の古い博物館である。常設展示室は、

実物標本・ジオラマ・映像などで、自然やその生い立ちについてわかりやすく展示し、足羽山のビジ

ターセンター的役割を担い、足羽山の動植物のほとんどを実物標本で展示している。また、様々な市

民対象の講座や観察会を開催し、郷土福井の自然について一緒に考える生涯学習の拠点を目指してい

る。 

 宇宙・天文分野では、福井駅西口のハピリン５階に、セーレンプラネット（自然史博物館分館）を

平成28年４月28日に開館した。 

 セーレンプラネットは、自然科学教育の推進と中心市街地のにぎわいと交流を目的に、日本一のリ

アル８Ｋドームシアターとシアター工房（全天周映像の自主制作が可能）を備え、福井、地球、太陽

系、宇宙、文化の５ゾーン（スフィア）で、福井からはるか遠くの銀河まで展示解説している。ドー

ムシアターは日本一の解像度を活かしたプラネタリウム番組や映像番組を中心に、朗読会や音楽会な

ど様々なプログラムを提供する。 

 

（（１１））施施設設のの概概要要  

    自然史博物館 

所 在 地 
 〒918-8006 福井市足羽上町147 (足羽山公園内) 

 東経136度10分20秒4 北緯36度2分54秒6 

電話番号等  TEL 0776-35-2844      FAX 0776-34-4460 

開設年月日  昭和27年(1952)４月10日    (福井復興博覧会第二会場) 

敷 地 面 積  5,926.51 ㎡ (建築面積814.90 ㎡･建築延面積1,989 ㎡) 

建物の概要 
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ地下１階､地上３階 

  (常設展示室351㎡､特別展示室112㎡､収蔵庫335㎡､研究室66㎡､作業室94㎡､実習
室66㎡､その他事務所等) 

館名の変遷 
 昭和27年(1952)７月20日 福井市立郷土博物館として開館 
 昭和45年(1970)12月26日 福井市立郷土自然科学博物館 
 平成４年(1992)４月１日 福井市自然史博物館 

休 館 日 毎週月曜日(祝日の場合は開館)  
祝日の翌日 年末年始(12月28日～１月４日) 

開 館 時 間  ９時～17時15分  (入館は､午後４時45分まで) 

入 館 料 
常設展 大人100円、団体（20人以上）50円 

     中学生以下の者、70歳以上の者及び障がい者無料 
 企画展 その都度定める額 

主要設備と 
展 示 概 要 

 屋上 天文台(20㎝[昭和60年度購入]及び 12.5㎝屈折望遠鏡､16㎝反射望遠鏡)､
展望所 

 ３階 レクチャーホール(会議室)、収蔵庫 
 ２階 特別展示室、実習室、研究室、白山テラス (展望所) 
 １階 常設展示室(足羽山自然大図鑑※平成20年３月22日リニューアルオープン､ 

郷土のおいたち､郷土の自然)､事務室、普及コーナー、足羽山ビジターセン
ター（平成30年９月15日オープン） 

 地下  作業室、収蔵庫 
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    セーレンプラネット（自然史博物館分館） 

所 在 地  〒910-0006 福井市中央１丁目2番1号 (ハピリン５階) 

電話番号等  TEL 0776-43-1622      FAX 0776-43-1644 

開設年月日  平成28年(2016)４月28日 

運 営 方 式  指定管理者 

施設の概要 
福井駅西口のハピリン（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ地下２階､地上21階）の５階(1,837.70 ㎡) 

  (常設展示約700㎡､多目的室約100㎡､ドームシアター内径17m、水平式全天周スク
リーン160席、シアター工房（内径３ｍドーム有）その他事務所等） 

休 館 日 
 毎週火曜日、第２水曜日(共に祝日の場合は開館) 祝日の翌平日 
 年末年始(12月29日～１月３日) 
 ＊８月10日～８月20日は開館 

開 館 時 間 月曜・水曜・木曜・日曜・祝日 午前10時～午後６時３０分 
 金曜・土曜・祝日の前日    午前10時～午後９時 

入 場 料 

常設展 一般400円、高校生･学生300円(中学生以下、70歳以上、障がい者無料） 
R1/10から一般410円、高校生･大学生310円(中学生以下、70歳以上、障がい者無料） 
ドームシアター 一般600円、高校生･学生500円、３歳以上中学生以下300円 

        （３歳未満、障がい者無料） 
 R1/10から一般620円、高校生･大学生510円、3歳以上中学生以下310円 
     （３歳未満、障がい者無料） 
 団体（20人以上）割引 各料金の２割 ＊セット券、年間パスポート有り 

主 な 展 示 

 カルチュラルスフィア（御月見ノ間、越前朝倉氏の星図 天之図）、ふくいスフィ
ア(ふくいシティ&ユニバース、ふくいの記憶)、アーススフィア（ちょうどイイ地
球、地球ミラクルアドベンチャー）、ヘリオスフィア（太陽系図鑑、火星観測60
年）、ユニバーススフィア（宇宙アトラス、ユニバーストラベラー）、スフィア
共通（ブループラネット、宇宙へのあこがれ、福井が誇る天文学者 藤田良雄博
士、隕石展示） 

  

（（２２））入入館館者者及及びび利利用用状状況況 

    自然史博物館                                （単位:人） 

年 
度 

一般入館者 無料入館者 団体 
割引 

割引券 年 間 
入館者 
合 計 

開館 
日数 大 人 子ども 

団 体 個 人 行事 

大人 子ども 大人 老人 障がい者 ﾋﾞｼﾞﾀｰ ｾﾝﾀｰ 大人 小人 大人 大人 

R元 4,683 3,164 420 1,120 2,797 750 159 3,180 4,149 1,708 85 444 22,659 302 

H30 7,088 6,651 464 1,669 2,742 787 136 502 2,469 2,776 185 581 26,050 308 

H29 4,887 3,382 168 1,274 3,443 677 160 － 3,100 2,940 147 313 20,491 296 

   ※Ｈ29年度 大雪のため平成30年２月６日～９日、12日、14日の６日間を臨時休館とした。 

      ※Ｒ1年度  新型コロナ感染拡大防止のため、３月28日、29日の２日間を臨時休館とした。 

セーレンプラネット（自然史博物館分館）                  （単位:人） 

年度 

展示室利用者 ドームシアター利用者 年 間 

入場者 

合 計 

開館 

日数 大 人 
高校生 

大学生 

児 童 

生 徒 

幼 児 

障がい者 
大 人 

高校生 

大学生 

児 童 

生 徒 

幼 児 

障がい者 

R元 8,457 399 7,217 1,772 8,740 444 5,880 1,368 91,952 298 

H30 8,643 461 7,817 1,709 9,377 481 6,309 1,270 107,047 297 

H29 10,289 513 8,711 1,968 11,900 697 7,704 1,505 95,126 294 

※展示室及びドームシアター利用者はチケットを購入してそれぞれの施設を観覧した人数。 

※年間入場者数は、セーレンプラネットに入場した全ての人数であり、展示室及びドームシアター

利用者の合計とは一致しない。 

※Ｈ29年度 大雪のため平成30年２月７日、８日の２日間を臨時休館とした。 

※Ｒ1年度  新型コロナ感染拡大防止のため、３月28日、29日の２日間を臨時休館とした。 
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（（３３））事事業業実実施施状状況況   

    自然史博物館 

① 教育普及事業・企画展開催事業 

種   類 行   事   名 
入館者及び 

参 加 者 

企 画 展 

春季企画展「色彩の自然史  
– 人々が自然の中から見つけ出した色-」 

平成31年3月23日（土）～令和元年6月2日（日） 

＊令和元年度のみ 
4,639 人 

出張企画展「自然のかがやき展 in ハピリンホール」 
令和元年5月1日（水・祝）～5月4日（土・祝） 

1,453 人 

ミニ企画展「リュウグウノツカイ展」 
令和元年5月5日（日・祝）～5月26日（日） 

1,333 人 

出張企画展「福井の星空絶景写真展」 
（福井県立病院ギャラリー憩） 

令和元年7月1日（月）～7月11日（木） 
173 人 

夏季企画展「美しき鳥の羽」 
令和元年7月13日（土）～9月29日（日） 

5,250 人 

年末年始企画展「干支展・子  
～ネズミッション！君はクリアできるか!?～」 
令和元年12月14日（土）～令和2年2月2日（日） 

988 人 

春季企画展「大地を彩る石 -煌めく鉱物の世界-」 
令和2年3月20日（金・祝）～5月31日（日） 

＊令和元年度のみ 
644 人 

天 体 観 望 会 「月・木星・土星・星雲・二重星等」 (8回) 862 人 

土曜自然史トーク 
動物「昆虫」 (1回) 7 人 

天文「二重星・木星・部分日食」 (3回) 17 人 

自然史講座・教室 

「生き物を学ぼう」 (14回) 
273 人 

  自然観察会、バードウィーク探鳥会等 

「地球と宇宙を学ぼう」 (4回) 
76 人 

  砂金採集会、化石採集会、日食メガネを作ろう等 

「標本の名前を調べよう」 (2回) 
352 人 

  植物標本の名前を調べよう、標本同定会 

ナイトミュージアム ４月（天体観望会）、８月（花火を見よう！） (3回) 1,079 人 

企 画 展 関 連 行 事 
（春季企画展）土でクレヨンを作ろう等 (7回) 

335 人 
（夏季企画展）ツバメのねぐら入りを見よう等 (5回) 

学校等との連携事業 

福井大学ＣＳＴ（理数系教員）事業受入 (1回) 1 人 

福井大学ジュニアドクター育成塾 (10回) 17 人 

館内外での体験学習・ゲストティーチャー等 (35回) 1,673 人 

企 業 訪 問 等 自然史博物館バックヤードツアー  (1回) 19 人 

 ※ 新型コロナ感染拡大防止のため、自然史講座2回、天体観望会2回、自然史トーク2回、

企業訪問等3回中止。 

 

②出版活動 

博物館研究報告  第66号  Ａ４判  92頁        300部 

博物館だより   No．381・382  Ａ４判   4頁    各1,450部 

2019年度夏季企画展 「美しき鳥の羽」解説パンフレット 

                  Ａ４判  12頁      500部 

笏谷石採掘坑に生きる‐足羽山七ツ尾口坑道の節足動物‐ 

                 Ａ４判 12頁    600部 
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    セーレンプラネット（自然史博物館分館） 

①特別展等の指定管理事業で実施した企画 

種   類 行   事   名 
入館者及び 

参 加 者 

特 別 展 

第７回特別展「恐竜と宇宙」 
 令和元年７月13日(土)～９月８日(日) 

4,142 人 

第８回特別展「銀河ワールドへようこそ」 
 令和元年11月15日(金)～令和２年１月６日(月) 

1,035 人 

企 画 展 

「七夕は晴れないって本当？」 
 令和元年６月22日(土)～７月７日(日) 

433 人 

「オーロラ写真展」 
 令和元年10月４日(金)～11月４日(月・祝) 

1,526 人 

「日本星景写真協会写真展 星のある風景2020」 
 令和２年２月22日(土)～４月５日(日) 

＊令和元年度のみ 
572 人 

天 体 観 望 会 移動観望会 (6回) 292 人 

ワ ー ク シ ョ ッ プ 

ストローロケット２号を作ろう (21回) 168 人 

星座うちわをつくろう (22回) 157 人 

３００円でできる！手作り望遠鏡 (2回) 23 人 

ＳＴＲ－１グランプリ (2回) 22 人 

月のみちかけコマ (17回) 80 人 

集まれ！日食かんさつ隊 (2回) 12 人 

すばる望遠鏡ペーパークラフトに挑戦！ (1回) 13 人 

星座スタンプをつくろう (14回) 117 人 

おもいでミニ地球儀 (2回) 41 人 

ド ー ム シ ア タ ー 

①星空の時間 「今夜の星空さんぽ」 

16,432 人 

②映画の時間 「星々の約束」 
③科学の時間 「ふくいブルーは語る 

～日本形成2500万年のとき～」 
④天文の時間 「スターオブファラオ」等 
⑤子どもの時間「ムーミン谷のオーロラ」等 
⑥音楽の時間 「世界星空めぐり」等 
⑦映像の時間 「ダイナソーアート」等 

特 別 展 関 連 行 事 
特別展講演会 
「絶滅した恐竜・生き延びた恐竜：6600万年前の大災害」  

53 人 

特別ワークショップ「クレーターつくれーたー」 (2回) 32 人 

他館とのコラボ企画 

ユニバースday2019特別ワークショップ 
令和元年４月27日(日)～４月29日(月) 

「星空の写真たてづくり」 （美術館） 
「おめんＤＥぬりえ」 （自然史博物館） 
「びっくりジャンプをつくろう」 （郷土歴史博物館） 
「勾玉づくり」 （文化財保護センター） 

 
 

50 人 
60 人 
43 人 
67 人 

中秋の名月観望会（郷土歴史博物館） 
令和元年９月23日(月) 

30 人 

星型の勾玉づくり（文化財保護センター） 
令和元年11月23日(土)、24日(日) 

76 人 

ミュージアム連携ワークショップ 
（美術館、郷土歴史博物館、文化財保護センター、 
自然史博物館）        令和２年１月26日(日) 

72 人 

ド ー ム イ ベ ン ト 

星の輝き ～シンギングボウル～ 
 令和元年４月13日(土) 

54 人 

口笛ワークショップ＋星空くちぶえコンサート 
 令和元年６月９日(日) 

58 人 

～声優星空プラネタリウム朗読会～ほし×こえ 
 令和元年７月20日(土)、21日(日) (４公演) 

449 人 

星の輝き・秋～シンギングボウル～ 
 令和元年９月22日(日) 

61 人 
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ド ー ム イ ベ ン ト 

月の名残と二胡のしらべ 
 令和元年10月５日(土) 

79 人 

オーロラに包まれてみよう 
 令和元年11月３日(日) (３公演) 

204 人 

クリスマスフルートコンサート 
 令和元年12月14日(土) 

69 人 

星の輝き シンギングボウル×星空 
 令和２年２月16日(日) 

103 人 

ドームシアター特別投映 

星空の時間特別版「分館長の星空散歩」 
 令和元年５月18日(土)、19日(日) 

32 人 

「ダイナソーアート」プレス向け完成試写会 
 令和元年７月８日(月) 

50 人 

特別投映「熟睡プラ寝たリウム」 
 令和元年11月22日(金)、23日(土) 

59 人 

ト ラ ベ ル ガ イ ド 常設展・特別展 (76回) 394 人 

開館周年記念行事 

ユニバースday2019 

平成31年4月27日(土)～

令和元年5月6日(月) 

ドームシアター特別投映 
「記念日の星空」 (26回) 
「星々の約束」 (10回) 
「朝倉ゆめまるの星空だいぼうけん」 (10回) 
「観光ショートムービー ドームでおさんぽ気分」 (6回) 

 
776 人 
54 人 

259 人 
31 人 

太陽観望 (6回) 938 人 

移動観望会 (2回) 279 人 

サイエンスショー「空気を感じてみよう」 (1回) 63 人 

絵本読み聞かせ (桜木図書館) (1回) 38 人 

ワークショップ「ストローロケット２号を作ろう」(7回) 
「星座バッチをつくろう」 (3回) 
「こいのぼりロケットをつくろう」(1回) 
「星座早見盤をつくろう」 (1回) 

127 人 
73 人 
7 人 
8 人 

講 師 派 遣 

宇宙フェス in ふくい ワークショップ 
(ＩＳＴＳ関連 会場：ハピテラス) 
 令和元年６月15日(土)、16日(日) 

351 人 

講演会「冬の星と月の話～もしも月がなかったら」 
(主催：地域交流プラザ 会場：AOSSA) 
 令和２年２月９日(日) 

138 人 

ドームシアター貸館 

（オペレーション） 

ＩＳＴＳアイデアソン 令和元年６月15日(土) 120 人 

『宇宙』事業推進のために地球と協働する 
“ふくいPHOENIXプロジェクト” 令和２年２月15日(土) 

141 人 

イ ベ ン ト 協 力 プラネットツアー「触って、匂って、宇宙を知ろう！」 
(福井大学・障がい者対象ツアー) 令和元年10月14日(月) 

39 人 

そ の 他 ８Ｋ全天周カメラ操作講習会 令和元年11月30日(土) 4 人 

 ※ 新型コロナ感染拡大防止のため、令和２年３月に予定していたイベント等は中止また

は延期。 

 

（（４４））所所蔵蔵資資料料数数                        

    自然史博物館                    令和２年３月31日現在（単位:点） 

動 物 植 物 きのこ 昆 虫 貝 類 岩 石 化 石 鉱 物 天 文 参考標本 合 計 

6,139 75,990 2,147 34,443 16,603 2,512 13,961 2,714 109 219 154,837 

  セーレンプラネット（自然史博物館分館） 

岩 石 天 文 合 計 

2 109＊ 111 

＊ドームシアター用映像資料（81点）含む。 
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６６  美美      術術      館館  
  

美術館は、市民が気軽に美術に親しめる美術文化活動の拠点施設として、地域に根ざした市民の

創造的な美術活動を支援育成することを目的に、平成９年10月１日開館した。福井市ゆかりの彫刻

家、高田博厚の足跡と業績を常設展示し、市民に紹介するとともに、市民に主体的な美術創作･鑑

賞活動の機会の提供を行い、また、子どもたちの豊かな創造力を育むため、幅広い創作活動の機会

を提供している。  

  

（（１１））施施設設概概要要  

所 在 地 福井市下馬３丁目 1111番地 

電話番号等 TEL 0776-33-2990   FAX 0776-33-3114 

開設年月日 平成９年 10月１日 

建 物 構 造 鉄骨造り（一部鉄筋コンクリート造り）地上３階、地下１階 

建築延面積 5,262.84㎡ 

敷 地 面 積 34,113.77㎡ 

建 設 費 3,773,220千円 

休 館 日 
毎週月曜日（祝日の場合は翌日）、祝日の翌日（日曜日を除く） 

年末年始（12月 28日～1月 4日）ほか 

開館時間 9時～17時 15分（入館は 16時 45分） 

観 覧 料 

常設展 大人 100円（20人以上の団体は半額） 

中学生以下の者、70歳以上の者及び障害者 無料 

企画展 その都度定める額 

施 設 概 要 

（展示部門） 

･常設展示室 

福井市ゆかりの彫刻家、高田博厚の全貌を四つの展示室で映

像や彫刻作品等により紹介 

･企画展示室、市民ギャラリー 

   館主催の企画展や市民の創作活動の発表の場 

（教育普及部門） 

･市民アトリエ、子どもアトリエ 

   市民や子どもたちの創作活動の場 

（収蔵部門） 

 ･収蔵庫、荷解室 

（管理部門他） 

･講堂、会議室、喫茶室、事務室、学芸員室等 

（屋外施設） 

･野外アトリエ、ビオトープ等 

  

（（２２））収収蔵蔵作作品品  

       高田博厚作品               212点 

       福井ゆかりの美術作家の絵画造形作品    65点 
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（（３３））利利用用状状況況  

     入館者状況 （平成 31年４月１日～令和２年３月 31日） 

区     分 入館者 

有  料 

個  人 
大人 42,200人 

小人 16,222人 

団  体 
大人 2,532人 

小人 1,146人 

減免･無料  
大人 31,906人 

小人 27,241人 

合     計 121,247人 

      * 大人は高校生以上 

     小人は中学生以下 

 

（（４４））企企画画展展開開催催事事業業  

展覧会名及び内容 観覧者 

『北大路魯山人展」 
会 期 ６月１日（土）～７月７日（日）32日間 
内 容 書、篆刻、絵画、陶芸など多方面に才能を発揮した北大路魯山人

が求めた「生活の中の雅と美」を約 200点の作品で紹介。 

6,821人 

『魔法の美術館』 
会 期 ７月 19日（金）～９月１日（日）40日間 
内 容 最新のデジタル機器を使い、映像と音と光を融合させた不思議な

空間が生み出す新しい体感型アート作品を紹介。 

40,123人 

 
『生誕 30周年記念 ウォーリーをさがせ！展』 
会 期 ９月 21日（土）～11月４日（月・休）40日間 

 内 容 緻密な絵本原画に加え、設定イラストや作家マーティン・ハンド
フォードが子供の頃に描いた作品など約 150点を紹介。 

  32,703人 

 
『芳年 激動の時代を生きた鬼才浮世絵師 展』 
 会 期 令和２年２月 22日（土）～３月 27日（金）30日間 
 内 容 最後の浮世絵師と称される月岡芳年が描いた武者絵や怪奇絵、物

語絵、美人画など約 200点の作品を紹介。 

2,012人 

  

（（５５））アアトトリリエエ開開催催事事業業  

事業内容 参加者 

･子どもアトリエ事業（４歳児～小学生を対象） 

「石こうで足跡をつくろう」他８講座開催 

･市民アトリエ事業（中学生以上を対象）  

「石のはんこ」他８講座開催 

･共催アトリエ事業（PTA、子ども会、学年行事等随時開催） 

「マスコットキャンドル」他２８回開催 

･アトリエチャレンジ事業 

「プラバンでアクセサリーづくり」他１４種開催 

 

583人 

 

109人 

 

1,351人 

 

31,001人 

合      計 33,044人 
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（（６６））共共催催事事業業  

    事業名及び内容 観覧者 
 
「第 21回福井市・吉田郡中学校美術科作品かんじて・み・よさ展」 
 会 期 １月 11日（土）～29日（日）８日間 
 内 容 福井市・吉田郡の中学生が、授業や部活動などで制作した作品を紹

介。 

1,221人 

  

（（７７））市市美美展展ふふくくいい開開催催事事業業（（第第3322回回））  

      内  容 福井市の美術文化の向上を目指し、市民に親しまれる美術の祭典として開催。 

  部  門 日本画、絵画・造形、彫刻、書道、工芸、写真、デザインの７部門 

作品展示 ５月 17日(金)～５月 26日(日) 10日間 

展示場所 市美術館 

賞  名 市長賞、市議会議長賞、市教育委員会賞、市文化協会長賞、報道機関各社賞、 

奨励賞 

                           

                                      

  

観覧者数 応募作品数 入賞数 

3,531人 333点 121点 



 

   令和２年度 
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